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　　　　　　　　　１






　旋風の砦とりで──。

　それが『我が魔城』の名だと、大魔術師は軽やかに言いはなった。当たり前のように、完璧なイントネーションの日本語を操って。

「ようこそ、黒と黄金の戦士どの！　そして、私の知らぬ古王家の姫よ！」

　大魔術師クアルダルドは、明るい声で歓迎の意を口にした。

　異世界より侵攻してきた敵の空中拠点《ポータル》。一いち之の瀬せユウをはじめとする地球人類は、この城をそう認識している。

　空に浮かび、蜃しん気き楼ろうのごとく現れては消える魔城──。

　その敷地内にあった中庭で、ユウは呆ぼう然ぜんとしていた。ずっと眠っていて、つい数分前にめざめたばかりなのだ。

『戦士どの』と呼ばれているが、着装はしていない。

　生身の体のまま傍らのアイン──クローンエルフの少女にささやきかける。

「《ポータル》のなか、ここもこんな感じなんだ。さっきの城と似てるね……」

「結局、使つかい途みちは同じだからな……。どんな形であれ『城』である以上、兵を集める場所はどうしても必要になる」

　エルフ族を束ねたという戦士の女王。

　そのクローン体であるアインと共に、ユウは中庭にいた。

　土は踏み固められ、広場のようでもある。城主に仕える戦士や魔獣の集合場所であり、練兵の場なのだ。

　そして目の前には、石造りの大きな城がそびえている。

　有名テーマパークくらいでしか見たことのない建築物。模造品にはない本物の重厚感、長く使われてきた建物特有の古めかしさと使用感に、ユウは圧倒された。

　──わずか一時間ほど前。

　ユウとアインは新関西湾の洋上に浮かぶ《ポータル》で大魔術師『獅し子し座ざのスカールシャンス』と戦っていた。

　そこを離脱して、和わ歌か山やま湾の水上租界『那な由ゆ多た』めざして飛行開始。

　ユウたちを運ぶ移動手段はアスラフレーム三号機。異世界より来たる軍勢を迎え撃つための強化外骨格エキソフレームであった。

　人類とエルフの叡えい智ちを結集させた戦闘用スーツ。人造の魔神。

　しかし、機体はいきなり推力を失い、墜落と同時にユウは意識を失った。めざめたときには青ローブの美男子がそばにいて──

『お初にお目にかかる、戦士どの！』

　朗々たる声で、あいさつしてきた。

『私は旋風のクアルダルド。選ばれしダルヴァの門主、そのひとりだ。君たちはわれわれを大魔術使いのように呼んでいるのだろう？』

　ずいぶんと気さくかつ、フレンドリーに名乗るおまけ付きで。

　魅力と明るさにあふれるクアルダルドは、楽しそうな声でさらに言う。

「城内まで足を踏み入れた地上人ヒユーマンはおそらく君だけのはずだぞ、戦士どの。しかも一日のうちにふたつの魔城を踏破した！　まさに英雄だな！」

「と、踏破？」

　青いローブをまとったクアルダルドは、快活に笑っている。

　だがユウはとまどい、異を唱えた。

「僕たちをこの城に連れてきたのはあ……あなたなんでしょう？」

　いかにも好青年という雰囲気のクアルダルド。

　しかし、彼はいわば敵の指揮官なのだ。異世界からの侵略者。そんな相手をどんな二人称で呼ぶべきか。

　迷うユウの発言に、隣に寄りそうアインが同意する。

「たしかにな。それでは『踏破した』とは言えぬぞ、旋風のダルヴァよ？」

　海に落ちたユウとアインを魔術で引きあげたらしい。

　今、ふたりは〝囚とらわれの身〟なのだ。旋風の大魔法使いに捕縛され、彼の本拠地である天空の城に連れこまれた虜囚なのである。

　にもかかわらず、クアルダルドの物腰は親しげだった。

「いや、いや！　私にそうさせるほど、君たち──とりわけ黒き戦士どのは魅惑的な存在だったのだよ。それもまごうことなき英雄の資質。なあ君。あとで是非、クアルダルドに見せておくれ。あの美しい甲かつ冑ちゆうを！」

「甲冑……」

　熱く訴えられて、ユウは思い出した。

　海中に沈み、意識を失う直前、三号フレームの着装は解けた。可変ナノ粒子にもどり、ユウの体と同化したのである。

　あのとき、強烈なめまいが襲ってきた。

　突然の体調不良。しかし今、ユウの肉体はいたって正常。そういえば海水でずぶ濡ぬれになったはずなのに、衣服もふつうに乾いていて──

「ああ。ささやかだが、私からの贈り物だ」

　我が身を気にするユウへ、クアルダルドがにやっと微笑ほほえみかける。

「せっかく城へ招待したのに、濡れた衣では気持ちよく過ごせまい。戦士どのは体の調子もすぐれないようだったので、お節介ながら治癒術も施させてもらった。──さあ、部屋の用意もととのった頃だろう。しばらく休むといい！」

　魔術でずぶ濡れの服を乾かし、ユウの体調不良も治療した。

　そういうことなのだろう。はっきり言って、舞まい鶴づるの仮設基地にいた軍人たちより、よほど好感の持てる人物だった。

（こいつが……この人が僕らの敵？　日本と世界を無む茶ちや苦く茶ちやにした張本人？）

　旋風城の虜囚となったユウとアイン。

　しかし、敵指揮官の人物像があまりに意外すぎて、ユウはひどく混乱していた。




　やや広めの部屋には、ふかふかの絨じゆう毯たんが敷かれていた。

　机も椅子もない。だが絨毯には複雑な幾何学模様が刺し繍しゆうされており、壁にも色あざやかな布がかけてあって、まったく殺風景ではなかった。

　緊張しているせいか、ユウはなぜか正座してしまった。

　両足に伝わる絨毯の感触が心地よい。アインは足を崩して、優雅に横ずわり。しかし、くつろぎながらも鋭い目配りで室内をチェックして──

「見てみろ、ユウ。これが《空くうの領域》だ」

「え……って、何これ!?」

　アインが指さしたのは、窓の外だった。

　バルコニーのようになっていて、城の敷地内を見渡せる。異世界と地球の建築技術は、それほどかけ離れてはいないようだ。

　が、それよりも──

　うすい灰色の空に、ユウは仰天した。

　しかも、さまざまな形の渦巻き模様がいくつも空を流れていく。

　まるで雲だ。細長い渦。真円に近い渦。波打った渦。渦。渦。眺めているだけで目が回りそうな気分になる。

「さ、さっきまで、ふつうの青い空だったよね!?」

「ああ。地上世界……ユウたちが暮らしてきた日本の空にいたからな。だが今、この城は非在化して、《空の領域》に転移したんだ。このアーカーシャの虚空を越えた先に、われらの故郷パーラムはある──」

　いつもざっくり『異世界』と呼んでいるが、たしか正式名称は。

　異世界パーラム。アインたち亡命エルフとクリーチャーども、選ばれし大魔術師の故郷。ユウは気づいた。

「つまり、この灰色空間は僕らの地球と異世界の境界？　そうか。《ポータル》は消えたり蜃しん気き楼ろうみたいになったりするけど、その間はここに来てるんだ……！」

「さすがユウ。察しがいいな」

　満足そうにアインがうなずいた。

「長く地上にとどまれば、魔力が枯渇してしまう。それをまぬがれるため、ここに帰ってくる必要があるんだ」

「じゃあ、僕は地球じゃないところに今いるのか」

　ユウは呆ぼう然ぜんとして、肩を落とした。

「それじゃ当分、逃げ出すのは無理だね……。この城がまた地球にもどるときまで待たなきゃいけない──どうして笑ってるの、アイン？」

「いや。やはりユウは頼もしいなと思っただけだ」

　にこやかな笑みを浮かべて、アインは誇らしげに言う。

「囚とらわれの身となったのは初めてなのだろう？　なのに、もう逃げ出す算段とは」

「だって、ここに居つづける理由なんてないし」

「いかにも！　わたしも同意見なので、ユウに提案するつもりだった。手に手を取って、共にここを去ろうと」

　ぎゅっ。アインがユウの右手を握りしめた。

　女子との急な接触にどきりとしたのは、一四歳男子なら当然だろう。

　どぎまぎするユウの顔を、クローンエルフの少女は目力強く見つめ、耳元にささやきかけてくる。

「正しき時に正しい判断を下し、正しく決断できる。それがあなたの──あなただけの強みなのだと思う。一いち之の瀬せユウ、それでこそ風の女王が伴侶とするに足る逸材だ。このふつつか者を末永くよろしく頼むぞ」

「い、言い方っ。それだと、べつの意味があるみたいに聞こえる！」

　たとえば、結婚を約束するときのあいさつとか。

　顔を真っ赤にしたユウの反論、アインは涼しげに受けながす。

「誤解するな。単にわたしたちの相性は抜群にいいから、ずっと相棒としてやっていきたいという意思表明だ。……だが参考までにうかがおう。わたしの言葉を聞いて、ユウはどんな意味があると思った？」

「そんなことより！」

　このままでは相手のペースに呑のみこまれる。

　ユウは力技で話題を変え、さっとアインから離れた。いや、彼女のどこか愛あい嬌きようのある強引さを受け入れてもいい気持ちはちゃんとあるのだが……。

　とにかく心を切りかえ、口早に訴える。

「僕たち囚人なんだよね？　その割に監視とか超ゆるくない？　部屋の扉には鍵もかけてなかったよ。窓だって開けっ放しというか、そもそも窓ガラスがないし。牢ろう屋やならふつう、鉄格子とか付けるものじゃないの？」

「あるいは、もっと役に立つ何かがあるのか。──どれ」

　ずっとユウのそばで横座りしていたアイン。

　急に立ちあがり、窓へと向かって、バルコニーへ出ていった。

　ユウもあわてて追う。ふたりの部屋は六階建ての塔、その最上階である。

　当然、見晴らしがいい。

　城壁に囲まれた《ポータル》内部には、多くの種族がいた。トロウル、ゴブリンといったおなじみの連中。牛ぎゆう頭とう人身の巨人ミノタウロス。やはり巨人だが青い肌にひとつ目のサイクロプスなど。しかし──

　ひときわ異彩を放つ怪物が、空中に浮いていた。

　眼球だった。直径一〇メートルはあろう巨大眼球。塔の六階にいるユウたちとほぼ同じ高みにいて、じろりと瞳を動かし、にらみつけてきた。

「おお、戦士どの。それに姫君も、こやつに気づいてくれたか!?」

　空中浮遊する眼球のそばに、旋風のクアルダルドもいる。

　当然のように大気を踏みしめて、空中に立っていた。にこにこ笑い、愛用の杖つえを眼球のクリーチャーに向けながら。

　杖の先端から、淡い緑色の輝きが放たれた。

　受けとめ側の眼球クリーチャー、巨大な目を気持ちよさそうに細めている。しかも、その禍まが々まがしい魔眼をつつみこむように、ボール状の肉体──緑色の鱗うろこにおおわれた怪物の体が形成されてしまった！

　尚なお、ボール状の体を占める大部分はいまだ眼球のままである。

　魔眼のクリーチャーと呼ぶべき事実に代わりはない……。

「今ちょうど、我が眷けん属ぞくの一体に力を注ぎこんでいた。戦士どの──これで君の甲かつ冑ちゆうともそこそこ渡り合える……かもしれない」

　人好きのする笑顔で、クアルダルドは好戦的な言葉を告げてきた。

「君にも都合があるだろう。十分に休んだあとは、一刻も早く帰陣したいにちがいない。だが今すこしクアルダルドに時間をくれ。甲冑をまとった君と──我が秘蔵の使い魔、どちらが力で勝るかを見せて欲しい！」

「つまりユウ。あやつは最初から、牢ろうなど当てにしていなかったんだ」

　アインが肩をすくめて言った。

「そんな代物でアスラの戦士は閉じ込められないと。代わりに最強の魔物を用意して、あなたを抑え込むつもりだったのだな」

「あいつを倒さなきゃ地球に帰れないのか……」

　いきなりの障害にユウは唖あ然ぜんとし、自分の右手を見つめた。

　ナノマシンが活性化すると、移植者の手のひらにリング状の光が浮かびあがる。その輝きを目にしながら、ユウはため息をこぼした。

　アスラフレーム三号機《ＲＵＤＲＡルドラ》。

　人類に残された最後の希望、かもしれない決戦兵器。

　しかし着装が解ける直前、三号フレームは明らかな動作不良を起こしていた。どこまで戦力として計算できるか──あやしいところであった。
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　水上租界『那な由ゆ多た』。

　和わ歌か山やま湾の洋上に建造された人口都市である。北緯三四・〇度、東経一三四・五度のポイントに位置している。

　この都市を支える中央ブロックは円形で、直径一〇キロほど。

　そこには海水・生活排水などを浄化する水再生システム、大型プレイホイールを用いたクリーン発電システム、さらには広大な穀物畑など、都市インフラを維持するために不可欠な設備が集まっている。

　また中央ブロックの中心地には、高さ三〇〇メートル超のタワーがそびえ立つ。

　簡素でモダンなデザインの超高層建築。その偉容は、水上租界へ近づく船の上からもしっかり見えていた。

　大小さまざまな船が停泊する港湾施設まで来れば、さらに巨大さが実感できる。

　感激にまかせて、伊い集じゆう院いん高たか丸まるは叫んだ。

「うおお！　すげえひさしぶりに廃はい墟きよじゃないビルを見たぞ！」

　肥満した中学生男子にして、二代目《着装者三号》の親友を自認する。

　いっしょにいるハーフエルフの後輩も興奮していた。

「電気と水道も健在だって話ですし、ようやく文明世界に帰ってきましたよ、先輩！」

　東とう堂どうアリヤ。一三歳、女子。

　異世界から来た亡命エルフと日本人のハーフ。

　エルフ族から受け継いだ血ゆえに、耳が長い。亜麻色の髪と相まって、非凡なほどに可か憐れんであった。

　難民の人々と共に、新関西湾をおんぼろの貨物船で渡ってきた。

　今は船を下りて、桟橋にいる。日本海に面した舞まい鶴づる市を旅立ってから約一〇日ほど。ついに目的地の水上租界『那な由ゆ多た』に上陸できたのだ。

　と言っても、中心に高層タワーを擁する中央ブロックはまだ遠い。

　今いるあたりは、そのまわりに付設された『外周ブロック』。この外周部まで合わせると、水上租界『那由多』は直径二五キロの円形なのだという。

　都市インフラを支える心臓部が中央ブロック。

　対して、外周ブロックには居住地や港湾施設が配置されているのだとか──。

「難民のみなさんの住まいは、外周の方になるでしょうねえ」

　ぱっとしない印象のアラサー男子、志し波ば十じゆう郎ろう太たがぼそっと言った。

　アリヤの伯父で租界の要人『ナダル氏』が派遣した部下である。アスラフレーム三号とその着装者たちを必ず連れかえれと厳命されたらしい。

　地味なメガネ青年の彼に、波は多た野のなつきが訊たずねた。

「中央ブロックには住んじゃいけない決まりでもあんの、志波ちゃん？」

「いいえ。でも居住できる建物はセントラルタワーくらいですし、タワー内には亡命エルフの方々が暮らしています。……ぶっちゃけ、ぼくらのような凡俗には、むちゃくちゃ居心地悪いんですよ」

「へえ～なんか面白そう！」

　歳とし上うえの大人を平然と『ちゃん』付けで呼ぶなつき、一七歳と若い。

　髪を赤く染め、タンクトップにデニムのショートパンツと肌もあらわな格好だ。ただしコートのように着物──白地に牡ぼ丹たん柄の振袖を羽織っていた。日本刀風に拵こしらえた軍用単分子ブレードを鞘さやごと背中にくくりつけるおまけ付きだ。

　悪目立ちする外見のなつきは、さらりと言った。

「んじゃ志し波ばちゃん。ほにゃららタワーに早く連れてってよ。そこに行けば、ユウくんとアインさんの居場所もわかるんでしょ？」

「そ、そうですっ。もう一時間以上も消息不明なんですよ！」

　歳とし上うえふたりの話にアリヤも割り込んだ。

　目的地到達の興奮で一瞬だけはしゃいだが、租界までの航海中もずっとやきもきしていたのだ。ユウ先輩とアインさんが一向にもどってこないと。

　ふたりは貨物船を先に行かせるため、敵クリーチャーの軍団と対決したのである。

　もちろん〝親友〟の伊い集じゆう院いんも、熱く志波青年に訴える。

「船で言ってたアレ、軍事衛星を使ったアスラフレームの支援システム、でしたっけ!?　そいつで一いち之の瀬せたちの居場所を調べてくださいよ！」

「り、了解っ。──ええと、ボロノフさん？」

「おお。うちの車を使え」

　半袖のＴシャツに迷彩服のズボンという格好の、逞たくましいロシア人。

　志波より一〇歳以上も年かさに見える。渋い白人の中年男が車のキーを取り出した。




　志波の運転する乗用車が走り出す。

　化石燃料を使わない電気自動車。ハンドルを握る志波はぼそりと言った。

「租界の車はほとんどこれです。海外から原油を輸入できなくなって、ガソリンも石油も生産できませんからね。今の御ご時じ世せいにはぴったりです」

　肩をすくめてのぼやき節が、幸薄い感じの彼に似合っていた。

　助手席になつき、後部シートに中学生ふたりが乗る。走り出してすぐ、比較的大きな通りに出た。伊集院が目を輝かせる。

「おお、すげえ街っぽいぞ！」

　ロード沿いにならぶのは、終戦直後のバラック街を思わせる建物群。

　トタンの金属板や木材を使って、簡易に組み立てた家屋ばかり。店屋も結構ある。歩道に敷物を出した露店、屋台なども目についた。

　人も大勢歩いていて、なかなか活気があった。

　そのバラック街を通りすぎると、今度はなつきがつぶやいた。

「おろ？　今度は物置みたいな建物ばかりだねー」

「プレハブのユニットハウスですね。被災地なんかでよく使う」

　アリヤも言う。その辺を過ぎると、平屋型宿泊施設コンドミニアム風の一軒家が数百ほど集まる住宅街になった。

　志し波ばが観光ガイドよろしく、土地柄を語る。

「本来はこのあたりだけが水上租界『那な由ゆ多た』の人間居住地でした。エルフではない人間族が暮らしたり、短期滞在するような。でも、外からの避難者を収容するための簡易住居がどんどん増えていって、さっき見たような『街』ができあがったんですねえ」

「そういや、港じゃ船上生活してるっぽい人たちも多かったな……」

「家が足りないんですね……」

「いやいやあ。それでもここにはエルフの賢い先生たちがいて、病気の治療とかもしてくれるんでしょ。十分十分！」

　表情を曇らせる伊い集じゆう院いんとアリヤに対して、なつきは生命力旺盛に笑う。

「それより志波ちゃん。あの変な看板って何？」

「あはは。気づかれましたか。ま、その辺のお話はおいおい……」

　なつきが指さした倉庫を一いち瞥べつして、志波は苦笑した。

　そこには大きな看板と横断幕がかかげてあった。『気取ったエルフどもは快適な中央ブロックも人間に明け渡すべきである！』『大和民族の同どう朋ほう諸君、日本人の誇りを取りもどせ！』などと大書されている。

　電気自動車はやがて、橋を通過していった。

　片側二車線。橋の下は空洞になっていて暗い。底が見えなかった。

「外周部から中央ブロックへ渡るための橋です。こんなのがいくつもあって、外と中央をつないでいるんですよ。落ちたら助かりませんので気をつけてくださいね！」

　注意する志波。その後、景色が一変した。

　今までは簡易的な住居や商店、倉庫、小さな工場といった建物が多く、目につく植物と言えば街路樹や公園の木々くらいだった。

　だが、中央ブロックは〝緑〟にあふれている。

「あー……わざわざ森のなかに道を通して、小こ洒落じやれた感じで、いかにもな雰囲気になってきました。ハーフのアリヤが言うのもなんですけど、あの種族の人たちって妙に水辺とか森が好きなんですよねえ」

　ハーフエルフのアリヤがしみじみと言う。

　和わ歌か山やま湾を照らす陽光の下、広葉樹の緑が輝いている。雑木林を突っ切るルートで車道を設けてあるのだ。

　森林エリアを抜けると、一面まったいらな農耕地エリア。

　稲や麦を育てるための田畑が広がっている。今は四月上旬、春先である。これから本格的な耕作がはじまるのだろう。

　太った体型どおりに大食漢の伊い集じゆう院いん、うっとりとつぶやく。

「田んぼがあるのはいいよなあ。秋になれば新米が食える……あれ？　軍の連中がこんなところで何してるんだ？」

　青い迷彩柄の戦闘服に同じ柄のキャップ。

　そろって同じ格好をした人間男性が五人もあぜ道にいた。国防海軍で陸上勤務時に用いられた制服である。

　ひとりが空を指さしている。その先でドローンが飛んでいた。

　十字架形の本体に付属した四つのプロペラで、ゆっくりと農耕地上空を飛行中。決められたルートを巡回しているようだ。

「ユウくんが使ってたお手伝いメカに似てるにぇー。よく見たら、あちこちに似たような機械がいるけど……もしかして警備班？」

　剣術の達人でもあるなつきが指摘した。

　たしかに空を飛ぶドローン、ちょくちょく見かける。

　田んぼのかかしにも似た人形は金属製で、人型ロボットであった。ときどきなめらかな動きで歩き出して、位置を変えている。

　さらには、犬型のロボットがあぜ道を四本足で走っていった。

「はい。中央ブロックを警備するドロイド──次世代型ドローンたちです。警備だけじゃなくて、農作業にも利用されます。おっしゃるとおり、三号フレーム直属のドロイドはこの子たちの発展型なので、似てるというご感想はきわめて当然ですねえ」

　即答した志し波ばへ、アリヤがさらに問う。

「でも、さっきの軍人さんたち……なんだかドロイドの配置や巡回コースをたしかめてるようにも見えましたよ？　どうしてそんなことするんですか？」

「いやいや、それは──あははは」

　ごまかし笑いでやり過ごそうとして、志波はため息をついた。

「ま、その辺の事情もすぐにわかってきますよ。もうすぐセントラルタワーです。まずはナダル理事と面談して、消えたおふたりの件を相談しましょう。……この失敗の責任を取るってことで、ぼくをクビにしてくれないかなあ、あのひと！」

　志波の妙な愚痴をよそに、電気自動車は順調に進んでいった。

　やがて──超高層建築、高さ三〇〇メートルのタワーがいよいよ間近に迫ってきた。アリヤの伯父にして水上租界『那な由ゆ多た』を統治する理事会メンバー、ナダル・ラフタルなる亡命エルフがそこにはいるという……。
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　セントラルタワー内は、ひどくなつかしい雰囲気に満ちていた。

　清潔かつ快適なビルのエントランス。

　そこを行き来する人々。何台ものエレベーターがきちんと稼働して、上下移動している。エアコンの空調も万全。昼でも電灯がともり、陽光のとどかない屋内にも明るさを提供してくれている──。

　今や関東・関西では絶えて久しい、現代社会の姿であった。

　ただし、行き交うひとびとはほとんど亡命エルフ。

　地球人類より耳がだいぶ長く、全員が美貌で、気品に満ちている。老衰死する直前まで若々しいままだという異世界の種族なので、最年長のエルフでも地上人種の『三〇歳前後』にしか見えなかった。

　しかし、服装はさまざまである。

　会社勤め風にスーツを着たエルフもいれば、私服のエルフもいる。ムスリム風にブルカなどのベールで全身を隠した女性エルフも。サリー、アオザイ、さらには古代ローマを思わせるトーガなども目についた。

　なつきが目を輝かせた。

「へええっ！　エルフさんたちがいっぱいだよお！」

「行くところに行けば、結構気軽に会えるんですけどね。ただ、亡命エルフの賢人さんたちが集まる場所には、アリヤはあまり行きたくないです」

　亡命エルフの社会で生まれ育ったハーフエルフの一三歳。

　アリヤは実感たっぷりにつぶやく。

「エルフにも本当はいろんなひとたちがいるんですって。戦士とか農家とか。でも、地球に亡命できたのはほとんどが《賢人》の位を持つ学者か元魔法使いばかりだから──本っ当にあつかいのめんどくさい天才がぞろぞろいて……」

「天才？　たしかにそうだよなあ！」

　伊い集じゆう院いんが無邪気にあいづちを打った。

　後輩とちがい、こちらは横よこ浜はまの裕福な家庭で育ったお坊ちゃんだ。

「エルフの先生たちが来てくれたから、すげえイノベーションが科学のいろんな分野で起きたわけで。そんな天才ばかりがぽこぽこ生まれるんだから、ほんと、生まれつき頭のいい人ばかりなんだろうな！」

「生まれつきもありますけど、修行も大きいそうです」

　アリヤがため息まじりに補足した。

「頭と精神を鍛える秘伝のメソッドがいくつもあって、そういうのをたくさん成し遂げたエルフだけが《賢人》の位を授かるそうです。実はアリヤもちょこっと教わりました。あの種族のなかでは、天才って努力でなれるものらしいですよ」

「そういや、アリヤ後輩は全国模試とかいつも一位だったよな……」

　うなずく伊い集じゆう院いん。志し波ばもうんうんと同意する。

「賢人のみなさんって、当たり前のように映像記憶能力とか持ってる方があちこちにいて、結構びっくりですよねえ。これから会うナダル理事もそうですし。……ま、あのひとの場合はそれ以外のところが強烈すぎて、いろいろ厄介なんですけど──」

　直属の上司への愚痴を、隠そうともしない青年に案内されて。

　アリヤたちはエレベーターに乗りこんだ。




「よく来た、君たち。そして我が妹のひとり娘アリヤよ。長き旅路をまっとうした旅人に、千の幸運あれと祝福したい」

「……それはありがたいお言葉なんスけどぉ」

　亡命エルフの賢人、ナダル・ラフタル・タァシュサハリントン。

　彼にあいさつされるなり、伊集院はツッコんだ。

　……セントラルタワー五七階の理事室である。ナダル理事は金色の頭髪を丸刈りにして、僧侶のようなたたずまい。哲人めいたオーラまでまとい、仏頂面で、いかにも思慮深げな鋭い目つきを姪めいとその連れに向けている。しかし。

「今にもフォースとか使いそうなコスプレして、光る剣のおもちゃ……それも、結構いい値段するやつを振りまわしてる理由、教えて欲しいッス？」

「愚問はやめてくれ、地上人ヒユーマンの少年！」

　ナダル理事は強い口調でぴしゃりと言った。

「ジ○ダイの騎士の衣装は単に私のお気に入り。セーバーもそうだ。そんなことも一目でわからないとは、ずいぶんと察しが悪い！」

「はあ」

「今も銀河帝国の暗あん黒こく卿きようとの決闘をイメージしながら、この水上租界をいかなる未来に導くべきか、構想していた。つまり私にとって、日本円にして二万六千八〇〇円で購入した玩がん具ぐは仕事の道具だとも言える。よろしいかね？」

「……すんません。ただ遊んでいただけかと思っちゃったッス」

「うむ。素直に反省するのはよい心がけだ」

　あやまる伊集院をじろりと見すえるナダル理事。

　多くの地球人類が有名ＳＦ映画の九部作で見たであろう修行着と、フード付きローブを身につけている。みんなで理事室に入ったとき、彼は光って音が出る剣型玩がん具ぐを振りまわしていた。見えない剣士と対決するように、へっぴり腰で。

　一方、伯父の奇行にアリヤはため息をつく。

「おじさん。剣もどきを振りまわすなら、いっそ異世界の剣術とかを華麗に披露して欲しいです。ロード・オブ・ザ・リングみたいに……」

「野蛮なことを言う娘だ。実際に剣を取るなど、知性と学門への冒ぼう涜とくだぞ」

「頭よくて運動もできる人なんていくらでもいます。正直に『運動神経が悪いからスポーツはきらい』って言う方がいさぎよいですよ？」

　嘆かわしげなナダル理事へ、血を分けた姪めいからの助言。

　それを聞きながして、明らかに『奇人』であろう伯父は言う。

「おまえの母であり、我が妹──クロエは残念だった。が、その件はあとまわしだ。新たな三号フレーム着装者と『姫』が行方不明なのだな？」

「は、はい。失敗の責任は全てぼくにあります」

　志し波ばがすかさず申し出た。

「つきましては、責任の取り方を考えたいのですけどお」

「よろしい。では今夜、スタートレックの旧劇場版六部作の上映会につきあい給たまえ。私と共に地球文化をあらためて学ぼうとする志願者がゼロで、興ざめしていたのだ」

「で、できれば市民軍をやめる方向でなんとか！」

　生真面目な顔でおたく発言をする理事へ、志波が食いさがる。

「退職が無理なら、せめて『例の部隊』の隊長だけでも辞任というのは!?」

「圧倒的に人手不足の今、有為の人材をわずか一度のミスで懲戒するような愚行、私がするはずないだろう。君も呑のみこみの悪い男だな」

　あきれた口ぶりでナダルは告げる。

　独特の傲慢さを隠しもしない理事の言動。ひととおり面白がるように眺めていた波は多た野のなつき、にやにやしながらつぶやいた。

「アインさん、このひとをすごい策略家みたいに言ってたよね？　どっちかっていうと、妙に自分勝手な奇人変人さんって感じだにぇー」

「まったくそのとおりですけど、伯父はこれで悪だくみの達人でもあるんです」

「ちがうな。私は統合歴史考察術の権威であるに過ぎない。われらエルフが古くから伝えてきた学門のひとつだ。過去の歴史を学び、各時代の情勢を形作ってきた社会構造、個人と群衆の心理、偶発的要因、自然現象などを読み解き、さらにその傾向分析を現在の問題解決にも役立てるという、な」

　サムライ女子と姪のやりとりに、ナダル理事が割り込み、自分語りをした。

「三号フレームと《風の姫君》を失えば、地球文明が一千年以上も後退する可能性、八七％となる。捜索と救助、何としてでも成功させねばなるまい」




　ナダル理事に連れられて、《着装者三号》の仲間たちは別室に移動した。

　水上租界『那な由ゆ多た』の内部と〝外の世界〟から、さまざまな情報が集まるという──最上階の展望サロン。

　高さ三〇〇メートルを超すタワーの六〇階である。

　広いフロア内に仕切りはなく、三六〇度ガラス張りで、とにかく見晴らしがよい。

　海上に浮かぶ円形の人工都市を一望できる。中央ブロックは緑の林と耕作地、あちこちに貯水池が設けられ、自然の緑と水の青さが目にまぶしい。

　それをとりかこむ外周ブロックは基本、空き地が多かった。

　しかし、あちこちに簡易住居がたくさん建てられて、住宅街が形成されつつある。

　その外に広がるのは和わ歌か山やま湾の海。そして展望フロアの『西』には、二〇キロほど先に位置する四し国こくの陸地が見てとれた──。

「あの街は徳とく島しま市、だねえ」

　目を凝らしていたなつきが言う。

　ナノマシン移植によって、超人的な身体能力を得た彼女。その効用は視力にも影響をあたえ、昼でも空にまたたく星の輝きを視認できるほどだ。

　断言を聞いて、アリヤがうなずいた。

「北側には淡あわ路じ島しま、東には紀き伊い半島の陸地が見えるんでしょうね」

「見にいってみたいけど……なんか移動しづらいよな」

　いつも声の大きな伊い集じゆう院いんがひそひそとささやく。

「ここ、ほんときれいで、静かで、オレら場ちがいな感じがして……」

　緑の観葉植物があちこちに置かれ、『空中庭園』の通称もあるというセントラルタワーの展望フロアには、どこか高貴な静寂が満ちていた。

　ひとは多い。そのほとんどが亡命エルフの賢人たちである。

　彼らもおしゃべりをする。だが基本ゆったりした口ぶりで、声を張りあげることもなく、騒がず、独特の言い回しで言葉をやりとりする。

「さて。衛星アヴァローから召集信号を送って三〇分。結果はどうかね？」

「いまだ反応なし。せっかく覚醒を遂げたらしいのに、われらの放ほう蕩とう息子はずいぶんと無口ですね。非着装状態の彼へ呼びかける捜索信号にも一切応えません」

「まず疑うべきは、彼が大破した可能性」

「彼が信号のとどかないエリアにいる状況もありえます。その場合、通信不可能な《ポータル》近辺にとどまりつづけている線も考慮すべきでしょうね」

「もしくは、魔術による通信遮断」

　海外セレブがサロンに集い、洒落しやれた会話を楽しんでいる──

　絵面だけ見れば、そう勘ちがいしてもおかしくない光景。エルフの賢人たちはみんな若々しく、美貌で、言葉と立ち居振る舞いに品位がある。

　しかし、彼らはアスラフレームの開発に深く関わった研究者なのだという。

　三号フレーム《ＲＵＤＲＡルドラ》を彼と呼んで、実在する人間であるかのように語り、さまざまに対策を検討している。

　賢人たちは会話しながら、しきりに虚空へ手をのばす。

　２Ｄの画像・３Ｄのホログラムが空間投影されて、インターフェイスとなっている。それらを操作中なのだ。

　モーション操作対応のコンピューター。

　亡命エルフのもたらしたイノベーションで実現化した次世代ガジェットだ。

「……考えてみりゃ、この水上租界がああいう技術の本場だもんなっ。そりゃ当たり前のように使ってるはずだよ。しかも舞まい鶴づるの研究所にあった据え付け型より進歩して、持ち運べるんだなあ」

　デジモノ好きでもある伊い集じゆう院いんが小声で感じ入る。

　賢人たちが手首に巻いた腕時計。細くてスタイリッシュな見た目のそれは、ウエアラブル型のモーション操作ＰＣなのだ。

　新世代の空中インターフェイス、半分以上の賢人たちが展開している。

　その光景を、アリヤは皮肉っぽく見わたした。

「おかげで、せっかく見晴らしのいい展望室なのに、仕事持ち込み放題ですけどね。こっちも妙に気を遣っちゃいます」

「おなかすいたけど、おやつも食べにくいしねー」

　なつきがつぶやく。ぼそっと、しかし心から残念そうに。

　すると伊集院が食い気味にうなずいた。

「なつき先輩、奇遇ッスね。実はオレも腹ぺこですっ」

「いいね、お仲間発見～。そういうわけだから志し波ばちゃん、食堂とかに案内してよ」

「それはかまいませんけど、最初に断っておきます。……肉、一切ないですよ？」

　唐突に志波青年から宣告されて。

　なつきと伊集院は「「はっ？」」とあんぐり口を開けてしまった。




「亡命エルフの賢人には戒律があるんです」

　焼き魚の串を片手に、ハーフエルフのアリヤが解説していた。

　釣り人にはおなじみの白身魚、イサキの塩焼き。

　細かく切った身肉を焼き鳥よろしく串に刺し、塩を振って炭火であぶり焼きにした。おかげで食べやすく、骨を気にする必要もない。

　夏が旬だというが、春でも十分に脂が乗って、美味だった。

「お酒ダメ、肉食べるのダメ、大声で騒ぐのもダメ。あのタワーの敷地内では、はたらく人や訪問客も同じ戒律を守らないといけないみたいですね」

　外周ブロックの港近く──〝市街地〟にもどっていた。

　エルフならざる人間族のおじさんが営む屋台で焼いたイサキの串を買いこみ、和わ歌か山やま湾の海を眺めながら栄養補給中なのである。

　尚なお、代金は全て志し波ば持ち。歳とし上うえの甲か斐い性しようを見せてくれた。

　早くも五本たいらげた伊い集じゆう院いん、愕がく然ぜんとして言う。

「そ、それ、すげえ厳しくないか!?　からあげ弁当やハムとか入れたサンドイッチも持ちこめないって意味だろ!?」

　ついに大声を出しながら、伊集院は魚をばくばくとかじっていく。

　一方、ちびちび酒の肴さかなでもつまむように食べていた志波青年。苦笑いして、

「ちなみに魚もダメです。ぼくも肉食系ってほどモリモリ食べる方じゃありませんが、さすがに湯豆腐定食とかベジタリアン向け野菜プレートみたいなのがつづくとゲンナリします。だから、こうして外に出るわけです」

「そっか。海に浮かぶ街だから、魚には困らないんだにぇー」

　感心した面持ちでなつきがつぶやいた。

「うちらも海辺にいたけど、船を動かすガソリンに限りがあるから、漁にも気軽に出られなくてねー。定置網とかでがんばるしかなかったんよ。──そうそう、つかまえたネズミやカエルの肉を『鶏とり』とか言いはって売りつけるおっちゃんも多かった。……ま、カエルは美お味いしかったけどさ！」

「水上租界にはたしか魚の養殖場もあるんですよね、志波さん？」

　アリヤに確認されて、メガネの青年はうなずく。

「はい。電動船舶も多いですし、海の幸を得るのに苦労はしません。問題は『肉』の方でして。セントラルタワーには野菜の生産工場のほかに、合成肉の培養プラントもあるんですけど──ぶっちゃけ、美味しくはないです」

「じゃ、肉を確保できる当てなしッスか!?」

「いえいえ。租界の外周ブロックにブロイラーの飼育場があります。ただ、肉関係は人気の品薄商品なので、常に手に入るとは限りませんねえ」

「とほほ……。そういえばアインさまが獲とってくれたキジ、美う味まかったなあ！」

　租界の食事情を知って、伊集院がうなだれる。

　クローンエルフの少女は射撃の名手。大おお阪さかをめざす旅の途中でキジを撃ち、さばいて、食卓に提供してくれた。

　ジビエ特有の癖もなく、キジ肉はたいへん美味しくいただくことができたのだ。

「一いち之の瀬せもアインさまも早くこっちに来ればいいのに……」

「はい。せっかくここまでたどり着けたのに、あのふたりが最後の最後でいなくなるんじゃ台無しです……」

　異世界勢力の襲撃と日本崩壊のつらい日々。

　共に生き抜いてきた同志の不在を実感して、伊い集じゆう院いんとアリヤの中学生組が落ちこんでいたら──なつきが〝あるもの〟を指さした。

「外よりはずいぶんマシだけど、この街にも厄介事は多いみたいだねえ」

　海辺に倉庫がならぶ、港の近くではおなじみの風景。

　しかし、それらの壁に木の看板がいくつもかかげられている。インクで記した手書きの文字は下手くそながら、筆跡に勢いがあった。

　内容はさまざまで、たとえば、

『エルフどもは外周ブロックの電気供給制限を解除すべきである！』

『これ以上の難民受け入れは不要。租界政府は鎖国を選択せよ』

　など。一読して、アリヤが首をかしげた。

「そういえば──おじさん、今夜何かの上映会を開くとか言ってましたね。たぶん徹夜で昔のおたく映画を見まくる感じのやつ」

「……実はそういうの、セントラルタワー住民、つまりエルフだけの特権なんです」

　志し波ばが気まずそうに申告した。

「水上租界といえども無限のエネルギーがあるわけではありません。外周ブロックは節電のため、夜二一時以降は電気供給をストップされます。でも、重要施設ばかりのセントラルタワーではそれを行えないので……。このこと、最初は問題になっていなかったんですけど、騒ぎ出す人たちがだんだん増えて、揉める原因のひとつになっちゃいました」

「揉もめる──つまり、こういうことかにゃ？」

　不敵なサムライ女子がにやりと笑い、ずばりと言った。

「ここに避難してきた人たち、エルフの先生たちの方が優雅な暮らしをしてると思って、文句を言いまくってるんだ？」

「い、一部にそういう人もいるってだけですよ！」

　あわてて志波が答える。しかし、それは否定ではなかった。





　　　　　　　　　４






　ひとつ目の眼球を、ボール状の肉体がつつみこんでいる。

　巨大な球体型クリーチャー──直径およそ一〇メートルほど。体の方は緑色の鱗うろこにおおわれ、空中に浮き、なんとも禍まが々まがしいヴィジュアルであった。

　独房代わりの部屋、そのバルコニーからユウは唖あ然ぜんとして見あげていた。

　いっしょにいたアインがいまいましげに叫ぶ。

「魔眼のラークシャサ……厄介なやつを喚よんでくれたな！」

「そ、それ、どういうクリーチャーなの!?」

「地上の言葉で言えばデーモン、悪魔だな。人に似た姿の輩やからもいれば、あのような異形で現れるときもある。どちらにしても強い魔術と妖力を身につけた──選ばれしダルヴァの種族に次ぐ猛者どもだ！」

　ふたりのやりとりをよそに、空中の大魔術師は高らかに言いはなつ。

「さあ戦士どの！　あの甲かつ冑ちゆうを早くまとうことだ。君と姫君が無惨に死するところなど、クアルダルドは見たくないのだよ！」

「だったら、そんな怪物けしかけないでよ！」

　ツッコむユウを、目玉のデーモンはぎょろりと見おろしてきた。

　同時に巨大な眼球から、紫色の光が波動となって放たれる。その不気味に輝く波は十数メートル下方のユウとアインに向かっていて──

「三号、聖骸布！　僕たちを守って！」

　とっさにユウは叫んだ。

　可変ナノ粒子が細身の体を取りまいて、マットブラックのナノ装甲に変化する。

　ただし両腕部分だけは装甲がない。先の戦闘で失ったからだ。代わりに、いつもは首に巻かれる聖骸布が両腕にぐるぐる巻きついて、代用品となってくれていた。

　アスラフレーム三号機ルドラ、着装完了。

　直後に、紫色の波動が降ってきた。

　着装者である自分には、ナノ装甲の対魔術外殻アンチマジツクシエルがある。しかしアインの方は──ユウの想おもいに応えて、両腕の聖骸布が光り輝く。

　黄色い輝きが大きくふくれあがった。

　それは着装者三号とクローンエルフを取りまく光のバリアとなる！

「対魔術外殻アンチマジツクシエルの霊威を広げて、守護結界としたか！　またひとつ聖骸布の力を引き出したな、ユウ！」

「助かったよ、君たち！」

　背後にかばったアインの賞賛を受けながら、ユウも礼を言った。

　三号フレームと聖骸布へ。不思議なことに、どちらもただの道具とは思えない。人格とはいかないまでも、意思らしきものを宿しているように感じる。

　一方、クアルダルドはうれしそうに、

「待ちかねていたぞ、その雄姿を！　かなうことなら君の甲冑をはぎとって、我が魔城の宝物庫に飾りたいものだな。若き戦士どの──君の方も是非、戦利品に加えたい！　私に仕える従者となるがいい！」
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　言うなり魔導の杖つえを振り、配下に合図した。

　魔眼のデーモンは急降下して、ユウたちのバルコニーに肉薄する。三号フレーム同様、重力を操れるようだ。

　そして、眼球からは『キーン！』という怪音波が放たれる。

「うわ、耳鳴りがすごい！　アインは大丈夫!?」

「どうにかな！　あなたに守護されているおかげだ！」

　怪音波は本当なら、ユウとアインを瞬殺するに足る威力なのだろう。

　しかし、耳鳴りと気持ち悪さ程度で済んでいる。ふたりを守る光のバリア──対魔術結界アンチマジツクシエルのおかげだった。

　その防壁を眺めて、クアルダルドはにこにこと笑う。

「よし、よし。なかなか闘技場らしくなってきた。実は──奴隷の剣闘士を戦わせる遊びに目がなくてね！　すぐれた戦士を見かけると、つい囲いこみたくなってしまう。君に出会えたことは、まさしく望外のよろこびなのだよ！」

　と言うやいなや、びゅうっと強風が吹いた。

　するとクアルダルドの姿は消きえ失うせて、ユウたちだけが戦場に残された。あとは高みの見物ということなのか──。

「あの魔法使い、つまり、僕を奴隷にしたいと言ってたの？」

　自分勝手な言い草に、ユウはとまどった。

「いい人そうな印象だったのに、訳わからないよ！」

「ユウ。結局、あやつとあなたは異なる世界の住人なのだ。大魔術師クアルダルドは、たしかに『よき友』になれる男だろう。しかし同時に、あやつは眉ひとつ動かさずに人を大勢殺あやめ、奴隷同士に命がけの戦いを強要して慰みものにする──。あの手の男、われらの故郷であるパーラムでは珍しくもないぞ。特に英雄豪傑と呼ばれるような者なら」

「世界がちがう……そういうことか」

　アインにさとされて、ユウはため息をこぼした。

　しかし、ようやく理解できた。

　剣と魔法の世界で大魔法使いになり、無数の命を屠ほふり、侵略と勝利を繰りかえしてきた大英雄──。おそらく、その気性はユウなどの想像を凌りよう駕がするほど苛烈で、そして、いい意味でも悪い意味でも器が大きいのだ。

　彼と比べれば、『異世界から亡命してきた天才科学者』や『エルフの女王のクローン体』の方がまだ日本人中学生と通じ合えるのかもしれない。

　あまりに異質すぎる存在。実力だけでなく人格まで突出した豪傑たち。

「ああいう人たちが、敵にはたくさんいるんだろうな……」

　ユウはつぶやいた。

　その間も魔眼のデーモンは〝魔法の視線〟を繰り出していた。見つめるだけで対象に魔術をかける能力の主なのだ。

　三号フレームのセンサーがいくつも魔術を検知し、報告していた。

《死の邪視イーブルアイ・オブ・デス》、《石化の邪視イーブルアイ・オブ・メドウサ》、《爆裂の邪視イーブルアイ・オブ・バースト》。

　全て対魔術結界アンチマジツクシエルが無効化してくれている。が、心臓に悪いのはたしかで──

「こやつに魔力以外の取り柄があるか試すといい。ユウ、近接兵装だ！」

「了解──行こう、三号！　……って、あれ!?」

　アインに即答して、飛び出そうとしたユウ。しかし愕がく然ぜんとした。

「か、体がめちゃくちゃ重い!?　いつもと全然ちがう！」

　手足に重り付きの枷かせでもはめられたかのように、動きがぎこちない。

　それでも力を振りしぼり、一歩、二歩と前進する。そのたびに『ぎしっ、ぎしっ』と関節が軋きしみを上げる。

　魔眼のデーモンはいまや数メートル先の空中に浮いている。

　本当ならコンマ一秒で距離を詰め、拳なり蹴りを打ち込めるところ。しかし今、三号フレームは明らかな動作不良を起こしていた。

「やっぱり、昼間と同じ症状だ！」

「気をつけろ！　向こうも殴り合いに持ちこむつもりだぞ！」

　アインが警告してくれた。

　見れば、魔眼のデーモンは新たな魔力を使っていた。球状の肉体、その右側と左側にいきなり『腕』が生えたのである。

　異様に逞たくましい、筋肉が隆々とした人間の腕──。

　それは直径およそ一〇メートルの巨大眼球に釣り合うほど長大な腕で、まず右腕を『ぶんっ！』と振りまわしてきた。

　強烈な右フックが三号フレームとユウを襲う。

「うわあ──っ!?」

　黒と黄金のナノ装甲がふっとび、バルコニーから空中へ投げ出される。

　今の打撃、センサーはしっかり感知し、ユウも回避しようと反応していた。なのに三号フレームは動作できず、直撃を浴びた……。

　塔の六階から落ちた機体は、自由落下をはじめている。

　せめて反重力リフターだけでも使えないか──ユウがあせったとき。

「……とどけ、癒やしの祈りよ。慈悲深き覚かく者しやの庇ひ護ごは等しく命を育み、愛いとおしむ！　一千の手を差しのべて、我が朋ほう友ゆうを救い給たまえ！」

　詩を謡うように、アインが言葉を口ずさんだ。

　アスラフレームの魔導関連機能を覚醒させる福音ゴスペルコード、あの不思議な詩文に似ている。そう感じたユウの身に──奇跡が起きた。

「え……っ!?」

「空アーカーシヤの領域で魔力を取りもどすのは、ダルヴァの郎党だけではない。我が種族の賢人たちほどではないが……わたしにも魔道の心得はあるんだ、ユウ！」

　為なす術すべなく落下していた三号フレーム。

　その全身がぴたりと空中で静止し、急上昇をはじめる。反重力リフターによる飛行能力がいきなり復活した──いや。

　甦よみがえったのは、飛行の機能だけではなかった。

　両腕にぐるぐる巻かれていた聖骸布がほどけ、定位置の首にもどる。二枚の細い羽を広げたかのような、独特の雄姿を三号フレームは取りもどした。

　そして、肩の付け根から肘、拳という左右の腕部装甲が構築される──！

「三号を魔法で回復させてくれたんだね!?」

「察しがいいな！　アスラは人造の機械であると同時に生ある魔神でもある。だから治癒の法をかければ、ある程度は修復できるんだ……！」

　ＲＰＧでおなじみの治癒魔法に、まさか世話になるときが来るとは。

　驚嘆しながら三号フレームをまとうユウは上昇して、魔眼のデーモンと同じ高度にもどってきた。ただし、まともに戦うつもりはもうない。

「これでどうだ！」

　首に巻いたマフラー状の聖骸布は、うねうねと触手のように動く。

　その先端が──剣の切っ先に形状を変えた。霊剣状態モード・エクスカリバーの簡易版。そのまま鞭むちのように聖骸布はしなって、空中に浮遊するデーモンを打ち据える！

　剣の切っ先となった先端が眼球を切り裂いた。

　一刀両断。球体のクリーチャーはみごと縦にまっぷたつとなった。




　──キュアアアアアアアアアッ!?




　眼球のみで、口を持たないというのに、デーモンの絶叫がほとばしる。

　ある意味、超自然の悪魔らしい不条理を最後に示して、両断された球体はむなしく地上へ落下していった。

「ユウ！　アスラの力が保もつうちに、地上へ帰ろう！」

　アインの助言に呼応して、ユウの視界にウインドウが現れる。

　ヘルメットのバイザー上にデータ表示するヘッドマウントディスプレイHead Mounted Displayが帰還ルートを示してくれたのだ。

　城の画像と矢印で、進むべき方向を指定している。

「上に飛ぶのか。わかった！」

　旋風の魔城、四隅にそれぞれ塔がある。

　そのひとつの六階バルコニーにもどり、ユウはパートナーを抱きかかえた。クローンエルフの少女は凜り々りしくうなずき、躊ちゆう躇ちよせず体重をあずけてくれる。

　彼女を『お姫さま抱っこ』して、ふたたび飛ひ翔しよう。

　奇怪な灰色の空。渦巻き模様が雲のごとくあちこちに浮いている。地球の空ではなく《空くうの領域》なのだ。

　ひたすら高度を上げて、あやしい空の果てをめざす。

　こうまで不気味かつ危険なフライトを生身で経験しているというのに、アインはいかにも豪傑らしく笑っていた。

「ふふふふ。いつか花嫁となったとき、同じことをされてみたいものだな！」

「危ないから一度きりでいいよ、こんなのは！」

「何を言う。天空の結婚式というのも、わたしたちらしいだろう？」

「ええと、僕たちそもそも、おつきあいもはじめてないわけで──」

　じゃれるように空中で言い合いしていたとき。

　神のお告げのごとき大音声がやにわに響きわたった。

『我が城を去るつもりなのかな？　まだおもてなしの途中だぞ、戦士どの！』

　空の隅々、地の果てにまでとどきそうな声。

　エコーも利いて、荘厳なほどにいんいんと響く呼びかけは、もちろん大魔術師クアルダルドのものであった。

『もっと私につきあってくれ。このとおりだ！』

「む──今度は数で押しつぶすつもりか！」

　直上方向にいつのまにか、おびただしい量の眼球が浮いていた。

　さっき倒したデーモンの同族なのだろう。ただし、サイズは直径二メートル程度とだいぶ小柄である。その分、数は比較にならないほど多い。三号フレームのセンサーが計測した敵の総数『３７２体』を表示している。

　登録名も出た。ビホルディング・デーモン。見つめる悪魔の意味だ。

　ユウに抱かれたまま、アインが眉をひそめていた。

「あの数は厄介だぞ。《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》を使いたいところだが、あれの使用に耐えられるほどアスラが回復しているかは──すこしあやしい」

「必殺技みたいなあれ、使えないのか……」

「厳しい戦いになるだろう。いざというときはわたしを振り落としてでも──」

「いいや。大丈夫、アインはもう十分にやってくれたよ。あとは僕の番だ」

「なに？」

　怪け訝げんな顔をした相方のおかげで回復したパラメーター。

　視界の端に浮かんだウインドウ内に表示された数値、『5,000,000,000』であった。つまり五〇億個だ。

　昼間、獅し子し座ざのスカールシャンスとの戦闘時は一二億を切っていた。

「必滅なんとかがダメでも、アインの魔法で三号のナノマシンもすこし回復してるみたいなんだ。こいつでどうにかしてみよう！」

「ドロイドの錬成だな！　よし、まかせろ！」




　──汝なんじ、自じ心しんの月がち輪りんに於おいて、金剛の形を思し惟ゆいせよ

　──覚かく者しやは言う。我、月輪の中に金剛を見ると……




　ユウに抱かれながら、アインが呪文を唱える。

　すこし前、アスラフレームを支援する軍事用人工衛星アヴァローからダウンロードしたという福音ゴスペルコードであった。

　三号フレームに内蔵される《賢者の石アルスマグナユニット》を起動するコマンドワード。

　ユウのまとう装甲スーツから、可変ナノ粒子が大量に放出される。

　きらきらした輝きは、すぐに数種類の拡張ドロイドへ変化した。

　まずは『長い爪付きのロボットアーム』。人型ロボットの肘から先だけが空を飛びまわり、手作業と攻撃をしてくれる。指先の爪が異様に長く、鋭い。《ＭＵＶクロウガントレット》であった。

　剣けん呑のんな爪付きの籠手ガントレツトはふたつあり、三号フレームの両腕に装着される。

　次いで形成されたのは『縦長の金属ケース』が二体。

　これは三号の両足と連結する。機銃やロケットランチャーを内蔵する《ＭＵＶランチャーブーツ》。

　さらに、飛行機の翼を『∧』の形に組み合わせたドロイド×二。

　三号フレームの胴体正面と背面に結合し、追加の飛ひ翔しよう翼にして装甲板となる。《ＭＵＶウイングドクローク》だ。

　全身に拡張ドロイドを装着し、ふたまわりは大きくなった着装者三号──。

　しばしば伊い集じゆう院いんが『フルアーマー』と呼び、フィギュアまで購入していた三号フレームの強化バージョンであった。

　最後──背中に《ＭＵＶエアモービル》が加わった。

　言ってしまえば、流線形の水上バイクである。ただし前面にロボットアームが二本あり、手を使うような作業も行える。

　このアームが三号フレームの両肩をつかみ、連結完了──。

　水上バイクのシートに、アインは颯さつ爽そうとまたがった状態だ。ハンドルバーにもつかまって、お姫さま抱っこの不安定さはもうない。

　大魔術師クアルダルドによる『天の声』がふたたび響きわたる。

『おお！　そのような衣装まで隠していたとは、なんと小憎らしい！』

「ファッションショーじゃないんだから、着替えたくらいで騒がないでよ！」

　異世界の英雄にユウは怒鳴りかえした。

　そのままビホルディング・デーモン三七二体の待つ空域へ突入する。大きすぎる眼球を持つ球体の魔物は、邪視の魔法をあらゆる方向から放ってくる。

　三七二対一。すさまじい数的不利。

「しかし──裏を返せば、手当たり次第に攻撃するだけでいいとも言える。ユウ、狙いをつける必要などないぞ！」

「たしかにそうだ。頼むよ、三号！」

　アインの助言どおりに攻撃の意志を発したユウ。

　拡張した両足はいそがしく機銃を撃ちまくり、ランチャーの砲弾を吐き出す。

　それでも弾幕をかいくぐり、接近してきたデーモンは両腕に装着したガントレットで容赦なく迎え撃つ。その長い爪で敵クリーチャーのデリケートそうな目玉を切り裂き、抉えぐって、さらに眼球の内部へ超振動音撃や高圧電流などを追い打ちで流しこむ！

　もちろん、敵も反撃してきた。

　四方八方から繰り出される邪視の数々。

　怪光線、超音波、熱線、呪じゆ詛そなど、さまざまな効果を対魔術結界アンチマジツクシエルの輝きで防ぎながら、三号フレームは目玉デーモンの集う空域を力強く、一直線に突っ切っていった。

　やがて、空の灰色がどんどん濃くなり、漆黒へと変化していく。

「そろそろ地上に近づいてきたぞ、ユウ！」

「星空が見える──やった！」

　いつしか、三号フレームは星々のまたたく空を飛んでいた。

　眼下に広がるのは、夜の海。海岸線から日本海側、舞まい鶴づる市とわかる。ユウたちはスタート地点近くの《ポータル》に移送されていたのだろう。

　だが、おかげで南西へ飛べばいいのだと判断できた。

　アインを乗せたフルアーマー状態で急ぐ。急ぐ。みんなが待っているはずの水上租界『那な由ゆ多た』へ。

　大おお阪さか湾を越えた先、和わ歌か山やま湾の海へ！

　先を急ぐユウの背中に、男らしい美声がどこからか飛んできた。

『今こ宵よいはここまでにしておこう、黒と黄金の戦士どの。いつか戦場で君との再会がかなう日を……心待ちにしているぞ！』

　旋風の大魔法使いからの、熱いメッセージであった。
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　陸路であれだけ苦労して越えた京きよう都と・大おお阪さか間の山林地帯。

　しかし今夜はちがう。ユウとアインは三号フレームの飛行能力にまかせて、わずか三〇分で縦断してみせた。

　アスラフレームも今のところ動作不良は起きていない。

　さっきの治癒魔法が効いているのだ。おかげで順調すぎる夜間飛行。残る懸念は三号フレームの背面に生身でまたがったアインくらいで──

　ユウは訊たずねた。

「寒かったり、風がきつかったりしない!?　大丈夫、アイン!?」

「問題ない。あなたのアスラに秘蔵された飛ひ翔しよう石……反重力リフターには、重力場で持ち主を守護する機能もある。風を切る痛みからも、寒さからも、わたしは十分守られている。もっと速度を上げてもいいくらいだ！」

「わかった！」

　ついに三号フレームは、海に沈んだ旧大阪圏の上空へ到達した。

　そのまま海上へ出る。大阪湾あらため、主立った関西の都市圏を呑のみこんだ『新関西湾』をななめに突っ切って──

「何かメッセージが出た。……水上租界からだ！」

「どれ？　『放ほう蕩とう息子の帰還を歓迎する』、か。向こうの賢人がわたしたちの位置情報をとらえて、安心したようだな」

　視界内に現れたメッセージのウインドウ。

　驚いたユウとの情報連結コムリンクで、アインもそれを読み取っていた。

　三号フレームはいよいよ和わ歌か山やま湾上空へと進入。現在位置を表示された地図上の光点として認識しながらの飛行は快調そのもの。

　一秒ごとに水上租界『那な由ゆ多た』へ接近しつつある。

　もうすぐ仲間たちと再会できる！　ユウの心がはずんだとき。

「……あれ？　銃声を感知したよ？」

　だだだだだだだ！

　三号フレームのセンサーが拾った外部の音。

　軽機関銃の連射か。映像ウインドウが出てきた。海上で停止した船が表示される。護衛艦ほどではないが、そこそこ大きな国防海軍の艦艇だった。

　たしか、哨しよう戒かい任務に用いられる全長五〇メートル程度の船である。

　木造の帆船に接舷され、襲撃されていた。

　船同士の間に長い板をかけ、古めかしい木の甲板から次々と哨戒艦へ人型クリーチャーが乗りこんでいく。

　粗末な服を着て、短めの剣や手て斧おのを持つ戦士たち──

「……人間!?」

　不意にユウはハッとし、動転した。

　いきなり思い出したのだ。この半日で立てつづけに遭遇した敵たち。人間そっくりだった大魔術師ふたりの顔を。今回もまさか。

　だが敵兵の姿と、それを送り出す母船を見直して、ユウは安あん堵どした。

「死者の船だ、ユウ！」

　アインもすかさず言った。

「あの海賊どもは全て動く亡者アンデツド。生半可な武器で倒しきることはむずかしいはずだぞ！」

　ボロボロの帆船から湧き出てくる戦士は全てゾンビ。

　肉がところどころ腐れ落ち、骨がむき出しの者もすくなくない。死んでいるからか、それほどすばやくはない。もっさりした動きで近代技術の結晶である哨戒艦へ乗りこみ、国防海軍の隊員に剣を振りおろしている。

　地球では数世紀も前に絶えた海賊戦法。

　迎え撃つのは、艦艇勤務用の青い制服を着た国防官たち。

　拳銃、サブマシンガン、自動小銃を必死に撃ってはゾンビどもの腐肉を吹き飛ばし、蜂の巣にしつづけて、応戦中である。

　だが、頭部や心臓に痛打を喰くらわないかぎり、死せる海賊は止まらない。

　接近される前に倒せればいい。しかし、できなかった場合──

　動きは緩慢でも異様に力の強いゾンビにつかみかかられ、強引に噛かみつかれて、むさぼり食われてしまう。

　そのうえ、敵は異様に多かった。

　木造の帆船からは、無限かと思えるほどにゾンビがわらわら湧き出てくる！

「あれ？　海賊船の方もクリーチャー認識されてる？」

「そのとおりだ。あの船自体が亡者の群れを生み出す怪物なんだ。根っこを断たないかぎり、終わりはないぞ！」

　気づいたユウに、背中からアインが教えてくれた。

　登録名『ゴーストシップ』。脅威度ＢＢＢ。ユウの視界──ヘルメットのヘッドマウントディスプレイに詳細情報のウインドウが出る。

「救助しなくちゃ。……でも、敵と味方がすごくゴチャゴチャしてる」

　戦う二隻の上空で、速やかに静止したユウ。

　高度五〇メートルの空中から戦況を俯ふ瞰かんし、つぶやいた。

　センサーが感知した哨しよう戒かい艦甲板上の敵ゾンビは一八体。同じく甲板に出て応戦している国防官は二二名──今、ひとり噛かみ殺ころされて二一名。

　加勢するなら、一秒でも早い方がいい。

　しかし敵味方いりみだれる混戦状態なので、多数の弾丸やドロイドをばらまくタイプの攻撃では人間まで巻きこんでしまう。かといってゾンビを一体ずつ接近戦で倒すというのは時間がかかりすぎる……。

「ドロイドを展開するか、ユウ!?」

「……いいや。それじゃ遅いよ。僕に考えがある」

　即答して、ユウは背面の拡張ドロイドを分離させた。

　アインの乗る水上バイク型《ＭＵＶエアモービル》。そもそも随伴の歩兵や特殊部隊を運搬するときに使うドロイドらしい。

　本体から離れても、動力供給があるかぎり飛行能力を失わない──。

「落ちちゃうかもってすこし心配だけど、待っててくれる!?」

「安心しろ。飛ひ翔しよう石はそもそも、われらの王国では空中都市を浮かべるために使われていた秘宝。ドロイド一体程度、一〇〇年だって浮かべていられる！」

　空中で静止し、待機状態のドロイドから、アインが言ってくれる。

　ユウはフルアーマーの三号フレームを急降下させた。

　片膝を突く姿勢で甲板に降り立つ。いかにも『ずんっ！』と着地音がひびきそうな勢いなのに、ほぼ無音。反重力リフターなればこその離れ業だ。

　だから、ゾンビと国防官の誰も《着装者三号》に気づかなかった。

　同時にユウは、ボイスコマンドで兵装を指定。

「三号。非……ちし性、まひ音波だっけ？　あれを使って」

　うろおぼえの装備名をたどたどしく口にした瞬間、『きぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃんっ！』と異音がほとばしる。

　ナノ装甲の胸部から、非致死性麻ま痺ひ音波がほとばしったのだ。

　生物の神経系にショックをあたえ、しばらく行動不能に追いやる暴徒鎮圧用の装備。ガラス板を金属でかきむしるような音が甲板上に炸さく裂れつし──

　約二〇名いる国防官はひとり残らず、へなへなと崩れ落ちていった。

　足腰が萎え、手足や唇、こめかみも痙けい攣れんしている。

　そして、彼らの表情は凍りついていた。今の異音で《着装者三号》に気づき、誰より頼もしい英雄から攻撃を受けた事実に驚き、愕がく然ぜんとしたのである。

　狙いどおり。すぐにユウは立ちあがった。

　拡張ドロイドを装着したフルアーマー状態の両腕を突き出し、ふだんの三倍以上も長くなった両手の指をのばす。

　鋭い爪付きのロボットアーム《ＭＵＶクロウガントレット》。

　一〇本ある指の先端から、弾丸が立てつづけに吐き出された。

　遠隔兵装のひとつ、圧縮空気機銃。超硬質カルシウム弾を連射する。フルアーマー時だけでなく、通常時の指先からも射出できる武器だった。

　──ががががががががががが！

　まき散らされた弾丸はゾンビどもの胸から上──頭部と心臓を次々と穴だらけにして、哨しよう戒かい艦に侵入した敵兵をほんの数十秒で全滅させた。

　麻ま痺ひ音波はあくまで〝生物〟の神経系に影響をおよぼすもの。

　生命なきアンデッドの肉体に効果はない。そこをユウは逆手に取った。

「三号はこれを狙って……」

「お、おれたちを巻きこまないために……」

　倒れた国防官たちはユウの意図を悟り、感動の面持ちになっていた。

　目に涙を浮かべる者までいる。しかし、彼らをかまっている余裕はない。ユウはふたたび飛んだ。

　亡者を生み出す幽霊船、ゴーストシップのすぐ真上に。

　船室のドアが開き、新たなゾンビの群れがわらわらと木造の甲板へ湧き出てくる。のっそりした歩みで国防海軍の哨戒艇をめざしていて──

「聖骸布、おねがい！」

　首に巻いた聖骸布が二枚の羽のように広がった。

　その黄色い生地から、同じ色に輝く粉末が『ぶわっ』と散布された。それは粉っぽい黄色の煙となって、ゴーストシップを呑のみこむ。

　粉末の一粒一粒が──実は聖骸布のかけら。

　聖なる霊力を数多く秘めた謎のアイテムは、アンデッド系クリーチャーにもきわめて有効な武器となる。

　海賊ゾンビだけでなく、大きな幽霊船まであっさり消滅していった。

　粉末化した聖骸布を浴びて、浄化されたのである。

「おおおおおおおおおおっ！」

「三号！　三号！　生きていたんですね!?」

「おい俺だ、佐さ久く間まだ！　水みず城き、おまえ──今までどこに……」

　麻痺がうすれてきたのか、命拾いした国防官たちがどよめきはじめた。

　よろよろ立ちあがり、空中の三号フレームを指さす者までいる。なかには《着装者三号》を個人的に知っていそうな青年士官までいて──

　ユウはどきりとした。死んだ〝先代〟の名前、たしか水みず城き真しん一いち。

　話せることなど何もない。すぐさま高度を上げ、上空に待たせていたアインが乗る拡張ドロイドと連結。加速開始。

　ふたたび水上租界『那な由ゆ多た』へと飛ひ翔しようをはじめた。

「待て。おい待てよ！　俺の話を聞いてくれ、水城！」

　青年の声がうしろから追いかけてきた。

　異世界の大魔術師につづいて、見も知らぬ日本の国防官からの呼びかけ。ユウは振り切るようにして飛び去った。




　そして二〇分後。

　フルアーマー化した三号フレームは夜の海に浮かぶ水上都市へ到着し、中心にそびえ立つセントラルタワーの屋上へ降り立った。

　アインを降ろすなり、ユウはすぐに着装を解いて──

「こんな時間まで待っててくれたんだ、みんな！」

「当たり前です！　全員そろうまで旅のゴールに着いたとは言えませんから！」

「アインさまともども生きていると信じてたぞ、親友っ！」

「それであのあと、ユウくんたちはどうなったのかにゃ？　ぜひ武勇伝を聞かせて欲しいもんだねー！」

　笑顔のアリヤ、伊い集じゆう院いん、なつきが出迎えてくれた。

　感激屋の〝親友〟など涙目になっている。もう一年近くも苦楽を共にしてきた伊集院とユウは拳をちょこんと突き合わせ、うなずき合った。

　とにもかくにも、ようやく旅の目的地に着いたのだ。

　自然と込みあげてきた笑いが心地よい。一方、アインはじろじろと、

「やはりおまえだったか、ナダル──我が『母』に仕えた五賢者のひとりよ」

　背の高い亡命エルフをぶしつけに見つめていた。

　金髪を丸刈りにした彼は、顔立ちだけ取れば秀麗であった。だが、目つきが異様にぎょろっとしており、あからさまに偏屈そうである。

「ご壮健なようで何より。姫をお迎えできたこと、望外の幸運でした」

　ナダルと呼ばれたエルフの賢人が答える。

　フード付きのローブと、和服に似た前合わせの衣を着ていた。有名ＳＦ映画のコスチュームにそっくりなのは偶然だろうか？

　彼はどこか傲慢さがただよう物言いでさらに言う。

「今は非常時。衛星アヴァローと天空蔵書の扉を開く《王家の鍵》は何にも増して価値を持つ。あなたと──新たな着装者三号の存在、あますところなく利用させていただきましょう」

「り、利用？」

　地位ある人物のぶしつけすぎる言い草に、ユウはぎょっとした。

　慣れているのか、アインがあきれ顔で肩をすくめる。

「あいかわらずだな、本当に……。気にするなユウ。ナダルは基本的に失礼かつ、偏屈な変わり者で、すぐに子供の遊びを真ま似ねしたがる大人げないやつなんだ。そして、絶対にそうは見えないだろうが、切れ者でもある。仲よくしてやってくれ」

「そうなんだ……」

「うむ。姫のおっしゃったとおり、私の叡えい智ちは黄金にも等しい。だからまず、君にこの要請をしたい。アスラフレームとナノ医療に精通する賢人たち──彼らの診療を明日の朝、必ず受けてくれ」

　ずばり切り出されて、ユウはハッとした。

　そうだった。伊い集じゆう院いんにもかつて警告されていた。

『おまえ、三号の長時間着装はやめとけよ』

『三号と一いち之の瀬せをチェックしてると、漠然と浮かんでくるんだよ』

『どこかの「歯車が合ってない」、微妙にいやなイメージ。この前みたいに一〇分、二〇分なら大丈夫そうだけど、何時間も着装しっぱなしはたぶん……ヤバイ』

　数々の指摘をユウは思い出した。

　事実、ほんの四〇分ほどフル稼働させただけで、戦闘直後に失神するという非常に危険な症状が現れてしまった……。
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　セントラルタワーに到着したのは深夜一時過ぎ。

　ユウと仲間たちはタワー五五階のゲストルームを借りて、就寝した。

　ひとり一部屋、電気も好きに使えて、エアコンと冷蔵庫もしっかり動作中。熱いシャワーでさっぱりしてからベッドに飛びこんだ瞬間、やわらかな寝心地にうっとりして、ユウはすぐに眠ってしまった。

　もう一〇ヶ月以上もごぶさただった文明生活がここでは健在なのだ！

　夢見心地で朝の八時に同じフロアの食堂へ。

　この時間に集合しようと、みんなと約束していたのである。

　たくさんの亡命エルフでにぎわい、ひどく清潔な食堂の隅っこ。アイン、伊集院、アリヤ、なつきと同じテーブルに着く。

　それぞれ好きなものを注文して、カウンターで受け取ってきたところだ。

　ユウはさっそく料理のひとつに手をつけた。

「うわ。キュウリのサンドイッチなんてひさしぶり。生野菜がたくさんあって、どれもみずみずしくて、感動ものだよ。使ってるマーガリンもかなりバターに近い美お味いしさだし。……みんな本当にこのタワーで作ってるの？」

　サンドイッチを味わって、ユウは訊たずねた。

　しゃくしゃくしたキュウリの歯ごたえが心地よい。サラダの皿を赤緑白黄といろどる野菜もひどく新鮮で、まさに採れたてという感じだった。

　アリヤがＢＬＴならぬレタス・トマトのサンドイッチをかじりつつ答える。

「はい。セントラルタワーは六〇階建てですけど、ほとんどのフロアが生産工場なんです。野菜とか培養肉、人工ミルクをはじめとする合成の乳製品。食品以外にも生活必需品とか、とにかく自給自足の暮らしに不可欠なものを造る感じで」

「最近は、野菜も屋内で作るところ、多かったもんねえ」

　一四歳男子には珍しく、野菜好きのユウ。

　ジャンクフードがすこし苦手で、自ら料理することも多いからだろう。

「でもなあ！　この培養肉っていうの？　ぱさぱさで、ちょっと薬品のにおいもして、本物の肉がすげえ恋しくなるぞ……」
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　ジャンクな食品と油をこよなく愛する伊い集じゆう院いんは不満げだった。

　白い培養肉のハンバーガーをもそもそ食べて、しょんぼり肩を落としている。同じものを選んだなつきも苦笑いしていた。

「たしかに、まずく調理した鶏とり胸肉に似てるかもにぇえ」

「賢人になる修行のひとつに、肉への煩悩を捨てる行があるんだ。まあ、われらの種族にはそもそも肉が苦手という者もすくなくない。そんな連中が造った〝まがいものの肉〟、出来がいいはずないだろう」

　と、教えてくれたアインは満面の笑顔だった。

　サツマイモ──それも鳴なる門と金きん時ときを使ったスイートポテトにご満悦なのだ。対して満足できない伊集院、ぶつぶつクローンエルフの少女へ訴える。

「でもッスよ。せめて肉・魚の持ち込みくらい許可してくれてもいいじゃないッスか。このタワーでは、オレらみたいな人間もはたらいてるっていうし……」

「ごめんなさい。それを許すわけにはいかないの♪」

　歌うような軽やかさで、声をかけられた。

　すぐ近くにすわっていた女性エルフの賢人であった。ロングワンピースの上に、裾が床までとどく青のガウンを着ている。

　もちろん美貌ではあるが、どこか幼い。可愛かわいらしさの方が目立つ顔立ちだ。

「ここは神聖な場所……〝祈りの輪〟のすぐそばなのだから。あたうかぎり敬けい虔けんであるべき聖域なの。わかって？」

「あ、はい。すんません……」

　幼い子供へさとすように言われて、伊集院が恐縮している。

　亡命エルフの賢人女性はにっこり笑って、それからユウを見つめた。

「話は聞いてる。あなたが一いち之の瀬せユウ。ルドラ──空そらのアスラを覚醒させた着装者レジスタね。そして……とてもなつかしい御お顔かおを拝見できました」

「ああ。そなたの顔にも覚えがある」

　あいさつされて、アインは記憶を探るように考えこんでから、

「……我が『母』に仕えた五賢者のひとり、アザリン大僧正。そうだろう？」

「はい。そして今はアスラフレーム一二体の開発を統括し、人造の魔神を祀まつる神殿の──管理人とでも言うべき立場にございます」

　アザリンが名前らしい賢人は、うやうやしく頭を下げた。




「プレイホイール……アスラフレームの動力源でもあるこいつに、そんな秘密があったなんてなあ」

　外の空気を吸いながら、伊集院がつぶやいた。

　視線の先には、直径五五メートルの巨大な車輪がある。鉄骨で支える造りは観覧車と同じだったが、ゴンドラはない。

　しかし、遊園地のアトラクション然として、ゆっくり回転しつづけている。

　かなりの巨大建造物。高さ三〇〇メートルのセントラルタワーの裏側にあるため、存在感が希薄だったのだが──

　伊い集じゆう院いんは鼻息荒く、興奮して言った。

「あらためて間近で見ると、すげえ迫力！　たしかに三号フレームの腰に着いてるホイールと同じ形だよ！」

「あっちが本家本元、異世界パーラムから持ちこまれた《祈りの輪》です」

　事情通のアリヤが補足した。

「三号のベルトにはまる小ささなのに、発電所一基より膨大な電力を生み出します。しかもクリーンエネルギー。風や太陽光、水流、重力波なんかを吸いこんで、電気と魔力に変えちゃう国宝級レアアイテムです」

「でも、なんで《祈りの輪》なんだよ？」

「まんま名前どおりですよ」

　首をかしげる伊集院に、アリヤはあっさり答えた。

「あの車輪には、エルフ族歴代の賢人や高僧の魂が宿っているんです。彼らは自然界に満ちる地水火風空を取りこんで、聖なる祈りを捧ささげることで『力』に変換します。実は《プレイホイール》って、ときどき祈りの歌を唱えてるそうですよ」

「そいつを地球で再現したのが〝これ〟なんだねえー」

　なつきが感心して、つぶさに眺めていた。

　観覧車に酷似した巨大車輪、人造プレイホイールPrayer Wheelを。

「大きい分、三号の輪っかより発電量がでかかったりはしないのかにゃ？」

「残念ながらしません。むしろ性能は低くて……三号をはじめとするアスラフレーム一二体に用いられた〝本家〟を再現するために、いろいろがんばって、工夫するうち、どんどん巨大化していった結果なんです」

「ま、でも、おかげで水上租界は電気が使えるんだもんねえ！」

　満面の笑みで、なつきは言う。

「観覧車みたいなのも街の名物って感じだし、いいよいいよ。輪っかに宿る高僧さんたちの霊が『近くで肉を食うな、酒もやめろ』って言うなら仕方ないじゃんねえ」

「発電効率、落ちていくらしいですからね……」

「ううっ。そういう事情ならオレも我慢するしかないぞ」

　ため息をついて、伊集院はまた視線を上に向けた。

　今度は人造プレイホイールの観覧車ではなく、セントラルタワーの高層階へ。

「一いち之の瀬せのやつ、どんな診断が出たかな……」

　ユウとアインはここにいない。

　先ほどのアザリン大僧正に招かれて、医療センターに向かった。

　ふたりを待つ間、うわさの人造ホイールを見物しようとなったのである。だが、いくら巨大でも回る車輪を見るだけでは退屈する。

　早々に切りあげて、みんなでタワーのエントランスにもどってきたとき。

「……おやあ？」

　なつきが真っ先に気づいた。

「軍の連中だね。結構でかい顔してるねー」

　エントランス前にたむろする制服姿の国防官たち、十数名──。

　近くには軍用のトラックも停とめてある。車種を見て、メカ全般にくわしい伊い集じゆう院いんが眉をひそめた。

「電気自動車じゃねえな。ガソリン車を乗りまわしてんのかよ」

「海外との行き来もなくなった今の日本で、ですか。ガソリンなんて、原油の輸入がなかったら生産できない貴重品筆頭ですよ？」

「うちらの国につぽんのおじさんたちは、急な変化に弱いからにぇー」

　若いふたりのコメントに、やはり若者のなつきは肩をすくめた。

「早くにこの租界へ逃げてきて、めちゃくちゃになった本土の暮らしをたいして見てなかったら……『日本はまだ終わっていない、立ち直れる！』とか思い込もうとして、ガソリンの節約も考えないのかもね！」

「うーん。ありそうな話すぎて、気分が滅め入いってきます……」

「そういや、港には国防海軍の船も停泊してたよな……」

　達観した元女子高生とちがい、中学生ふたりは言い知れぬ不安を覚えて、表情を曇らせてしまった。




「そうだ。三号フレームってエルフのみなさんに所有権があるんですよね？」

　以前、後輩のアリヤに教えてもらった重要情報。

　ふと思い出して、ユウは訊たずねた。

「僕の体と同化しちゃってますけど、取り出すことってできますか？　そうじゃないとお返しできませんし──」

「もちろん、分離は可能♪」

　アザリン大僧正は歌うように、可愛かわいらしい声で答えた。

「あなたの言う三号フレーム──ルドラを構築するナノ粒子だけ、体内から抜き出してしまってね。分離できないとメンテナンスもむずかしいもの。そして今から、まさにその作業を行うところなの」

「じゃ、メンテついでにそのまま返却します」

　アスラフレームを正統な持ち主に返したい。

　ユウの正直な気持ちだった。水上租界『那な由ゆ多た』への危険な旅路を乗り切れた以上、自分たちにはもう必要ないものだからと。

　しかし、アザリンは可か憐れんなエルフの美貌で「えっ!?」と驚いた。

「空そらのアスラはあなたと共にいて、初めて役立つものでしょう？　あなたたちの絆きずな、どうして断ち切らなきゃいけないの!?」

「まったくそのとおりだ。返却の必要はないぞ、一いち之の瀬せユウ」

　ナダル理事も即答した。

　セントラルタワー五〇階のナノ医療センターである。

　青い検査着に着替えて、ユウは測定機器付きのベッドに横たわっている。移植者体内のナノマシンもチェックできるＭＲＩなのだという。

「君以外の誰が所持しても無意味なものだ。であれば君のもとにあるべきだろう。それが合理的な思考だと思うが、いかがかね？」

　とあるモニターを興味深げに注視しながら、ナダル理事は言う。

　彼の見つめるものは『戦闘記録』だった。

「論理、合理、理屈、へりくつ。どれも大切なものだぞ？」

「ナダルよ、最後のはちがう。そいつはまったく大切にしなくてもよいと、たしか我が母もさとしたはずだ」

　隣のベッドから、アインが声をかけた。

　ユウと同じ格好で同じ機械にかかっている。相方の発言に勇気を得て、ユウはさらに声をかけてみた。

「でも『使える』ってだけで、僕に所有権はないわけですし……」

「あやまった表現だな。正しくはこう言うべきだ。『使いこなせる』と」

　理事のつぶやき。最初、彼は映像データを見ていた。

　三号フレームヘルメットのヘッドマウントディスプレイに表示された映像と音声──戦闘中にユウが見聞きしたもの全てを早送りにして。

　ついで、三号が戦闘中に示した速度、出力、魔力等の推移グラフ。

　さらに外部環境のデータなども。膨大な量の数字がならんでいたはずだが、ほんの三分程度でナダル理事はチェックし終えてしまった。

　モニター画面がスクリーンセーバーに変わり、理事はユウの方へ向きなおる。

「あの不出来な──名前は思い出せるが、そうする価値もない前着装者より、出力をはじめとするスペックの数値が全て高いのはわかる。アスラフレームとはそういうもの。着装者との相性で能力値まで上下する」

「ナダルよ。命がけで戦い、戦死した勇士だ。相応の敬意を払え」

　年長の理事をアインがさらりとたしなめる。当人はけろりとつづけた。

「これは失礼しました。──とにかく一いち之の瀬せユウ、君はルドラに選ばれた少年。カタログスペックが高くなるのは必然だ。だが『経験』はちがう。前着装者には二年と五ヶ月間も空そらのアスラをあつかってきた経験値があった。なのに」

　ナダル理事がぎょろりとした目つきで、ユウの顔を凝視した。

「戦術と武器の選択。状況を認識し、判断する速度。その適切さ──全て君の方が上だ。君ほどにアスラフレームを『使いこなす』着装者は今までほとんどいなかった」

「そうね。衛星アヴァローを守護する着装者九号と同レベルかも」

　アザリン大僧正もうなずいている。

　賢人ふたりの言葉に、誇らしげにアインが胸を張った。

「そうだろう！　その得がたい資質があるから、わたしとアスラの眼鏡にかなったんだ。一之瀬ユウこそ空の王をまとうにふさわしい、我が伴侶」

「へ、変に持ちあげないでよ。あと最後のはちょっと……」

　急に誉ほめそやされて、ユウはとまどった。

　すると恋愛話が好きなのか、アザリン大僧正が目を輝かせる。

「あらあら、まあまあ！　ふたりとも、もうそんな関係に!?　素敵！」

「姫。発情されるのであれば、速やかにタワーより退去していただきたい。われら賢人も子をなすときはあるが、それは聖域の外で動物的営みにふけるか、試験管のなかで人工授精を行うケースに限られる」

　ナダル理事が眉ひとつ動かさず、淡々とコメントした──直後。

　ＭＲＩ検査室のドアが開いた。

　エルフならざる青年がずかずか入ってくる。国防海軍の制服を着ている。黒いジャケットに白ワイシャツ、ネクタイの組み合わせだ。

　袖の階級章から、大尉であることが見てとれた。

「理事！　着装者三号はどこにいる!?」

「…………何のことだね？」

　声を荒らげて青年士官は詰問してきた。対してナダル理事はいつものぎょろりとした目つきのまま、小首をかしげている。

「もう半年以上も姿を見せなかった三号──水みず城き少佐が現れたところに、俺も居合わせたんだ！　命も救われた。この目で実際に見たんだよ！」

「ふむ。よろしい、調査してみよう」

　やりとりを聞いて、ユウは思い出した。

　興奮した青年士官の声に覚えがある。昨夜、ポータル《旋風の砦とりで》から脱出したあと、救助した哨しよう戒かい艦。あそこを去るときに呼びかけてきた声だ！

　前・着装者三号の知り合いとおぼしき人物──。

　ＭＲＩのベッドに横たわりながら、ユウはどきどきした。

　幸いにも、士官は日本人中学生などまったく眼中にない様子だった。

「そういえば──数日前に収容した難民も、同じうわさを口にしていたらしい。佐さ久く間ま大尉まで目撃したのなら、非常に信しん憑ぴよう性せいは高いと言える。調査の結果は追って、ご報告して差しあげよう！」

　すぐ目の前に《着装者三号》はいる。

　その事実をすっとぼけながら、ナダル理事は力強く請け負った。
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「じゃあ──一いち之の瀬せは今、着装できないのかよ!?」

「うん。一時間かけて三号の構成粒子を抜き取ってもらったから」

　揺れる軽トラの荷台で、伊い集じゆう院いんに事情を語る。

　さほど速度は出していない。振動や風切り音は我慢できる程度だった。診療が終わったあと、車を借りて、セントラルタワーを離れたのだ。

　ちなみに軽トラは、環境への負荷がすくない電動のＥＶ車。

　運転席ではなつきがハンドルを握り、隣の助手席にアリヤがいる。

「あのタワーもきれいで居心地は悪くないんだけどさ！」

「アリヤたちのような凡人は、がやがやうるさいところも恋しくなっちゃいます！」

「外周の街には、娯楽施設っぽいところもあるようだよっ」

「人間が集まる場所には、そういうところもどうしたって必要ですからね！」

　女子ふたり、車内ではしゃいでいる。

　そう。水上租界『那な由ゆ多た』、その中央ブロックはきわめて清らかな世界。

　今まさに通過中の森林エリアにはあちこちに貯水池があり、小川のごとき用水路も流れている。小鳥も多く、そのさえずりとせせらぎの音があふれていた。

　森を散策し、自然にふれたいときは申し分ないロケーションだろう。

　しかし、都市インフラの崩壊した本土から来た中高生にとっては、街の喧けん噪そうとエネルギッシュな人の往来こそが何より恋しいものだった。

「ま、無理もない」

　ユウの隣にすわるアイン、がたがたする軽トラの荷台を苦にもせず、

「賢人たちの戒律や慣習は尊重するが、だからといって、四六時中あの者たちといっしょに暮らしたいかはまたべつの話だ」

　と、訳知り顔でコメントした。

　よく晴れた春の一日がはじまったばかり。もうすぐお昼時でもある。

　というわけで──

　外周ブロックの海に近いあたりへ来た。駐車場に軽トラを停とめ、ユウたち荷台組もついに振動から解放される。

　砂利を敷きつめただけの駐車場、半分以上のスペースが埋まっている。

　すこし歩けば広場があった。そこに布製の屋根を付けた露店、屋台が集まって、ひとつの飲食店街となっていた。

　日本国内では珍しいが、海外ではよくあるナイトマーケット風の空間だった。

　あちこち冷やかしながら、なつきがうれしそうに言う。

「何をランチにいただこうかにぇえ。食べ物、いろいろ売ってるよ！」

「もちろん肉ッスよ！　うお、あの屋台、鶏とりモモを炙あぶってローストチキンにしてるぞっ。皮がパリパリで美う味まそう──だけど高たけえ!?」

「うわあ。チキンレッグ一本で五二〇〇円かあ……」

　伊い集じゆう院いんをおののかせた値札に、ユウもあきれた。

　新関西湾の海辺にできた難民街と同様、ここでも物価は高騰しているようだ。その街の住民であったなつき、驚きもせずに指さす。

「あっちの焼き鳥は一串一〇〇〇円で、まだマシな価格だよん」

「待ってくださいなつき先輩。あれ、『トリ肉使用』とカタカナで書いてるあたり、胡う散さんくさいと思いません？　肝はニワトリかどうかですね……」

　アリヤが不審そうにつぶやく。

　すると、剛ごう毅き果断なクローンエルフのアインが進み出た。

「なら訊きいてみればいい。主人、ひとつうかがおう。それは何という名の鳥を使っているんだ？　──なるほど、カモメとやらか。美味いのか？」

「いやあ。でも一応は肉だから、よろこぶやつも多いよ！」

　美貌のエルフに話しかけられて驚いたらしい屋台のおじさん、アインの秀麗な顔立ちと耳の長さにじっくり見入ってから、威勢よく言った。

「陸の鳥とちがって、この島でもかんたんに獲とれるしね！」

「なるほど、海鳥なのか」

「にしても、エルフの先生がこっちの街に出てくるなんて、珍しいね！」

「わたしは賢人ではないからな。たぶん、これからちょくちょく顔を見せるようになると思う。よろしく頼む」

「へえ！」

　市井のおじさんと言葉を交わすアインには、品のいい鷹おう揚ようさがある。

　そのうえ気さくで、種族と文化の境を超えてのコミュニケーションを楽しんでいる風でもあり、さすが女王のクローン体だとユウは感心した。

　王族＝世間知らず。そういうイメージが漠然とある。

　しかし考えてみれば、王族だからこそ知り合える人々も多いはずだ。

　そこに物もの怖おじしない胆力と積極性が加われば、アインのような人物ができあがるのもうなずける話だった。

「僕より、確実にアインの方がコミュ力高いよね……」

「それはわからないが、みんなどうする？　わたしの狩人かりうどとしての経験から言えば、ほかの選択肢があるときにあえて食べたいほど、海鳥の肉は美う味まいものじゃないぞ。もちろん、忠告を聞きながして果敢に挑戦するのも若さというものだが」

「そこまで言われて勇気を出すほど、アリヤは無謀じゃありません」

　ひとり伊い集じゆう院いんは〝あやしい肉〟をチラ見して、未練を露あらわにしたものの。

　ほかのメンバーは焼き魚を炭火で焼く屋台へ流れ、香ばしい匂いをたっぷり吸いこんで、次々と注文した。

　脂の乗ったサワラ、キス、太刀魚など。

　春が旬の白身魚を皮切りに各種。さらにクルマエビも。

　エビ以外は切り身にしたものを串に刺し、食べやすくしてある。エビは三匹を連ねて、まとめて刺してあり、ほかの魚よりもお高かった。

「でも、肉よりは安いんだよね……」

「需要と供給のバランスってやつだな。ま、エビも好きだからいいけどさ。オレとしてはそのうち、脂と肉汁したたる豚か牛にかぶりつきたい……」

　やせっぽちのユウと太っちょの伊集院が話すうしろで、アリヤも言う。

「『ウォン／人民元歓迎！』と張り紙してるお店も多いですよ。ぶっちゃけ日本円より、そっちの方が価値あるみたいです」

「向こうはまだ、国としての形を保ってるみたいだからねー」

　なつきも加わってのおしゃべり。

　みんなで紙袋に入れた海の幸をかかえて、市場をさまよっていた。

「おっ。あそこにテーブルとイスがたくさんあるぞ！」

　伊集院がめざとく見つけて、席に駆けよる。

　アリヤ、なつきもそれにつづいた。

「そこらの屋台で買ったものを食べてる人もたくさん……。こういうところもふくめて、海外のナイトマーケットを真ま似ねしたのかもですね」

「ちゃんとした建物を造るの、大変だもんねー」

　空いているテーブルに移動して、戦利品をならべる。

　べつの屋台で買いこんだ塩むすびといっしょに、ユウは魚介の塩焼きをほおばった。やはり海の街なのでまちがいなく美う味まい。

「……おお。のびる菓子というのは面白いな、ユウ！」

「お餅はおなかにたまるから、お菓子というより、れっきとした食事だけどね」

　ひとりアインだけはおむすびを選ばなかった。

　きなこ餅をときどき箸でのばしたりしながら、行儀悪く味わっている。

　しかし、やや無作法な食べ方も、彼女がやると高貴な人の優雅な遊びに見えてしまうから不思議だ。

　箸使いが器用なのと、食べるたたずまいが美しいからだろう。

　その姿にユウはどきどきしてしまった。こうも非凡な女の子がたびたび自分に積極的なアプローチを繰りかえしてくる。その現実にいまだ実感がない。

　……が、それはそれとして。

　現実的な問題に向き合うべく、ユウは発言した。

「ところでさ。今までは仮設基地とかにいたから、お金の使い道がなかったけど。『街』で暮らし出したら、たぶん、持ってる分をすぐに使い切っちゃうよね？」

「あー……まあなあ」

　伊い集じゆう院いんが同意した。アリヤもつぶやく。

「どこかで働き口を見つけなきゃ、ですね。ナダルおじさんといっしょに暮らすのも結構きついですし」

「そりゃ職場でコスプレするような人だもんな……」

「あ。あれ、やっぱりそうだったんだ……」

　中学生三人で生活費と仕事の心配をする。

　経済が発展途上の国なら、珍しくもない光景だろう。たぶん、今の日本には同じような悩みを抱えた未成年が大勢いるのではないか？

　そして、そんな世界で生き抜いてきた〝先輩〟が軽やかに笑う。

「おっしゃ！　じゃあ、いっしょに何か商売でも考えようか。なつきさんも元の難民街にいたお友達と合流して、新しいことをはじめなくちゃと思ってたからさ！」

「いいッスねえ！　あ、でも、一いち之の瀬せはそれでいいのか？」

　伊集院に訊きかれて、ユウはきょとんとした。

「どうして？　僕が反対する理由なんて何もないじゃん」

「おいおい。おまえは二代目の────号なんだぞ。国防軍とか、エルフの先生たちから、いろいろお声がかかるんじゃないか？」

　着装者三号の部分だけ、小声になった親友。

　誰が聞いているかもわからない街中で、その名を声高に言うことを危ぶんだのだ。心配そうな伊い集じゆう院いんと向き合って、ユウはぼそぼそと答えた。

「ど……どうだろう。フレームは今ないし、返却したいって話もしたから」

　自分が二代目。後継者。

　面と向かって言われて、思い出してしまった。

　大魔術師クアルダルドのまさに英雄と言うべき人柄。獅し子し座ざのスカールシャンスは幼い容貌ながら妖しいほどに美しく、凶暴だった。

　着装者三号として人前で戦うたび、同どう朋ほうからの喝采を受ける。

　しかし『中の人』であるユウと大魔術師たちとの差は歴然。それに何より。

「僕は本当に……あの人たちのために戦えるのかな？」

　心のなかでだけ、ひっそりとつぶやいた。

　難民街や哨しよう戒かい艦での戦いで救った──見知らぬ人々のことを思い出しながら。




　食欲を満たしたあとは、いよいよ娯楽。

　屋台の食べ物屋ひしめくフードマーケットから、ほんのすこし歩く。するとトタン板や木材を使った簡易家屋、プレハブハウスひしめく大通りに着いた。

　道行く人も大勢いて、いかにも繁華街という熱気と喧けん噪そうに満ちている。

　飲食店はもちろん、異業種のお店も多い。

「ま、若い女の子をそろえたお店はどこの街にもできるよねん」

「ニュース報道のときに『飲食店勤務』と言いかえられる業界ですね。男の人って若くてもおじさんでも、ほんとバカだと思います」

「ちなみになつきさんの見たところ、もっといかがわしい店もちらほら」

「ち、中学生のオレらはそういうのに興味ないからなっ」

「伊集院はわからないが、すくなくともユウはそうだろう。すでに運命の相手と巡り会っていて、いつでも関係を進められるのだから……」

　女子たちと伊集院がきわどい話題で盛りあがっている。

　ユウはあわてて、とある看板を指さした。

「へ、変なこと言わないでよ!?　それよりカラオケのお店があるみたいだよ！」

「え？　通信環境とかどうなってんだよ？」

　伊集院がつぶやいた。

　そこは小こ洒落じやれた店構えの居酒屋で、昼間から酒を飲む男女でにぎわっていた。中高年に若者と、年齢層も幅広い。

　音楽の調べと下手くそな歌声が聞こえてくる。

　ちらりとのぞき込んだら、スピーカーからボーカル抜きの楽曲が流れていた。

「へえ～。うちらの街だとギターやハーモニカの生演奏に合わせて歌うってのをよくやってたけど。こっちは進んでるねえ！」

　感心するなつき。伊い集じゆう院いんは首をかしげている。

「ネットがほとんどダメだから、通信カラオケ使えるはずないんスけどねー」

　災害時、インターネットで情報収集せよと以前は言われていた。

　だが、政府による自主避難勧告『大撤退』が発令されたのは、日本列島の本州で平野部の多くが壊滅・水没したため。

　しかも、同様の被害が北半球のかなり広範囲に拡大しているようで──

　都市部のサーバーや回線集約施設は今、ほとんど機能していない。

　結果、ネットの世界までもが壊滅状態であった。回線が生きているエリアや衛星回線からネットにつないでも、たいしてコンテンツを閲覧できない。

　店の外でも盛大に聞こえるメロディと歌。伊集院が不思議がる。

「うーん……『大撤退』前にダウンロードしてあったオフボーカルバージョンの曲でもかけてるのかね？」

「ちがいますね。曲がしっかりカラオケ向けにアレンジされてます」

　二年ほど前に流は行やったポップス曲。

　ハーフエルフの長い耳をぴくぴくさせて、アリヤが聞き入っていた。

「たぶん、カラオケ用に一からＤＴＭソフトで打ち込みした曲ですよ。どこかに音源が眠ってたのかもしれません。あとアリヤもそうですけど、絶対音感があって耳コピできる人なら、こういうの作れちゃうんです」

「なるほど」

　アインが感心していた。

「人が大勢集まった分、才能と技術を持つ人材も多いわけか。そこに商いで稼ごうという意欲が加われば、面白いものがたしかにいろいろ生まれる──」

　いかにも王族の見識というコメントは正しかった。

　日本列島の都市生活が崩壊して、もう一年近い。しかし、水上租界『那な由ゆ多た』の繁華街はなかなかに充実していた。

　本土から〝回収〟してきたマンガ・小説などを集めた有料図書館。

　そこにはダウンロード済み電子書籍を収めたタブレットやスマホもならんでいた。

　ストリーミング配信は楽しめないので、ＤＶＤ・ブルーレイを上映するコンパクトな映画館も人気だった。

　手作りした飲食物に生活用品を、フリーマーケットよろしく手売りする人々。

　昔なら密造酒と呼ばれた自家製の酒類も堂々と売られている。

　──足りないものはたしかにいろいろある。しかし、知恵と工夫でそこそこしっかりとした小都市が形成されつつあった。

　そして、あるものがユウたちを歓喜させた。

「あ。大きな銭湯もあるみたい」

「ということは、湯ゆ浴あみができるのか。入ってみよう、ユウ！」

　アインの一言で、『湯』と書かれたのれんをくぐることが急に決まった。
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　ちゃぽん。湯の跳ねる音まで心地よい。

　全身を熱めのお湯にひたす快楽でうっとりとした女子三名。アイン、なつき、アリヤはそろって脱力し、至福の表情であった。

「旅から旅の暮らしでは、どうしても湯浴みがおろそかになる……」

　しみじみとアインが言った。

「毎日湯に入れるのは、やっぱり気持ちいいものだな！」

「昨日の晩もばっちりシャワー浴びましたし、言うことありません！」

「広い湯船ってのがまたいいんだよねえ！」

　アリヤとなつきも強く同意する。

　銭湯の女湯であった。広い湯船にはたっぷりのお湯。レトロモダンなタイル素材の床と壁には、古き良き日本への郷愁をかき立てる『味』がある。

　そして──蛇口をひねれば、水が好きなだけ出せる。

　真水と電気の自給自足を果たした水上租界『那な由ゆ多た』ならではの強み。

　だからか、昼間だというのに銭湯の女湯はまあまあにぎわっていた。女同士でおしゃべりする声もあちこちにあふれている。

　アインたちも気やすく，遠慮なく言葉を交わしていた。

「水上租界が水に不自由してないって話、本当だったんだにぇー」

　なつきが実感たっぷりに言う。

「電気だって例の夜間使用制限があるくらいで、昼間は割と自由だから、電化製品もパソコンも十分に使えるそうだし……。うちらの街と比べたら天国だよ、ほんと！　あそこの発電設備じゃ水再生システムを動かすので手いっぱいだったんよ。できた水は貴重品だから、公平に分け合ってたし！」

「そういえば。なつき先輩って、あの難民街にずっといたんですか？」

「いいやー。あそこに流れつく前はあちこちフラフラしてたよん」

　アリヤの問いに、いつものおどけた口調が返ってくる。

　にたっと笑うなつきは肉感的なスタイルを隠そうともせず、堂々とあぐらをかいて、湯につかっていた。

　肉付きゆたかで胸のふくらみ、ふともも、お尻の丸みも飛び抜けている。

　それでいて腹筋は割れ、ウエストは引き締まり──乙女としての成熟と戦士としての力量をどちらもそなえた肉体美だった。

「こんなにいい湯だと、風呂上がりにキュッと一杯やりたくなるよねえ！」

「そのノリだと、冷たい水とかコーラじゃないですよね？」

「あははは。なつきさん一応、元高校生だし、そんな飲まないよ。ビールなら大ジョッキ三杯、あと日本酒と焼酎が一瓶ずつあれば十分だよー」

「とんでもない酒豪じゃないですか！」

　豪傑の女サムライにツッコむアリヤは、ひどく華きや奢しやだった。

　小柄というだけでなく、骨格までもが細い。しかし、少女らしい丸みのある肢体に骨ばったところはなく、乳房もふっくらと盛りあがっている。

　雑にさわれば壊れてしまいそうな、小さな砂糖菓子のようでもあった。

「最初に断っておくが、わたしに酒をすすめるなよ」

　アインが牽けん制せいの言葉を投げる。なつきは意外そうに、

「どうしてー？　いっしょに酒盛りして、義兄弟の誓いでも交わそうよお」

「バカを言うなっ。あんなものは悪魔の水だぞ！　あれを鯨飲したら最後、知恵ある者たちが恥知らずの愚物の群れに変わってしまうんだ！」

　熱く訴えるアイン、神々しいほどにスタイルがいい。

　細身でウエストのくびれが悩ましい。そのうえでバストは十分以上にあり、腰まわりからお尻にかけての肉にもしっかりボリュームがある。

　彼女のスタイルが描く曲線美、うらやまない女性はいないのではないか？

　黄金律と言いたくなるほど、理想的なバランスであった。

「酒盛りに顔を出すくらいなら、ユウとの時間を大切にしたい」

「でもさ。アインさんとユウくんって、まだ『できてる』感じしないよね？　もしかして、おふたりはいまだ清い仲なのかなー？」

「仕方ない。向こうはあのとおりの性格だからな」

「わかります。ユウ先輩、年齢＝彼女いない歴の中学生男子ですし。『お試しでオレとつきあっちゃえよ♪』とか絶対に言えないタイプですもんね」

「あはは、たしかにそんな感じィ」

「まんざらでもなさそうだけど、先輩ってばあからさまに腰が引けてますし。今ならアリヤがちょっかい出せば、かんたんに横取りできるかも」

「クロエの娘よ、妙な出来心を起こすなよ。関係は順調すぎるほどに進展中だ」

　女子トークに花を咲かす三人。

　悪戯いたずらっぽく茶ちや化かすアリヤに、アインは力強く断言した。

「そもそも一晩あれば、男と女の間柄はどうとでも変わるわけだしな。おまえにその覚悟があればべつだが……」

「えっ？　アインさん、もうそこまでしちゃうつもりなんですか!?」

　一いち之の瀬せユウと共に旅してきた女子三名。

　そこそこ騒がしい銭湯のなかといえども、大声ではしゃぐ彼女たちの会話は難なく聞き取れてしまう。

　たとえ、男湯と女湯の仕切りがあったとしても。

　一枚の壁によって仕切られている。しかし、レトロな銭湯ではおなじみの──天井までとどいていない壁なのだ。

　その隙間から、女湯のにぎやかな声が洩もれてくる。

　だから、湯船につかったユウと伊い集じゆう院いんもばっちり聞けていて──

「ということらしいけど、どうすんだ一之瀬？」

「そ、そんなの僕が訊ききたいよ!?　伊集院なら、こういうときどうするのさ!?」

　あわてたユウの切り返しに、親友はあっさり言った。

「んー。オレは一応、親同士が決めたこととはいえ、婚約者のある身だからな。丁重にお断りするしかないな……」

「へ──っ？」

　ユウはぽかんとした。

「い、今、何て言った？　婚約者？　うそ!?」

「前に言わなかったっけ？　オレの地元は横よこ浜はまだけど、ご近所の旧家と長いこと家族ぐるみでおつきあいがあってだな……。ま、いろいろあって、そこの娘さんと伊集院家長男の間でそういう運びになったわけだ」

「伊集院の家って、すごく裕福そうだなとは思ってたけど」

　うすうす感じとりながらも、ぶしつけすぎて訊かないでいたこと。

　今さらながら、ユウは言葉にした。葉は山やまに別荘がある、正月と夏休みはよく海外へ家族で行く、日曜日は母親のお供でクラシックのコンサートへ、などなど。〝らしい〟発言が実はときどきあったのだ。

「もしかして、ものすごく由緒あるお家柄だったりする……？」

「いやいや。こんな御ご時じ世せいになっちゃあ、家柄とか家業は意味ないだろ！」

　吹っ切るように言う伊集院。しかし否定はしていない。

　一年近くもつきあってきた〝親友〟の事情をようやくうかがい知って、ユウは「はああ……」とため息をついた。

　一方、けろりと明かした当人は急に表情を曇らせて、

「オレの家族も、婚約者の家も福ふく岡おかに避難したらしいから、ほんと、消息を確認したいんだけどなあ！　ネットがダメで、災害用の伝言サービスも復旧する気配なし！　じれったくて仕方ないぞ！」

　親友の心からの訴え。ユウは「なら」と言いかけた。




　──なら、僕が福岡に飛んで、確認してくるよ。




　ここは和わ歌か山やま湾に浮かぶ水上租界。四し国こくにも近く、三号フレームを着装すれば北九州エリアもご近所同然だった。

　しかし、声に出す寸前でこんな会話が耳に入ってきた。

　男湯の客同士が体を洗いながら、うわさ話に興じていたのだ。

「聞いたか？　着装者三号が現れたんだってよ！」

「え、あいつ死んでなかったのかよ!?」

「きっと戦闘で負傷して、回復に時間がかかってたんだよ！　よかった。租界の近くにもクリーチャーが来るけど──これで守ってもらえる！」

「よかったなあ。俺たち、まだ生きていけるかもしれない！」

　着装者三号の帰還に期待し、歓喜する声。言葉。顔。

　ひさしぶりに明るい話題だと、みんなが笑っている。だがユウは、ひとり表情をこわばらせて、黙り込んでしまった。

　そんな『中の人』を伊い集じゆう院いんが心配そうに見守ってくれていた。
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　夕暮れの繁華街を、ユウはふらふら歩いている。

　ひとりだった。すこし前に銭湯を出たあと、ほかのみんなは夕食を何にするかで盛りあがっていた。

　その議論には加わらず、ふらりと歩き出したのだ。

　モヤモヤした思いを抱えて、行く当てもなく。頭のなかでは、昨日から今日にかけて聞いた言葉がいくつもリフレインしていた。

『聞いたか？　着装者三号が現れたんだってよ！』

『三号！　生きていたんですね!?』

『あやまった表現だな。正しくはこう言うべきだ。「使いこなせる」と』

『ごきげんよう、金剛をまとう者。わたくしは獅し子し座ざのスカールシャンス！』

『なあ君──あとで是非、クアルダルドに見せておくれ。あの美しい甲かつ冑ちゆうを！』

　着装者三号を待望する人々の素朴な歓喜。

　ユウの適性を絶賛してくれたナダル理事の発言。そして──立てつづけに出会い、言葉まで交わした大魔法使いふたり。

「う──っ……。どうしたんだろ、僕……」

　胃がきりきりと痛む。ストレスを感じているのだろう。

　しかし、何に対して？　訳がわからない。みんな──親しい友人たちを守って、こうして水上租界へ無事に到着できたのに？

　嫌なことと言えば、着装して戦闘したときの〝あれ〟くらいで……。

「ううううっ……」

　吐き気も込みあげてきた。

　足と体が重く、歩いているだけなのにつらい。

　アスラフレームを使いこなせる。戦闘で勝利できる。誰かを救える。殺せる。殺せる。凶暴なクリーチャーの群れを。異形の怪物とは程遠い大魔術師までも──

　もつれる足で歩くのにも限界が来た。

　道端にうずくまり、すこしでも体を休めようとしたとき。

「大丈夫か、ユウ？」

「……アイン？」

　振りかえれば、クローンエルフの少女がいた。

「いつからうしろにいたの……？」

「ユウが離れていった直後からだ。ひとりになりたいときもあるだろうとも思ったんだが、顔色が悪かったからな。こっそり見守っていた」

　アインはユウを裏路地に連れこんで、地面にすわらせてくれた。

　簡易な建物ばかりのバラック街。そのうすい壁のひとつに寄りかかって、ふぅぅぅと深く息を吐き出す。

　隣に腰を下ろしたパートナーへ、すぐに礼を言う。

「……ありがとう、おかげで助かったよ」

「この程度、いくらでもしてやるぞ。礼の言葉より、わたしに惚ほれなおすことだな」

「ま、まだ君に恋しちゃったわけじゃないよっ」

「おそらく時間の問題だ。あきらめて、わたしとの関係に前向きになるといい！」

　からかうように、しかし快活に、アインは笑っていた。

　気をまぎらわせようとしての冗談、なのだろうか？　どきりとしてから、ユウはほっと安あん堵どした自分に気づいた。

　今のやりとりで、だいぶ心と体が楽になっている。

「鬱々とした気分のときは、ひとりでない方がいいこともある」

「みたいだね。次から気をつけるよ……」

　心の底からユウは言う。

　アスラフレームを最初に着装してから、半月近く経たっている。

　その間に自覚のないストレスが溜たまってしまい、急に爆発したのだろうか？　一種のパニック発作を経験して、ユウはゾッとした。

「アスラをまとうのは嫌か、ユウ？」

「そんなことないよ。あれを着装すれば、みんなを守れるから」

　言ってからユウは自問した。

　今のはうそじゃない、はずだよなと。そう。みんなを守るための着装と戦闘なら、我慢もできるのだ。問題はたぶん──

「おっ。あちらがずいぶんとにぎやかだぞ」

「本当だ。金網で仕切ってある。人もたくさんいるね」

　ならんで路地裏に腰かけていたら、わーわーと歓声が聞こえてきた。

　すこし先の空き地に、人だかりができている。『金網で四角く囲ってある何か』のまわりに集まって、盛りあがっている。

　どよめき。声援。熱狂。拳を突きあげての応援。

　体も回復してきたので、ユウは人だかりへ近づいて──驚いた。

「サッカーやってるよ！」

「おお。ユウが前に言っていた競技のことだな」




　空き地に人工芝のハーフコートを造り、金網で囲ってある。

　一チーム一一人をそろえる正式なサッカーではなく、七対七のミニゲーム。試合時間は前後半なしの一〇分間だけと、だいぶ簡易なものではあった。

　プレイヤーは男女入りまじって、年齢層もばらばら。

　若い世代が多いものの、三、四〇代の参加者もふつうにいる。

　それでも普段着の上に赤いビブスを着たチームと、そろいの青いＴシャツを着たチームがサッカーボールを真剣に蹴り合っていた。

　一試合終わると、次の二チームに交代して、またプレイ開始──。

　様子を見ていたユウ、すぐに事情を呑のみこんだ。

「ストリートバスケみたいに、友達同士とかでチームを作って参加してるんだ。負けたチームはそのまま解散。勝ったチームはしばらく休んだら、挑戦してきた次のチームと試合できて、長く楽しめる……」

　言ってしまえば、素人が集まっての草サッカーである。

　しかし、動きのいいプレイヤーが多い。運動神経と身体能力が高く、スタミナも人並み以上にあるアスリートぞろい。

　たまにボールさばきの上う手まい、サッカー経験者とおぼしき選手もいた。

　彼らが別格のプレイを見せると、そのたび見物客はどよめき、歓声をあげる。コートの外をよく見れば、明らかに『賭け』の最中とおぼしき人たちも多かった。勝敗が決まるたびにお金を差し出したり、受け取ったりと忙しそうだ。

　ユウは理解した。

「そっか。テレビでプロの試合を観みることもできないから、スポーツの好きな人が集まって遊んでいるのをみんなで眺めたり、お金を賭けたりするようになって、大勢が参加できる娯楽になっちゃったんだ……」

「たしかに、みんな熱くなっているな──おっ」

　アインがめざとく指さす。

　今、対戦中の試合、一時中断していた。荒っぽいタックルを足に受けて、負傷者が出たのだ。ゲーム復帰は無理そう。

　負傷者のチームメイトはコートの外に、何か呼びかけている。

「誰か怪け我が人にんの代わりを頼むと言っているな。きっと仲間がもういないのだろう。ちょうどいいじゃないか、ユウ」

「えっ？　いいって何が？」

　かくして五分後──。

　ユウは黒いビブスを着て、愛用のメガネを競技用のゴーグルに取り替えて。

　人工芝の上に、選手として立っていた。コートを囲む金網までアインが進み出て、あっさり話をまとめてしまったのだ。

　対戦相手は青いユニフォームを着たチーム。

　みんな、体格のいい男ばかり。ユウの見たところ、なかなかボールあつかいの達者な選手が多かった。

　……仲間のひとりがユウにボールをあずけてくれた。

　足のインサイドを使い、足下に置く。ただし視線を下げずにノールックでボールを制御し、顔は上げたまま──

　ユウはぐるりとまわりを見わたし、瞬時に確認し終えていた。

　フィールド上にいる全プレイヤーの位置を。

　敵味方、どちらもキーパーひとりにフィールドプレイヤー六人ずつ。青ユニフォームのひとりが猛然とユウに走りよってくる。

　猟犬のようにボールを狩ろうとしているのだ。

　それを認知したときにはもう、かんたんにはたいていた。

　インサイドキックで蹴ったボールはふわりとした浮き球になって、最も遠くにいた味方の前へと転がっていく。

　スルーパス。そして、数ヶ月ぶりにボールを蹴った感触。

　思っていたより勘は鈍っていない。ユウは得も言われぬ感動を味わいながら、ボールの行方を目で追った。

　あわてて追いついた味方がシュート。ゴールは外れた。

　ゲーム再開。敵の不用意なパスをカットして、ユウはマイボールにした。ワンツーを期待して近くの味方にパス。ボールは返ってこなかった。

　どうもチームメイトと意図が合わない。

　しかし、だんだんユウにボールが集まりだしてきた。サッカー経験者だとわかったのかもしれない。だが、敵のチェックも厳しくなった。

　すばやく迫ってきた敵のひとりを──ユウはあっさりかわす。

　円を描くようにドリブルして、相手選手をすり抜けたのだ。だが、今度は大のおとなが体をぶつけて奪いにきた。

　それも事前に察していたので、背中で受けとめる。

　中学生としてもユウはやせっぽちなので、体格差にはある程度慣れている。体幹を総動員させて堪えながらパス。

　託した味方はボールをコントロールしようとして、敵に奪われる。

　あっという間に自陣ゴール前まで運ばれた。しかし味方キーパーの若い青年はみごとシュートをキャッチし──ロングキック。

「頼む！」

　ユウの足下に、みごとボールがとどいた。上う手まい。

　味方チームのキーパー、かなりレベルが高い。学生時代によほどサッカー部で練習した元選手か、ユウと同じユース経験者か。

　守備の要なのだろう。なら、自分はパスを散らしてゲームメイク──。

　ディフェンスに穴を開けないよう注意しながら、ちょこまかとユウは動いて、ボールを受けやすい位置に顔を出した。フリーになった途端にパスが来るほど、視野の広い味方はさすがにいなかったが。

　やはり草サッカー。すぐにゴール前へ向かおうとする選手ばかり。

　それでもときどきユウにもボールが回ってくる。

　すぐに横パス。横パス。バックパス。ほとんどワンタッチかツータッチしかボールにさわらず、右左か後方の味方へあずけてしまう。

　ひたすらシンプルかつ無難にプレイしつづけて──試合終了ぎりぎり。

　最後の最後に、ユウは足下に転がってきたボールをドリブルで前へ運び、やや強引に敵陣深くへ進入して、強く右足を振り抜いた。

　キーパー反応できず。シュートはゴール左隅に決まった。

　ずっと無難なプレイで黒子に徹していたユウがいきなり前へ出たので、意表を突かれたのだろう。




「サッカーとやらはよくわからないが、ユウの働きが格別なことはわたしにもわかった！　みごとだったぞ、ユウ！」

「あれは……最後にたまたま運よく決められただけだよ」

　アインに賞賛されて、ユウは照れた。

　最後のゴールが決勝点となり、一対〇で勝利できたのだ。金網で囲ったハーフコートでは次のゲームがはじまっている。

　恐縮するユウに、クローンエルフの少女は『ふっ』と微笑ほほえみかけた。

「謙遜するな。たまたまでないことくらい、わたしにはお見通しだ」

「そ、そうなの!?」

「戦うときの一いち之の瀬せユウは、常に聡そう明めいだからな。全ての動きに意図があることはすぐにわかった。今の試合中ずっと、こう考えていたのではないか？　『自分と連動できるほどの実力者は味方にいない。形勢不利。ならば、あの球を横へ逃がすことで失点の可能性を抑え、最後の最後に単騎突入で勝負をしかけよう』と──」

「…………」

　アインは前に、自分が『戦士の女王』だと言った。

　だからなのだろうか。サッカーのことなど何も知らないのに、たしかな戦術眼でユウの意図をしっかり見抜いていた。

　同じピッチの味方で気づいていたのは、たぶんひとりだけなのに。

「ずいぶん汗をかいたな。水をもらってきてやろう」

「う、うん。ありがとう──そうだアイン。次はいっしょにやろうよ」

「いい誘いだ。それはたしかに楽しそうだな！」

　快活に笑って、アインは離れていく。

　見送りながらユウはとまどっていた。まさか、自分から女子にこんな誘いをする日が来るとはと。しかし、彼女といろいろ行動を共にするのは、たぶん、ものすごく楽しい時間になるだろうと思えて、つい自然に──

「……君、かなりやるなあ！」

　不意に声をかけられた。

　味方チームのキーパーだった青年。二〇代後半だろう。黒髪を短く刈り込んだ彼はいかにもさわやかで、スポーツマンらしい風貌だ。

　唯一、味方でユウの意図に気づいていたであろうプレイヤー。

　キーパーとして敵シュートを抑えるたび、彼は正確なキックやスローでユウにボールをあずけてくれた。さらに最後方から『ワイドに広がれ』と味方に指示を繰りかえして、ユウのゲームメイクを助けてくれていた。

「またいっしょにやろう。俺は佐さ久く間まだ。よくここに来ている」

「あ、ありがとうございます。一いち之の瀬せです」

　ユウの手を取って、握手までしてくれる。

　同じ経験者で、しかも歳とし上うえの好青年に認められて、ユウはうれしかった。しかし同時に既視感もあった。この人をどこかで見かけたことがあると。

「佐久間さんは、どちらでサッカーをしていたんですか？」

「学生の頃はずっとサッカー部だった。防衛大と、国防軍に入隊してからも」

「……!?」

　もしやプロ選手だったのではと思って、質問してみたら。

　意外すぎる回答に、ユウは戦慄した。

　そして思い出す。昨夜、国防海軍の哨しよう戒かい艦で助けた士官。今朝はＭＲＩ検査室に乗りこんできて、ナダル理事に『着装者三号はどこにいる!?』と詰問していた。

　軍服と軍帽を脱いで、運動用のシャツと短パン、スパッツ姿である。

　だから気づくのが遅れた──。

「ああ、一之瀬くん。余計なお世話かもしれないが、これだけは言わせてくれ。君のような子供がエルフどもといっしょにいるべきじゃない。あいつらには──亡命者の仮面をかぶった内通者の疑いがある。今も〝異世界のやつら〟に情報提供している可能性も大きい。気をつけるといい」

　佐久間はひどく真摯な口ぶりで、心配そうに言った。

　こちらにもどってくるアインをちらりと、不快そうに一いち瞥べつしてから。だが、ユウに向けた言葉には、年少者を心から案じる気持ちがあふれていた。
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　かつて大おお阪さかと呼ばれた都市があった。

　今、その廃はい墟きよが沈む海に、蜃しん気き楼ろうの城が浮かんでいる。

　蓮れん華げの花を模した台座。そこに建つ水晶の宮殿。全て実体を持たない幻影である。だが異世界パーラムの侵略がはじまるときは実在化し、軍勢を地上に送りこむ転移門《ポータル》となる──。

　大魔術師《獅し子し座ざのスカールシャンス》が守護する魔城であった。

　たおやかな美少女でもある彼女は、黄金のたてがみが猛たけ々だけしい雄ライオンの背に横すわりしながら、門主の間でくつろいでいた。

　ただし、同じ地位にある同どう朋ほうと語らいながら。

「ごきげんよう、クアルダルド。あなた、あの者にちょっかいを出したのですって？　わたくしの城から逃げ出した──黒と黄金の戦士に」

『これは耳が早い。まあ、私の方も取り逃がしたのだがね』

　男らしい美貌の魔術師《旋風のクアルダルド》が微笑した。

　ただし本人ではない。青いローブに杖つえを持つ彼──その姿を再現した幻影がスカールシャンスの前にある。

　姿形は本物そっくりだが、うすく透けていた。

『よいではないか。私は美しい闘士に目がないのだ。知ってるだろう？』

「ええ。でも、あなたこそご存じでないの？　獅子座のスカールシャンスは──獲物を横取りされるのが大きらいだと」

　幼い美少女の容姿ながら、魔女の面構えはふてぶてしい。

　わずかに目を細めて、同朋の幻影を見据えている。そのまなざし、一見たおやかでありながら、たしかな殺気を宿らせていた。

「あの者はわたくしが狩ると決めているの。邪魔しないでくださる？」

『困ったな。私もあの者を我が手でしとめると誓っているのだが……。それにそもそも、日本国とやらの西域を浄化する役目、われら両名に課せられたものだろう？』

　クアルダルドの幻影は意見した。

『あの黒き戦士どのをどちらが倒そうとも──《覚醒王》の命には反さない』

「まあ。旋風の門主は譲るということを知らないのね」
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　目つきの剣けん呑のんさをやや強めて、スカールシャンスは微笑ほほえんだ。

「獲物を狩る前に、我の強い同どう朋ほうの鼻をへし折る方がいいのかしら？」

『はははは。それはおたがいやめておこう。気高き《覚醒王》はいざ知らず、おそばに控える童子たちにとがめられる。少々めんどうになるぞ』

　旋風のクアルダルドは右手を開いた。

　手のひらに一二面体の小さな物体がのっている。

　各面に一から一二の数字が記されていて──地球人類がダイス、骰子サイコロなどと呼ぶ物品と同じ用途の玩がん具ぐであった。

『口論はやめ、宿世の数を競ってみよう』

「そうね。わたくしとあなた、今あやつと対決するにふさわしい運命を有するのはどちらか──数で競えば、すぐ明らかになる」

　選ばれしダルヴァの種族。地上人種ヒユーマンの言う大魔術師たち。

　超常の存在である彼らにとって、サイコロを振るという行為は運頼みではない。それは自らの運気を計る儀式であった。

　よりふさわしい運命、すぐれた運気を持つ者の出目はおのずと高くなる──。

　スカールシャンスも一二面体の賽さいを、かぼそい右手でにぎった。

　ふたりで同時に投げる。うすく透けた幻影の玩具と本物の玩具が床を転がり、それぞれの出目は『八』と『九』──。

「ふふふふ。よりふさわしいのは、わたくしであるようね」

『わずかな差ではあるがね！　仕方ない。今回は君にゆずろう。代わりに私はさらに西、この列島の果てまで魔城を進めてしまおうか……』

　獅し子しに座す少女が勝ちほこり、青ローブの青年はくやしげに言う。

　なんとも不思議なやりとり。だが異世界パーラムの大魔術師たちにとっては、これこそが軍議なのであった。




　そして、不可思議な会議はほかの場所でも開かれていた。

　オブザーバー、つまり『専門家としての意見を述べる』ために出席した志し波ば十じゆう郎ろう太たが、居心地悪そうに身をすくませている。

　彼の目の前には、会議用の円卓があった。

　そこにいならぶのはみんな、亡命エルフの賢人たち。

　美しいうえに天才の頭脳を持ち、そのうえ、浮世離れした奇人ばかりなのである。

「さあ。ぼくらのもとにいよいよ放ほう蕩とう息子のひとりが帰還した」

「嵐の王ルドラ……原型機である零号、試作機の一号、二号を経て、ついに完成した実戦機、三号フレーム。わたしたちの悲願を託した甲かつ冑ちゆうだ」

「ああ、みなさん！　ルドラを讃たたえる詩がひらめいた。ぜひ見て欲しい！」

「……切々として、心に染みる。すばらしい出来映えだ！」

「すばらしいと言えば、新しい着装者もだ。アスラフレームとよく同調するだけでなく、古王家の血まで覚醒させてくれた」

「まさに選ばれし者。彼岸への到達者」

「六大、無む碍げにして常に瑜ゆ伽がなり──」

「三さん密みつ入り混じれば速疾に顕あらわる……。うむ、まさしく宿世と宇宙の玄妙さよ！」

　円卓についた賢人たち、一斉に「はははは！」と愉快そうに笑い出す。

　うしろで聞いていた志波──地球人ヒユーマンの凡人には訳がわからない。

　勿もつ体たいぶった言いまわしはまだいい。ときにＴＰＯを無視して散文詩をしたため、超難解な文句をぶつぶつ唱えて、自分たちだけの世界にひたりまくる。

　それが亡命エルフの『ふつう』らしいのだが。

（こんなところに平々凡々な地球人を呼ばないで欲しいよなあ）

　心の裡うちで、志波はぼやいた。

　さすが異世界から来た天才集団。とても付き合いきれない。しかし、居眠りして時間だけつぶすような真ま似ねも志波には許されなかった。

「それで志波くん」

　列席者のひとり、ナダル理事にいきなり声をかけられた。

「元国防軍の敗残兵──おっと失敬。勇猛果敢に日本国を防衛すると意気込みながらも、敵の本土上陸をあっさり許したうえに、状況に流されるまま有効な反撃作戦を何ひとつ実行できずに瓦解した国防軍の残存兵諸氏はいかがお過ごしかね？」

「え、ええとですね……」

　失敬と断ったうえで、皮肉の言葉を連ねる変人理事。

　ナダル直属の武官となった志し波ば、もとは国防陸軍の准尉だ。軍組織の崩壊後に水上租界『那な由ゆ多た』へ避難してきた。本当の軍歴を隠して。

　しかし四ヶ月前、志波の秘密を知った途端にナダルは言った。

『ほう。国防陸軍にて情報部に所属。軍用ドローンの操作を三年ほど担当……。君。いかがわしい酒場の下働きとしてウミネコの肉を下処理しているくらいなら、私のもとで経験と見識を活いかし給たまえ』

　こうして、水上租界を防衛する市民軍の『戦術顧問』となった。

　今年で三二歳となる志波は、ノートＰＣを操作した。エルフの賢人が居ならぶ円卓上に、いくつも画像ウインドウが空間投影される。

「諜ちよう報ほう用ドロイドを用いた情報収集によると、彼らは近日中に水上租界の主要施設と統治権を掌握するつもりのようです。くわしくはこちらのデータをご参照ください」

　志波のＰＣ、その脇には昆虫を模したメカがある。

　ハエ、テントウムシ、ウスバカゲロウなどの形状を精巧にコピーしたものだ。

　そして──空間投影されたウインドウ内では、軍服を着た国防軍の残党が広い会議室に集まり、密談の真っ最中だった。

　話す内容は音声データとして参照可能。テキストとしても文字起こし済み。

　ひととおり確認して、ナダル理事がうなずいた。

「……彼らは武力の行使も視野に入れているか。やはりな」

「ナダルどのが予測したとおりの時機に、予測どおりの行動に出てきたね」

「うむ」

　同どう朋ほうのコメントに、ナダルがうなずいた。

「本土から避難してきた政治家および官僚諸君がわれらの租界でも権力者ぶろうと、無駄に口うるさかったのでね。あちらを抑えるため、あえて国防軍……敗残兵といえども武力を持つ側──実力組織の諸君を優遇し、増長させてきた。おかげで、うるさい邪魔者が三分の一以下に減ったぞ」

　数式の証明でもするように、仏頂面のまま変人理事が語る。

　亡命エルフの賢人が集う理事会において、ナダル・ラフタルは『謀略担当』の役どころなのだという。

　志し波ばは彼の非常識さを知っている。だから最初、

（こんな人を策略家あつかいして、エルフの先生たちは変わってるな……）

　と、あきれていた。

　しかし、この数ヶ月。租界行政府の方針にいちいち口を出す『本土からの避難組』にのらくらした態度でナダルが接していたら。

　次第に、元議員・大臣・エリート官僚らの横柄な声は小さくなっていった。

　エルフ族ではなく、同じ境遇の軍人たちに気を遣って。

　結局のところ、彼らは平時の権力者。非常時には兵士・兵器という武力を抱えた実力組織を押さえつけるなど──よほど根まわしに長たけているか、カリスマのある指導者でなくては無理なのだ。

　そして、ナダルは文民サイドと軍人サイドを分断すべく、折にふれて、国防軍残党の上層部や有能な若手士官の自尊心を満足させるよう優遇してきた。たとえばガソリンをはじめとする化石燃料の優先提供などという形で……。

　志波はひそかに思う。

（しかもなあ。軍の残党でも歳としのいった佐官や将官は、市民軍の名誉職と超豪華なゲストハウスの居住権をエサに引き抜いて、飼い殺しにしちゃってるもんなあ……。ほとんど燃料もないイージス艦に残った国防官は若い連中ばっかり。そりゃあ暴走しやすくもなるでしょうよ──）

　志波も元国防官。しかし、古巣に愛着はほとんどない。

　変人理事の手のひらで踊る青年士官と血の気の多い兵士らをすこしだけ気の毒に思ってから、現在の職務に集中しなおした。

　憂いのある美貌の理事が発言したところだった。

「軍部の暴発にそなえて、われわれも戦闘用ドロイドによる警備態勢と──迎撃の準備を、早急にととのえねばなりませんね」

「もしくは、われらの放蕩息子に介入してもらうか……」

　華やかな雰囲気の美青年エルフがやんわりと付け足す。

　ラグ・エル・ラパン理事。腰までとどくアッシュブロンドの髪も麗しく、理事会のなかでもひときわ目立つ人物だった

「しかし、あまり調子がよくないとも耳にしている。……大僧正。ルドラを誕生させた碩せき学がくのひとりである貴方あなたに問おう。実際、彼はどうなんだい？」

「万全……とは、言いがたい状況ね」

　可か憐れんなエルフの美少女、アザリン大僧正が残念そうに答えた。

「あたしたちの手当によって、機械部分と生体部分はすっかり回復しているの。でも、ルドラの調子はなかなか上がってこなくって。すでに二代目着装者の肉体にもどしてあるけど──着装成功率は三割を切っている」

「不思議だね。あれほど空そらのアスラに適合している着装者どのなのに」

　ラグ・エル理事が怪け訝げんそうにつぶやく。

　だが、アザリンはしばらく考えこんでから、ぼそりと言った。

「機械と生体のハイブリッドであるアスラフレーム……。生ける魔神であるからこそ、着装者に強く同調する。問題はルドラではなく、あの子なのかも──」





　　　　　　　　　２






「おーっ！　結構面白い、こいつらの操作！」

　脳天気にはしゃぐ伊い集じゆう院いん。しかし、今は勤務中であった。

　水上租界『那な由ゆ多た』のセントラルタワー。二五階にある『自律駆動式ドロイド研究所ラボ』の試験運用テストルーム。

　広い室内は陽ひ当あたりがよく、ほとんど何も置かれていない。

　床にあぐらをかいた〝上司〟の志し波ばが持ちこんだノートＰＣ二台とタブレット端末。さらにドロイド──次世代型ドローンだけ。

　今、極小のドロイドたちが飛行中だった。

　ハエ、テントウムシ、ウスバカゲロウの金属模型。それぞれ三つずつあり、全て音もなく飛びまわっている。

　それも──伊集院の念じたとおりに。

　空中で右へ左へ行き来させる。ループや加減速も自由自在。楽しい。

「空撮用のドローンを飛ばすよりカンタンでいいっすね！」

　鼻息荒く、伊集院は言った。

　右手にリング状の光、ナノマシン活性化の輝きが現れている。

　一方、飛びまわる極小ドロイドたちをしげしげと眺めて、〝市民軍専任武官〟なる肩書きの志波十じゆう郎ろう太たは感心していた。

「さすがナノマシン移植者……複数体まとめてコントロールできるのかあ。今、動かしてるのって八体、九体？」

「あと二桁くらい増えても、全然イケそうッスよ」

「本当に!?　じゃ、次回テストしてみよう。あと中型、大型のドロイドもあつかってもらえるとすごく助かるんだけど……」

　志波がノートＰＣのタッチパッド上で指を動かす。

　すると、テストルームの白い壁が──横にスライドした。

　なかは格納スペースであるらしく、直立する人型ドロイドと四本足の犬型ドロイドが待機している。

　以前、セントラルタワーを取りまく農耕地エリアで見かけたタイプだった。

　その二台に伊い集じゆう院いんは右手を向けた。リンク完了。かしゃり、かしゃりとひかえめな駆動音を立てて、人型・犬型がそろって近よってきた。

　来いと念じただけでこれ。伊集院は安あん堵どした。

「そういやオレ、三号フレームの拡張ドロイドも遠隔操作できたッス」

「いいねえ！　実はさ、水上租界にはドロイドがたくさんいて、あたえられたオーダーどおりに自律行動をしてくれているんだ。でも、ときどき人間の手でフレキシブルに操作しなきゃいけない場面もある……」

　しみじみと志し波ばがつぶやいた。

「旧世代型のドローンをあつかえるからって、ぼくがオペレーターやるんだけど。昔ながらのパソコン経由じゃ限界があって。ナノマシン移植者をそろえないとって、途方に暮れてたんだよー」

「あー。十代のうちじゃないと、ナノ移植しても定着しないんですっけ」

「そうそう。しかも適性のある子はすくないし。なのに、無人ドロイド部隊の隊長なんてまかされてさあ……」

「でも志波さん。そんなこと言いながら──」

　上司のぼやき節に伊集院は首をかしげた。

　志波のノートＰＣ、真横にワイヤレスのコントローラーがある。ゲーム機で使うものよりもひとまわり大きく、スイッチも多い。

　すこし前、志波はこれを使って、ドロイド操作を実演してみせた。

「昆虫サイズのこいつらを器用に飛ばしてますよね？　港にある国防海軍の船に潜入させて、いろいろ情報収集して。いい腕じゃないッスか」

「いやあ。神経使うんだよね、これ」

　ハエ、テントウムシ、ウスバカゲロウ型の極小ドロイドたち。

　太陽電池とナノモーターを搭載し、こんなサイズでも自在に空を飛びまわる。高次ナノテクノロジーの成果のひとつ。その内蔵カメラとマイクが集めてきたデータを、伊集院はタブレット端末で再生させた。

　密室で交わされる相談の映像・音声が流れ出す。

『タワーを哨しよう戒かいするドロイドの移動経路は……』

『やつらの、エルフどもの戦力は……』

『決行の時期は、やはり……』

　無線操縦によってドロイドを屋内へ送りこみ、収録してきたもの。

　極秘であろう音声データ。伊集院は困惑しつつ言う。

「こういうの、オレみたいな中学生が聞いちゃっていいんですか？」

「悪いはずないでしょ。君ら、アスラフレームと着装者三号の関係者だし。しかもナノマシン移植者っていう超待望の人材っ。それに──子供とか学生なんて、もう気にするのはバカバカしいよ。こんな時代だもの」

　最後の一言に、やけに実感がこもっていた。

　志し波ばは元軍人ながら、えらぶるところがまったくない。

　伊い集じゆう院いんの知る国防官たちとは雲泥の差。頼もしさはないが、親しみが持てる。また、たまに『さすがプロ』と感心させられる知見を口にするときもあった。

「君の友達──一いち之の瀬せくん。あの子の適合データを見たけど、すごいね。先代三号を全ての数値で上まわっている。あれならカタログスペックどおりに『五万機のドロイド部隊』を構築して、大軍団を展開することも夢じゃないよ」

「それ、ネットとかフィギュアの解説で見たッス！」

　伊集院は熱く叫んだ。

「三号フレーム直属の親衛隊なんスよね!?」

「うん。三号があつかえる可変ナノ粒子を総動員できれば、ね。水みず城きさん──前の着装者はそれがやれるほど、適合レベル高くなかったけど」

「じゃ、誇大広告!?」

　反射的に伊集院は口走った。

　志波は「ははは」と乾いた笑いで応じてから、ぼそりと、

「……当たり。実際、三号フレームのプロモーションには大手広告代理店も深～く関わってたんでね……。あの人たち、都合のいい情報ばかり切り抜きして、着装者三号をスーパーマンみたいに宣伝してたからなあ」

「そういや公式サポーターソングとかも売ってたッスね……」

　サッカー日本代表のファンでも知られる有名アーティスト。

　Ｗ杯にも出場した選手たちと親交のあるグループが『自分らしく』『君の背中を押すよ』等、ふわっとした歌詞の応援ソングを歌っていたのだ。

　志波は疲れた顔で微笑ほほえみ、言い足した。

「あと、基地から『着装者三号』をアシストするオペレーターチームも、その水準に達してなかったよ。五万機の近衛部隊は絵に描いた餅だったわけだ」

「オペレーター？」

「三号フレームは空の王様。つまり、空戦ドロイド部隊を指揮する将軍だからね。……将軍には参謀や副官だって必要なんだよ」

　裏話込みの雑談が盛りあがっていたとき。

　ナノマシンの光輪が浮きあがった伊集院の右手から、軽快な着信音と光の粒がひとつ、こぼれ出てきた。

　宙に浮かんで、ちかちかまたたきながら粒子は待機中──。

　志し波ばに『いいよ』とうなずかれたので、伊い集じゆう院いんは開封をイメージした。

　粒子は空間投影されたメッセージウインドウとなり、丸文字フォントのテキストを表示してくれた。

『アリヤはそろそろ街に出かけますけど、先輩はどうします？』

「まだ仕事中だよっ。そっちも理事さんの秘書だろ？　いいのかよ？」

　後輩からの情報連結コムリンクに、伊集院は肉声で答えた。

　口にした言葉はテキストのメッセージとしてアリヤにとどく。セントラルタワー内では通信アプリよろしく、こういうやりとりもできるのだ。

　尚なお、返答はすぐに送られてきた。

『ナダルおじさん、考え事をするとか言いながら、ブロックのおもちゃを作ってます。アリヤがついてる意味はないって、今日は秘書の仕事、お休みになりました』

「レゴのメカゴジラ……こんなの、どこにあったんだよ！」

　添付画像を見て、伊集院はうなった。志波が苦笑いする。

「ナダル理事のプライベートルーム、『大撤退』の前から、この手のコレクションでいっぱいだったらしいよ。あと、海に沈んだ街から雑貨やレアものを回収してくるトレジャーハンターみたいな人たちもいてね」

「へえ！　面白そうッスね！」

「ところで、理事の姪めい御ごさんはタワーの居住エリアに住んでるの？」

「はい。外周ブロックの『街』はエルフにゃ危ないですからね。通勤組のオレや志波さんがうらやましいみたいッスよ」

　市民軍専任武官のアシスタントになった伊集院。

　アリヤはといえば、伯父のナダル理事付の秘書となっていたのだ。

「あの子がひとりで外周に行くのか……。大丈夫？」

「あー……。そういや、アインさまと一いち之の瀬せが遠征中なんスよね。一応、なつき先輩に連絡しときます」

　心配そうな志波に、伊集院は答えた。




　電動スクーターを駆って、アリヤは海辺の道を走る。

　水上租界のセントラルタワーから外周ブロックへ、二〇分かけてやってきた。

　往復の時間を費やしてでも〝外〟へ出る必要があったのだ。ずっと愛用している制服にヘルメットを合わせて、時速六〇キロで快走中。

　エンジン音に負けじと、アリヤは高らかに誓った。

「朝ごはんもお昼もタワーで食べたから、おやつと晩ご飯は絶対に動物性のタンパク質を摂取しますよ……！」

　志し波ばや伊い集じゆう院いんは毎朝、外の下宿先から通勤してくる。

　対して、アリヤはセントラルタワーに居住。めんどくさい伯父のナダルとはべつの部屋で暮らせることになったし、独特の戒律にもかなり慣れた。

　だが、それでも一日に一度は〝外〟でゆっくりくつろぎたい──

　というわけで、陽ひの高いうちから愛車の電動スクーターに飛び乗ったのである。

「本当はこっちで暮らしたいのに、みんなに止められますからね……」

　潮風を切ってのバイク移動で、ついにたどり着いた繁華街。

　公共の駐車場となっている空き地にスクーターを停とめて、アリヤは歩きはじめた。めざすは屋台の集まるフードマーケットだ。

　バラックやプレハブの建物ばかりだが、そこそこの人でにぎわっている。

　元気な地方都市めいた活気がここにはあった。

　ただし──アリヤは眉をひそめた。

「ああいうのを人目もはばからないでならべるのって、どういう神経なんでしょう？」

　ちょうど通りがかった雑貨店の店先。

　生活用品の山とはべつに、目立つ形でＤＶＤやブルーレイディスクが陳列されている。黒いトールケース入りで中身はわからない。

　しかし、そばに手作りの看板とポスターがあった。

『一八歳未満お断り』『大人気エルフもの』『売れてます！』

　ポスターのモデルはほぼ全裸の人間女性。童顔だがスタイル抜群。あからさまにアダルトものであろう作品名と女優名も書かれていた。

　ちなみに、謳うたい文もん句くどおりにエルフものだった。

　可愛かわいらしい女優さんはコスプレ用の付け耳で、エルフの姿を真ま似ねしていた。ご丁寧に金髪のかつらまでかぶっている。

　……『大撤退』前に製作されたＡＶを不正コピーしたのだろう。

　オリジナルは動画データか、はたまた本土ないし海中に沈んだ都市部から引きあげたディスクなのかはさだかではない。

　が、商魂のたくましさと、こういう作品を渇望する男の性さががうかがえる。

　だから、存在すること自体はまったくかまわない。

　しかし往来のどまんなか──それも亡命エルフが造りあげ、共存している街中に堂々とならべる神経、いかがなものだろう？

　特にアリヤは思春期の女子で、エルフの血まで引いている。

　自分自身にもいやらしい視線を向けられたように感じて、寒気を覚えた。それでも気を取りなおして、歩き出そうとしたら。

　かしゃっ。たしかにシャッター音だった。

「えっ？」

　アリヤはあわてて背後を振りかえった。

　きょろきょろ周囲も見まわす。道ゆく人々は十数人もいて、性別・年齢もばらばら。誰もカメラのような道具は持っていない。

　隠し撮り、されたのか？　不気味に思いながら、この場を離れる。

　しかし、まわりの視線──特に男たちのそれが気になる。厄介なことに勘ちがいや自意識過剰ではなく、とある飲み屋にたむろしていた青年のひとりは、はっきりアリヤを指さして仲間の男たちへ何かしゃべっていた。

「カノジョ、すげえかわいいじゃん」

「おまえ、ロリコンかよ。子供じゃねえか」

「バカ！　耳長いし、たぶんエルフだぞ！　俺、声かけてくる」

「親戚のお姉さんも誘ってもらって、合コンやろうぜ、合コン！」

「人間と寿命ちがうんだろ？　あの子も実は歳とし上うえかもな！　ハーフの子供が生まれたら、みんなご祝儀くれよ！」

　若い男たちのあけすけな会話が聞こえてくる。

　全員、かなり酔っているようだ。アリヤはすっかりあせった。

「は、早くみんなのお店に行かないと──」

　かしゃっ。またシャッター音。アリヤの心臓がすくみあがる。

　もうイヤだと泣きたくなったとき。知り合いの声が元気よく、いやみなくあやまるのをたしかに聞いた。

「あ──ごめん！　前を見てなかったにょろよん」

　悪目立ちする元女子高校生、波は多た野のなつき。

　牡ぼ丹たん柄の振袖をコート代わりに羽織った彼女は、ヘチマのように痩せた三〇歳前後の青年とぶつかり、突きとばしたところであった。

　地面に尻もちをついた相手は、あたふたしながら手をのばす。

　その先に小さなデジカメが転がっていた。だが、彼よりも先になつきが取りあげ、にっこりと笑いかける。

「こいつはうちが回収するってことで、文句ないよねん？」

「…………くそっ」

　短く毒づいて、なつきの背負う日本刀をにらみつけてから。

　痩せた男は逃げるように去っていった。




「い、いつのまにスカートのなかを隠し撮り──」

　アリヤは愕がく然ぜんとして、つぶやいた。

　さっきの不審者から没収したコンパクトデジカメ。

　念のためナノマシンによるハッキングでパスワードを解除し、画像データをチェックしてみたら。とんでもないものが映っていた。

　なつきがいつもの軽い口調で警告してくれた。

「アリヤちゃんも気をつけなきゃダメだよお。外周ブロックに出没するハーフエルフの美少女ってことで、うわさになってるにょろからねー」

「う、うわさ!?」

「あのね。租界で暮らす人たちの大半はエルフの先生に感謝して、礼儀正しく接していると思うよー。……人前ではね。でも先生たち、超絶クラスの美男美女だからさ。煩悩まみれの地球人グループは男も女ももんもんとしちゃうみたい」

「もんもん、ですか……」

「そっ。可愛かわいいところでは出待ちとファンクラブ創設。罪のない範囲内だとエルフものＨ動画の共有、コスプレ風俗。犯罪認定レベルだとストーキングに隠し撮り、写真の密売……。特にアリヤちゃんは定期的に街へ出てくるエルフ美少女として、変態チックな趣味を持つ連中にとっては格好のターゲットみたいで──」

「ア、アリヤでそれなら！」

　とんでもない事実を知って、アリヤは叫んだ。

「こっちで暮らしてるアインさんはもっとたいへんじゃないですか!?」

「たしかに、あのひとをこそこそ妙な目で見てる男どもは多いにぇえ。たまに女でもそうなってる。でもアインさん、何度も市民軍のクリーチャー狩りに参加してて、めちゃくちゃ銃を使えることも知られてるから」

　亡命エルフの賢人は基本、セントラルタワーに居住する。

　外周ブロックに出てくる機会はすくない。だが、同じエルフながらアインだけは一いち之の瀬せユウと共にいることを選び、市井に身を置いている。

　なつきはあっけらかんと語った。

「直接、不ふ埒らちな真ま似ねをする輩やからはめったにいないよん。いつだったかナイフ持った酔っ払いにからまれたときも、あのごついブーツで相手の刃物を蹴っとばして、あごまで蹴り砕いてＫＯしちゃったの武勇伝になってるし」

「さ、さすがエルフの国の女王さまです……」

　感じ入ったアリヤは今、フードマーケットのとある屋台にいる。

　なつきとその友人たちが切り盛りしている店だ。そのメンバーには舞まい鶴づる以来の仲間である一之瀬ユウとアインもふくまれる。

　昼間は屋台で稼いで、夜はトレーラーハウスで共同生活。

　そういうサイクルの暮らしがはじまって、すでに半月ほど経たっていた。

　そして、屋台であつかう食材は──

「ほい、焼けたよん。冷めないうちに食べちゃって」

「待ってました！　このタレ絶品すぎて、たまに夢に出てきますっ。ユウ先輩が味付け担当なんですよね？」

　なつきに差し出された焼き鳥の串、アリヤは歓喜して受け取った。

　材料はニワトリではない。しかし海鳥でもない。わざわざ遠征して入手する〝食べて美お味いしい野鳥の肉〟だった。

　今回は──カルガモ。

　煮込み料理や鍋に使うなら、マガモ・合あい鴨がもの方が美味しいらしい。

　だが、大きく切ったモモ肉を特製のタレに漬け込み、炭火で焼けば、カルガモも十分以上に美味であった。

「胃袋を毎日満足させるためにも、ユウ先輩をアリヤの魅力でキープしちゃうのは『アリ』かもしれませんね」

　肉を一切れ、もぐもぐ食べてから、アリヤはつぶやいた。

「アリヤには隠し撮りされるくらいのアイドル性があるわけですし。その気になれば、かなり勝ち目がありそうな……」

「言うねー。でもユウくん、今日もアインさんにがっちり密着ガードされてるよん」

「ふたりは今日、遠征ですか？」

「そ。そ。おかげでうちは商売繁盛。お昼にはいつも行列、早くも人気店の仲間入り。大助かりなんだよねーっ！」

　満面の笑顔でよろこんでから──なつきはぼそりとつけたした。

「問題は、ユウくんたちが今日もすんなり帰ってこられるか、だにぇー」
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「帰りは迎えとか必要ないんだろ？　いつもどおりに」

「は、はい。自分たちでなんとかします」

　屈強なロシア人男性、アレクセイ・ボロノフにユウは答えた。

　難民として、彼も水上租界へ来たのだという。今は租界行政府が運航させる『輸送船』の船長を務めている。

　海上に孤立する水上租界『那な由ゆ多た』において、船の重要度は高い。

　平野部の水没した列島本土からの資材回収。

　そして何より海外──韓国、中国、台湾など、異世界からの襲撃にもぎりぎりで持もち堪こたえている近隣国との交易や支援物資のやりとり。

　輸送船の出番はいくらでもあるのだ。

　……そして船長のボロノフ、強こわ面もての風貌といい逞たくましい体つきといい『元マフィアか軍人か』なのである。市民軍のメンバーでもあり、〝クリーチャー狩り〟のときはおそろしく手慣れた銃さばき、ナイフさばきを見せる。

　戦友でもあるロシア人の猛者に、アインが笑みを見せた。

「いつもすまない。租界に帰ったら店に来てくれ。礼をしよう！」

「世話になってるのはおたがいさまだ。持ちつ持たれつでやってこうぜ」

　砂浜へ乗りあげさせた手て漕こぎのボート。

　沖合に停泊する輸送船から、ユウたちを島──和わ歌か山やま湾に浮かぶ無人島の浜辺まで運んでくれたもの。その小船をボロノフはひとりで楽々と海に押し出し、慣れた手つきでオールを操って、自分の船へともどっていく。

　もとは貿易関係の仕事をしていたとかで、ネイティブ並に日本語を話すロシア人。

　彼の逞しい背中を、ユウとアインはふたりきりで見送った。

「さっそくはじめよう、ユウ」

「わかった。あ──約束、覚えてる？　今日は僕にもあれ、やらせてよ」

「もちろんだ。あなたの手並みに期待しているぞ！」

　こうして、狩りがはじまった。




　だああん！

　強烈な銃声がとどろく。

　いつもの八九式小銃ではなく、狩猟用のライフルをアインは使っている。

　自然ゆたかな無人島の山林に入り、ハンティング。第二次大戦の頃までは要塞島として使われ、戦後は観光地として開発された小島だった。

　近年は人も住まなくなり、鳥獣たちの領土と化している。

　今もアインは野ウサギをしとめたばかりだ。

　獲物を回収するのはユウの役目。小動物の体はまだあたたかい。しかし頸けい部ぶを撃ち抜かれて、とっくに絶命していた。

　……アインはむやみやたらと撃つわけではない。

　自然のなかをゆるゆる散歩しながら、生き物たちを悠然と捜している。

　発見してもあせらず、余裕ある動作でライフルを構え、軽やかに引き金を引く。さすがに百発百中ではない。だが命中率はおそらく八割を超す──。

　野ウサギ、ヒヨドリ、キジバトと、順調すぎるほどに獲物をしとめていく。

「お店で使う食材、今回もいろいろ確保できそうだね」

「しかし、そろそろ大物を狙いたいところでもある……見ろ、ユウ」

　アインの視線の先に、可愛かわいい生き物がいた。

　雑木林の木々、その間を歩く子鹿だった。つぶらな瞳でまだ警戒心がすくない。ユウとアインが遠目に見えているだろうに、逃げようともしない。

　さっとライフルを構えるアイン。

　ユウは同情心を押し殺して、見守った。

　だああん！　銃声のあと、倒れた子鹿のそばにふたりで行く。弾は心臓近くに当たっていたが、まだどうにか生きていた。

　全身ぴくぴく痙けい攣れんさせる子鹿を見おろして、アインは言った。

「楽にしてやるといい。できるな？」

「う、うん」

　実はアインだけでなく、ユウも同じライフルを持っていた。その銃口を子鹿の頭に向け、ゆっくりと、しかし、たしかな力を指先に込めて──

　ユウの放った一弾が、子鹿にとどめを刺した。




　子鹿に次いで、大人のシカを四頭しとめたあと。

　きれいな小川のほとりで、ユウとアインはすこし前まで生きていた鳥獣たちの『血抜きと腑ふ抜ぬき』をはじめた。

　丹念に消毒したナイフをふたりで手にしている。

　のどや頸けい動どう脈みやくを切って、血を流出させる。おなかを縦に切り裂いて、内臓を抜き取る。地道な作業だった。

　いつもはアインがてきぱき手を動かし、ユウはうしろに控える助手役だが──

「四本足の獣はすぐに血と臓ぞう腑ふを抜かないと臭みが出る。味も落ちる。鳥でも胴体の傷ついたやつはやっておいた方がいい」

「わ、わかった」

　今日はユウがナイフを使い、動物たちの血・臓物と向き合っていた。

　アインはうしろから確認しつつ、ときどきアドバイスしたり、より上手なやり方を実演してみたりと師匠役に徹している。

　狩猟のときは、いつもアインの助手役だった。

　だが、今日は無人島遠征の前に、志願していた。『もっといろいろ教えてよ。解体して肉にする方法とかも……』と。

　命を奪い、その血肉を糧にすることの重みを実感したかったのだ。

「さすがユウは器用だな。手さばきがずいぶんよくなってきた！」

「やること自体は、そんな複雑じゃないからね……」

　あいかわらずユウを誉ほめる機会は見逃さないアインに苦笑いしつつ。

　作業に没頭していく。もともと器用な方なので、だんだん手際がよくなっていた。ユウはふと顔を上げた。

　自ら殺した子鹿のつぶらな瞳がこちらを見つめている。

　そして思い出す。今まで斃たおしてきたクリーチャーたちの死骸。獰どう猛もうな魔獣だけでなく、トロウルやゴブリンなど、人型の妖精種もいた。

　何より、直じかに対面した大魔術師ふたりは地球人種ヒユーマンとうりふたつで──

　ユウはぼそりと言った。

「話ができたり、気持ちがわかる相手と戦うのって──きついね」

　物言わぬ子鹿の目にさえ、いたたまれない感情が湧きあがってくる。

　遅まきながら自覚した。異世界の大魔術師と出会い、言葉まで交わした経験。ユウの精神に想像以上のショックをあたえていたようだと。

　でも、自分と仲間たちが生きていくために、戦わないといけない。

　そう念じながら、手とナイフを動かしつづける。そんなユウを見守るアイン、何かを決心したようにうなずいていた。




　水上租界『那な由ゆ多た』には、銃器を所有する市民がすくなからずいる。

　狩猟経験者もアインだけではない。しかし、彼らが野生動物の多い『島』などに遠征することはすくなかった。

　獲物を撃つだけが『狩り』ではないからだ。

　しとめた鳥獣の死体を運搬できる船が必要となる。一度になるべく大量に運びたいから、大きめの船がいい。

　そうなると燃料費や人件費など、往復にかかるコストがさらにかさむ。

　遠征先で解体作業を行って、コンパクトな食肉にしたうえで移送する手もある。が、その場合でもやはり大型の冷蔵庫くらいは欲しい……。

　要するに、コストと労力がかかりすぎるのだ。

　これこそが水上租界で『肉』の値段が高騰する原因だった。

　しかし、ユウたちには裏技があった。

「うわ──。もう四回も失敗しちゃったよ。最近、ほんと調子がおかしいな……」

「気にするな、ユウ。目の前に敵がいるわけでもない。また試してみろ」

「う、うん。……やった！　着装できた！」

　たくさんの可変ナノ粒子がずっとユウのまわりで輝いていた。

　しかし着装できないまま、五分ほど時間だけが過ぎ──ようやく黒と黄金のナノ装甲が一いち之の瀬せユウの全身をつつみこんでくれた。

　ヘルメット越しにうなずきかけ、さっそくアインに要請する。

「いつものやつをおねがい」

「心得た」

　ユウの視界にウインドウが現れ、テキストメッセージが流れ出す。

『Mantra Server Startup Complete. All PRAJNA Running』『System Now Booting, Spellbook〝VAJRA-SEKHARA SUTRA〟…』

　さらにアインが福音ゴスペルコードを唱えて──

　二機の拡張ドロイドが構築された。

　ひとつめは、プレハブの大型物置を彷ほう彿ふつとさせる四角い箱。ふたつめは、フルアーマー化のときも使った水上バイク型《ＭＵＶエアモービル》。

　三号フレームを身につけたユウ、さっそく作業をはじめた。

　箱型の物置──否、物資輸送用の拡張ドロイド《ＭＵＶガレージボックス》。

　その保冷モードをオン。大きな冷蔵庫になった輸送ボックスに、狩りの成果をどんどん運び込み、そっと横たえる。

　みんな血と臓物を抜いただけ。まだ解体はしていない。

　野ウサギや大小の野鳥はともかく、子鹿と大人のシカ四頭は大荷物。が、着装者三号となったユウは軽々と運搬を終わらせた。

　あとは衛生的な環境で、じっくり食肉にすればいい。

「最後に稼働時間の設定……たっぷり余裕を持って一二時間にしとこう。──三号、地図を出して。うん、荷物の輸送先は水上租界のここ」

　ヘルメット内でぶつぶつ言って、ユウは指定を終えた。

　これで設定した時間内、フル稼働できるだけの電力と動力が三号フレームから拡張ドロイド二機にチャージされる。

　さらに自律行動するための人工意識体もオン。

　物置にしか見えない《ＭＵＶガレージボックス》はふわりと浮きあがり、空飛ぶ冷蔵庫となって、飛び去っていった。

　時速七〇キロほど。一時間と経たたずに到着するだろう。

　形はどうでも、あれは拡張ドロイド。自律行動できる次世代ロボットなのだ。

　ユウは一息ついて、着装を解いた。

「こんなことにアスラフレームを使うの、ちょっとずるいかもだけど」

「その分、安くて美う味まい肉をみんなに食べさせているからな。決して私利私欲のためにアスラを悪用しているわけではない……と、わたしは思うぞ」

　生身の体で恐縮していると、アインに言われた。

　波は多た野のなつきやその友人たちとはじめた軽食の屋台、並みいるライバルを押しのけ、早くも行列のできる人気店となっている。

　焼き物の串、具のすくない煮込みうどんなどが主力商品だ。

　ユウをはじめとするスタッフはみんな若い。ほとんど十代、最年長でも二〇代前半。腕のいい元料理人がいるわけでもない。

　それでも人気なのは、ときどき破格の安さで〝本物の肉料理〟を出すからだ。

　毎日は提供できない。しかし、それを期待して、たくさんの客が店に通ってくる。おかげで商売繁盛の日々だった。

　問題といえば、ユウと三号フレームの不調くらいで──

「最近は強いクリーチャーも来ないし、《ポータル》も攻めてこないから、なんとかなってるけど。早く調子をもどさないと、みんなを守れないよ……」

　つぶやいてから、ハッとする。

　もどすも何も、一いち之の瀬せユウはそもそも《着装者三号》ではない。

　たまたま三号フレームを着装できただけの中学生。臨時のピンチヒッター。この不調をきっかけに、もう引退したってかまわないはずだった。

　しかし、そうしたら〝みんな〟を守れないのも事実。

　そう。日々の糧を得ようと狩りをするのも、クリーチャーの命を奪い、大魔術師と命がけで対決するのも、仲間のためだからがんばれること──。

「…………あ」

　今、自然と思い浮かんだ仲間たちの顔。

　アイン。伊い集じゆう院いん。アリヤ。なつき先輩もそうなりつつある。

　亡命エルフの先生たち、元軍人の志し波ばに、ロシアンマフィアのようなボロノフだって、そのうち……。だが、それ以外の人たちは？

　ユウが自分の狭量さとかたくなさに気づいたとき。

「ひとつ提案がある。つきあってくれるか、ユウ？」

　アインが明るく声をかけてきた。




「はははは！　結構楽しいものだな！」

「う、うんっ。できれば、もうちょっとだけスピード落として欲しいけど！」

「何を言う。アスラと化したあなたは、この数千倍の速さで飛んでいるんだぞ!?　まだまだいける！」

「わああああああっ!?」

　ユウはたまらず絶叫した。

　着装を解き、生身の体にもどっているので、風圧がきついのだ。

　──アインといっしょに海面を超高速で滑走し、波を切り裂いている。

　拡張ドロイド《ＭＵＶエアモービル》。水上スキーによく似たメカは反重力リフターの推進力で空を飛ぶ。自動操縦の設定もできる。

　しかし今は、ハンドルをにぎるアインが手動で操作中だった。

　海面すれすれを飛行させて、水上スキーそのものとして活用しながら。

　ユウはと言えば、前にすわるアインの腰に両手を回し、彼女の背中にしがみついて、懸命にふたり乗りタンデムしていた。

　風切り音に負けじと、アインが大声で笑いながら言う。

「租界の港で似たような乗り物を使っていたからな。あれを見て、ぴんときた。わたしたちのドロイドなら、同じことができると！」

「アイン、ジェットスキーの運転できたんだ!?」

「今日が初めてだ！　どうせ馬と似たような乗り味だろうと思っていたが、なかなかの荒々しさで──気に入った！」

「ってことは、初心者じゃん!?」

「とんでもない。すでにこやつの癖はつかんだ。達人とまではいかないが、早くも熟練の技を身につけつつあるぞ！」

「でも、ときどき不安定に──わああっ!?」

　正面から波をかぶって、ユウはあせった。

　より強くアインの体にしがみつく。どうも最初からマリンレジャーを楽しむつもりだったらしく、彼女は持参していた海用の服装に着替え済みだった。

　ＵＶカット、撥はつ水すい加工のラッシュガード。色はネイビーブルー。

　腰から下はレギンスに、花柄のショートパンツ風水着。仕上げにサンバイザーをかぶり、お洒落しやれに決めている。

　ふだんよりもぴっちりした格好なので、抜群のスタイルがより際立つ。

「とりあえずユウ、今このときだけでも面倒事を忘れろ」

　不意に核心を突かれて、ユウはどきっとした。

　アインの方はあくまで快活に、明朗に、気鬱をふきとばすように言う。

「頭を空っぽにして楽しんで、明日からの揉もめごとにそなえるといい。何よりわたしは最高に楽しいぞ！」

「そ、そりゃ僕だって、絶叫マシンはきらいじゃないけど──！」

　ふたりで騒いで、遊びながら海を快走する。

　そのうちユウも気を取りなおして、運転手役を交代。ふたりで代わる代わる拡張ドロイドを操作しながら、ついに水上租界の近海までやってきた。

　太陽がだいぶ西に傾いている。もうすぐ夕方になる頃だ。

　ひさしぶりの水遊び。何度も回り道をしたので、すっかり遅くなってしまった。

　この頃にはアインもとばすのをやめ、のんびり安全運転で《ＭＵＶエアモービル》を滑走させていた。

　ユウも安心して、うしろにタンデムしていたら──

　急にスピードが落ちて、水上スキー型のドロイドは〝停車〟した。

　アインの操作だった。それでも浮力を失わないのは、反重力リフターにあたえられた推進力の恩恵である。

　愛機を急停止させたパートナーは、前を向いたままでつぶやいた。

「ユウ。どんな決断をするにせよ、わたしはあなたの考えを最大限に尊重する。だから、納得がいくまで自分の心に向き合うといい」

「…………うん」

　さらりとアインに言われて、ユウは短く答えた。

　水上スキーにふたり乗りをした状態なので、相方の美しい顔は見えない。だが、きっと彼女はいつもどおりに凜り々りしく、颯さつ爽そうとしているはずだ。

　そうした物言いが頼もしくも好ましい。

　落ち込みやすい一いち之の瀬せユウの心を、いつだって浮きあがらせてくれる。

　エルフの国で『戦士の女王』と呼ばれた女性のクローン体。

　はたして一之瀬ユウは、彼女が選ぶにふさわしい存在なのだろうか？　あるいは、彼女にふさわしい人間になれるのだろうか？

　自分とアインの未来について、漠然と思いを馳はせていたら──

「あ、あれ？　アイン、いつのまにこっち向いたの？」

「いや、ユウがぼうっとしてたので、どうしたのか気になったんだ」

　運転のため、進行方向を向いていたはずなのに。

　今、アインは水上スキーのシートにまたがりながらも、くるっと後方へ向きなおり、タンデムするユウの顔をのぞき込んでいた。

　すぐ目の前に、ふたつとないほど麗しいアインの顔がある。

　アーモンドのように切れ長な瞳で、至近距離からユウを見つめていて──彼女の吐息すら感じ取れそうな近さだった。

「ちょ──ちょっと近すぎるよ！」

　ユウはひどくあせって、訴えたのだが。

「わざと近づけているのだから、当然の感想だな」

「!?　なんでわざと!?」

「察しが悪いぞ、ユウ。あなたとわたしはすでに唇を許し合った仲。となれば当然、今の流れのまま行き着く先は明らかだ」

「ぜ、全然明らかじゃないと思う」

「聡そう明めいなあなたらしくもない。わかっているのだろう？　自分を案じてくれる乙女の愛に感激して、二度目のくちづけを迫るべき場面だと」

　誘うような目つきで、アインはわずかに唇を開いていた。

「そういうの、僕たちにはまだ早すぎると思うんだ！」

「……『まだ』か。ま、近い未来を見越した言葉が出てきたことに免じて、あなたの主張も認めよう。だがユウ、自分を憎からず想おもっている乙女に対して、もうすこし甲か斐い性しようを見せてもいいと思うぞ？」

「中学生に甲斐性とか言われても！」

「むずかしいことじゃない。たとえば、愛情深く抱擁するとか」

「ううううっ。つまりハグとか？」

「ハグ。抱き合って愛情を確認し合う行為のことだったな。よし、さっそくそれに取りかかってくれ、我が運命の相方として！」

　キスを誘う蠱こ惑わく的な表情を一変させて、アインは朗らかに笑った。

　大きく両手を広げて、ユウを迎え入れるポーズも万全。そんな彼女の明るさと、沈み込みやすい自分に合わせてくれる心の広さを感じて、ユウは迷った。

　これはもう、ハグするしかない流れなのか──

　いざ決断の時、という寸前で。

　ユウは銃声を聞いた。

　しかも複数。『だだだだだだっ！』『だああん！　だああん！』。連射、単発の銃声が次々と聞こえてくる。

　そして、仲間からの情報連結コムリンクまでとどく。

『アインさん、ユウ先輩！　帰ってきたんですね！　クリーチャー出現っ。現在、市民軍のみなさんが迎撃中です！』





　　　　　　　　　４






　紀き伊い半島と四し国こくに挟まれて、和わ歌か山やま湾に浮かぶ水上租界『那な由ゆ多た』。

　陸地から離れていた恩恵だろう。租界を襲いにくるクリーチャーの数、最近まで決して多くはなかったらしい。

　だが、ここ二ヶ月ほどで事情が変わってきた。

　飛行能力を持つ有翼のクリーチャー、海をものともせずに襲来してくる水すい棲せいクリーチャーなどが週に何度も現れるようになっていた。

　租界の存在が──敵の転移拠点《ポータル》の主に認知されたのだ。

　一いち之の瀬せユウも対たい峙じした大魔術師たち。選ばれしダルヴァの種族。獅し子し座ざのスカールシャンスと旋風のクアルダルドに……。

　今日、やってきたのは半魚人、登録名『マーフォーク』の軍団だった。

　人型なのだが、魚類のような鱗うろこで全身おおわれていて、喉にはエラ、手足にヒレがいくつも付いている。それが二〇〇体ほども。

　全員が三みつ叉またの矛を武器として持ち、きわめて凶暴──。

　泳ぎも潜水も達者で、当然のように海から港へ上陸してきたのである。

　まず犠牲になったのは、港湾施設ではたらく人々。

　マーフォークたちは三つ叉の矛で人間たちを戯れに突き、獰どう猛もうに串刺しにして、次々と抹殺していった。

　人間側も負けじと、さまざまな武器を手に駆けつけ、応戦する。

　──市民軍の有志たちだった。

　常備軍を持てるほど、水上租界に人的余裕はない。そこで武器を所有する一般市民に呼びかけて、緊急時には馳はせ参さんじてもらう取り決めになっていた。

　一回出動すると、謝礼金が支払われる。

　常に軍務へ従事するのは、志し波ばのような専任武官のみ。

　最近のクリーチャー襲撃に対抗できているのは、市民軍の働きが大きかった。

　そして今回は、半魚人軍団の到来。

　敵マーフォークたちに飛び道具はない。となれば、銃火器を多数そろえた市民軍が圧倒的に有利──とはならなかった。

　敵の全身をおおう鱗は、生半可な銃弾は跳ね返してしまうほどに硬かった。

「こいつら、銃が効かないぞ!?」

　威力の強い銃器なら、マーフォークもどうにか銃殺できた。

　たとえば大口径のライフル、至近距離で撃つ散弾銃など。もしくは自動小銃など連射の利く火器なら、とにかく撃ちまくることで眼球や鱗のない部位に弾丸をたたき込んで、殺傷できた。しかし。

　そうでない小口径の拳銃類や刃物の使用者は──

「わあああああっ!?」

　三つ叉の矛に襲われ、半魚人の口に生えた鋭い牙に噛かまれて、ばたばた倒れていく。

　程なくして、水上租界の外周ブロックに警報が鳴りひびいた。

　……ちょうど港には、国防海軍の護衛艦が停泊していた。

「またクリーチャーどもが来たらしい！」

「出動だ！　民間人を救助するぞ、急げ！」

　燃料不足から、ふたたび出航させる目め処どもつかない護衛艦『出雲いずも』。

　しかし、租界に難を逃れた国防軍の残存兵──総勢一二〇名ほどが拠点として起居するには十分な広さであった。

　もちろん、水上租界に〝上陸〟した方が快適に生活できる。

　使用時間の制限などはあるものの、電気・水道という不可欠なライフラインが確保されるからだ。

　が、それでも彼ら国防官は船に留とどまりつづけていた。

　この人工都市を造りあげた天才集団、亡命エルフへの不信感からだった。

「くそ。エルフのやつらが怪物どもを呼んでいるんじゃないのか？」

「連中がセントラルタワーで何をやっているのか……全ての情報を公開したうえでわれわれの指揮下に入らないかぎり、とても信用できんよ」

「議員の先生たちも最近じゃすっかりやつらに丸め込まれているしな……」

「俺ら──国防軍の上だって同じだよ。あ、元上官か」

「やめろ。今はそれよりも市民の保護だ」

　仲間へ呼びかけたのは、背の高い青年士官であった。

　佐さ久く間ま士し郎ろう。階級章は国防海軍の大尉。

　彼より年齢・階級ともに上の士官は──ほとんど艦内にいない。

　この水上租界へたどり着けた国防官自体がすくないことと、体力的に難のある年長者ほど租界に上陸して、快適な生活をしたがったからだ。

　そうした者たちは自然と、亡命エルフの顔色をうかがうようになる。

　それを嫌った若手の国防官たちが動かぬ護衛艦『出雲いずも』に集まり、かつての上官からの指示や要請を無視して、水上租界の掌握を企図しているのである。

　かつての陸海空の区分も、もはや意味はない。

　リーダーとして采配を振るう佐久間の号令一下、残存兵グループは護衛艦『出雲』から整然と下船し、マーフォーク迎撃に身を投じていった。

　そして一いち之の瀬せユウとアインは──

「ううっ。また着装できないよ!?」

「いいんだ、ユウ！　どんな勇者にも戦場に立てないときはあるっ。今はわたしといっしょに遠矢で味方を援護しよう！」

「わ、わかった！」

「ユウはこいつの操作を頼む。武器を使うのはわたしにまかせろ！」

　拡張ドロイド《ＭＵＶエアモービル》を水上スキーとして使い──

　租界の港近くまでやってきた。今、ハンドルを持つのはユウの方。そのうしろにすわったアインはライフルを構え、引き金を引く。

　だああん！　だああん！

　堅けん牢ろうな鱗うろこに守られたマーフォークたち。

　銃弾をはじくはずの半魚人。しかし、アインの放つ弾丸はことごとく守りのうすい部分を撃ち抜いていく。

　眉間や眼球、脇の下、腰のあたりの鱗の継ぎ目など。

　ユウの役目は、彼女が狙撃しやすいよう、なるべくエアモービルを水平に保ちながら運転することだった。




『すまん。志し波ばさんといっしょに近接戦用のドロイドを動かそうとしてたんだけど、準備に手間取ってるうちに戦いが終わっちまった』

『仕方ないですよ、伊い集じゆう院いん先輩』

　仲間たち──伊集院とアリヤのやりとりが情報連結コムリンクで伝わってくる。

　それをぼんやり聞きながら、ユウはひとり港にいた。

『租界周辺を哨しよう戒かいするドロイドは空から見張っていますからね。海中から来るような敵はどうしても発見が遅れちゃいます』

『これからは海のなかもケアしなくちゃ駄目だよなあ』

『水中活動できるドロイドが租界にないか、確認してみますね』

　マーフォークとの戦闘は三〇分前に終わっていた。

　戦場となった港湾エリアでは、その余韻がいまだ生々しい。

　今日の勝利と生存を祝い、貴重なタバコに火をつけ、一服する市民兵たち。友人の戦死に涙する人もいる。アインは悲しむ人たちへ声をかけ、肩に手を置いて、慰めと悔やみの言葉をかけてまわっていた。

　ユウとは顔見知りの志波も、専任武官としていそがしそうだった。

　出撃した市民への報酬。戦死者の家族への見舞金。それらを支払うための事務手続きも、彼の仕事のひとつなのだ。

　そして、負傷した人々も多い。

　三みつ叉またの矛によって体を突かれ、切り裂かれている。

　かすり傷なら自分たちで応急手当もできる。が、出血がひどく、臓器まで傷ついたような重傷者は救護車でセントラルタワーへ搬送されていく。

　また、一刻の猶予もない危篤の患者には──

　駆けつけたＥＲチームがその場で処置をはじめていた。

　亡命エルフの男女数名。タワー内にある病院の救急医療室で活躍する名医たちが出動してくれたのだ。

　医師としての知識・技術が天才であるうえに、絶世の美男と美女ばかり。

　治療される昏こん睡すい状態の当人はもちろん、まわりの地上人種ヒユーマンも彼らにうっとりと魅せられていた。亡命エルフのＥＲチームが必死に、わずかな遅滞もなく治療行為を進めるさまには、完成された舞台劇のようなみごとさがたしかにあった。

　だが、しかし。

「よ……よしてくれ。あんたたちの世話にはならない」

　ひとり、エルフ医師の手当を拒む者がいた。

　国防陸軍の戦闘服を着た人間男性。かろうじて意識がある。

　が、脇腹を深く切り裂かれ、出血多量。目の下の隈くまもひどく濃い。一秒でも早く措置を受けるべき状態だった。だというのに。

「今日だって三号さん──着装者三号が来てくれれば、二〇秒で圧勝できたんだ。俺たちを救ってくれたときみたいに！　あんたたちが三号さんを隠して、閉じ込めているんだろう……！」

「曹長、もうよせ。──この者はわれわれの方で治療する」

　割って入った国防軍の青年士官、さわやかな風貌で背が高い。

　ユウも知る人物だった。ＭＲＩ室で初めて見かけ、その後、草サッカーでいっしょにプレイしたゴールキーパー。佐さ久く間まさん。

　佐久間の部下とおぼしき国防官らが集まってきた。

　エルフ医師の制止を振り切って、担架で危篤の仲間を運んでいく。

　……この一幕がきっかけで、まわりの人間たちが表情を暗くし、ひそひそ話をはじめてしまった。

「そういや着装者三号が復活したっていうけど、全然見ないよな」

「近頃、クリーチャーの襲撃がすごいのに……」

「エルフの先生たちが三号を閉じ込めてるって──そんなことあるのか？　アスラフレームは最強の決戦兵器なんだろ？」

「あのスーツを造ったの、エルフらしいし。できなくはないかもな……」

「いやあ。そもそも三号の復活自体がウソかもしれませんよ」

「バカ言うなよ！　オレはこの目であの人をたしかに見たんだぞ！　死ぬしかないってところを救ってもらったんだ！」

　激しい戦闘を生きのびた安あん堵どと歓喜は、いつのまにか消え去っていた。

　港湾エリアに集まった市民兵たちが真偽の定かでないうわさを口に乗せ、口論にまで発展しつつある。

　しかも、こんな罵声まで飛び出てきた。

「復活したとか、しないとか、どうでもいいんだよ！」

　怒りもあらわな、すさんだ口ぶり。

　そのとげとげしさにハッとして、ユウは発言者を探した。

「あいつは──三号は肝心なときに、日本がいちばんたいへんなときに姿を消して、俺たちを見捨てたんだぞ……。今さら出てきたって知るものかよ……」

　ラベルのない瓶を口に運び、ラッパ飲みしている中年男。

　透明な液体をぐいぐい呑のんでいる。ひどく酒くさい。あまり品質のよろしくない自家製焼酎のようだった。

　戦闘終了後、解放感にまかせて早くも飲み出したようだった。

　中年男は地べたにすわりこみ、すぐ脇に八九式小銃を投げ出している。

　国防軍の標準装備品。よくよく見ると、彼の着衣は迷彩服だった。ずいぶんと汚れ、よれよれなので、すぐには気づかなかったが。

　彼も元軍人なのか──。ユウがいぶかしんでいると。

「おまえ！　オレたちの三号さんに何を言うんだよ!?」

「あれだけがんばってた人に失礼だろ！　えらそうにして！」

「うるせえな。大切なのは結果だよ……う、うわっ。や──やめてくれよ。頼むよ。俺が言いすぎたよ……！」

　着装者三号をあしざまに罵った酔っ払い、そのまわりに人だかりができた。

　救国のヒーローに心酔する『ファン』たちが集まってきて、殴る蹴るなど暴力を振るいはじめたのだ。

　あわてて近くにいた人たちが仲裁に入り、暴行を止めにかかる。

　自分のせいであんないさかいが起きてしまった。ユウは無意識に足を動かし、ふらふらと離れていった。

　やりきれない気持ちを抱えて、行く当てもなく──

「君のうわさでもちきりだねえ」

　うしろから呼びかけられた。波は多た野のなつきの声だった。

　振りかえれば、いつものおどけた笑顔がそこにあるはず。しかし、なつきの破天荒な明るさと向き合えるほど、今のユウには余裕がなく──

　どこかでひとりになりたい。

　だから足は止めたものの、首だけ背後に向けて、

「す、すいません。すこし気分が悪くて……」

　なつきと正対しないようにしながら、足早に立ち去ろうとした。

　しかし──『がしっ』と肩をつかまれた。流れるような足取りでなつきが近づいてきて、手をのばしてきたのだ。

「そりゃいけないよ、ユウくん。いっしょにおうちへ帰ろうよん」

「で、でも」

「いいからいいから。なつきさんがつきそってあげるから！」

　腕に腕をからめて、強引によりそいながらの連行。

　ユウが向かおうとした先とは逆方向へ、なつきは歩いていく。

「体調悪いのなら、特別にお姫さま抱っこもサービスしちゃうけど？」

「だ、大丈夫です……」

「なら、このままお姉さんとおうちまでデートってことでＯＫかにゃ？」

「デートって何ですか!?」

「だってほら、これ。アインさんに見つかったら、怒られちゃうかもにぇー」

　にこにこ笑うなつきとユウ、密着しながら腕を組んでいる。

　傍はたから見れば、たしかにそれは恋人同士のデートに見える。あせってユウは振りほどこうとしたのだが。

　腕力の差は歴然。びくともしなかった。

「ま、ちょっとだけ先輩の話し相手になってよん♪」

　いつもの愛あい嬌きようとお茶ちや目めさでなつきにウインクされて──

　ユウは気づいた。

　たぶん、落ちこんだ後輩をひとりにすまいという気遣いだと。悪目立ちする外見とは裏腹に、波は多た野のなつきは面倒見のよい先輩なのだ。

　もう抵抗せず、彼女と腕を組んだまま街を歩いていった。

　自分を気に懸けてくれる人のぬくもりがありがたく、すこし涙ぐんでしまった。
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　日本刀型の単分子ブレードを振るう女サムライにして傾かぶ奇き者もの。

　波多野なつきは言うまでもなく今日の戦闘でも大活躍し、マーフォーク十数体を刀の錆さびに変えていた。

　そして今、彼女といっしょにユウは『我が家』に帰ってきた。

　すっかり陽ひは傾いて、夕暮れ時。空き地にトレーラーハウスを数十軒もならべた住宅街にも落日の光が降りそそいでいる。

　災害時の仮設住宅となるはずだった移動可能物件。

　だが目下のところ、『仮設』を抜きにした住まいとして水上租界『那な由ゆ多た』では利用されていた。ユウたちには二軒のトレーラーハウスが割り当てられている。

　ちなみに、ユウと伊い集じゆう院いんは男同士ということで相部屋。

　その取り決めに不満そうだったアインはなつきと同室になり、さらになつきの女友達を何人か加えて、共同生活の真っ最中であった。

「みんなはまだ帰ってないにぇー」

「屋台の方がちょうどいそがしい時間ですし。僕たちも手伝いに行きましょう」

　そろそろ晩ごはんを求めるお客がフードマーケットに押しかけてくる。

　二一時以降は電気供給がストップする関係で、早めに夕食を済ませる人が外周ブロックでは多いのだ。

　しかし、ユウが提案してもなつきは腰を上げない。

　コート代わりの振袖はとっくに脱ぎすてていた。共用のリビングに敷いた絨じゆう毯たんの上で行儀悪くあぐらをかいている。

　まぶしい脚線美もあらわで、一四歳男子には正視しづらい姿であった。

　気まずいユウとは逆に、なつきはけらけら笑っていた。

「いいじゃない。今日はクリーチャー狩りでたくさんはたらいたしー。ユウくんなんて、食材確保の遠征までしてきたでしょ。……疲れてないのん？」

「そりゃ疲れてますけど」

「なら、なつきさんといっしょに休もう！　がんばって仕事した人は、その分おやすみしないとダメだよお」

　リビングの家具はすくなかった。

　狭いトレーラーハウスを最大限に利用するためだ。

　テーブルもイスもないので、ユウも絨毯に腰を下ろした。そういえば、なつきとふたりきりというのは初めてだった。

「今日はおつかれー──ってわけで、とっておきを出しちゃおうかねん」

　なつきが壁際に置いてあった木箱をごそごそ探った。

　彼女専用の私物入れ。引っぱり出されたのはコーヒーミルと豆入りの瓶。水上租界でもなかなかお目にかかれない嗜し好こう品ひんのひとつだった。

「あ。僕、豆を挽ひきます」

「いいよいいよー。お姉さんにまかせときな。ユウくんには何だかんだで炊事当番をしょっちゅうやってもらってるし」

「……すいません」

「ま、これが手の込んだ料理を作るって話なら、素直にユウくんを頼るけどねーっ」

　電気ケトルで湯を沸かしている間、なつきはごりごりミルを回していた。

　なつかしい珈琲コーヒーの芳香がたちのぼる。あとは紙のフィルターをセットしたドリッパーに粉末となった豆を入れ、お湯をそそぎ──

「ほい」

　黒い飲料入りのマグカップが手渡された。ユウは一口すすってみた。

「……人に淹いれてもらったからか、前に飲んでたのより美お味いしい気がします」

「そういうもんだよー。ひとりは気楽でいいけど、やり甲が斐いもイマイチないし、わびしくっていけないにぇ」

　と、なつきは自ら淹いれたコーヒーを口に運ぶ。

　せっかくの貴重品なので、ユウは時間をかけて飲み干した。テーブルのない部屋なので、空のマグカップは絨じゆう毯たんの上のおぼんに置いた。

　尚なお、なつきの方は猫舌と無縁らしく、とっくに飲み終えている。

「あの。なつき先輩はどこでナノマシンの移植を受けたんですか？」

　ずっと疑問だったことを、今さらながら訊たずねてみた。

　中学生のユウたちとは、ほぼ同年代の元高校生。本当なら今年は受験生だったという一七歳のなつき、にかっと笑った。

「たぶんユウくんたちといっしょ。なつきさん、京きよう都とで女子高生やってたの。学校の健康診断を受けたら、こっそりナノ適性も検査されてて」

「そういえば、西日本にもナノテク研究所があるって前に聞きました」

「うん。いい数値の出た子たちが集められて、ナノ移植されたのよん。そしたらビックリ。なつきさんの体、どんどんすごいことになっちゃって」

　超人的な身体能力、タフネス、視力、聴覚など。

　なつきの場合は肉体にナノマシンの効用が強く──きわめて強く発現している。変化の度合いで言えば、仲間内ではナンバーワンだろう。

　アスラフレームがなくても、彼女はケタはずれの猛者なのだ。

「実はうちのお父ちゃん、元スタントマンなんだよねん。引退したあとは殺た陣てとかアクションの振付師。娘にも小さい頃から剣道とか拳法を教えてて」

「へえ！　なんだかかっこいいですね！」

「だから、なつきさんはもともとかなり強かったの。しかもナノ移植がきっかけで、アクション映画の主人公並みにパワーアップ。自分がスーパーヒーローになった気分だったよん。丸い盾を投げたり、クモの糸を出しちゃうような」

　なつきのおどけた言い方に、ユウは吹き出した。

　アインとはまたちがう意味で、歳とし上うえの先輩はふさぎこみやすい一いち之の瀬せユウを楽にさせてくれる。しかし──

　彼女はいきなり、肩を落とした。

「そしたら『大撤退』が起きちゃってさあ。わかるでしょ？　国もお役所も、軍隊も警察も頼れなくなった。自分自身はもちろん、家族や友達を守るために、体を張って戦わないといけなくなってねー……。クリーチャーと戦ったり、人間同士で戦ったり──」

「……人間とも？」

「そうだよん。とにかく超過酷な毎日だったのさあ！」

　思わず確認したら、あっさり肯定された。

　そうだった。敗残兵とはいえ、一応は国防軍の残存部隊といっしょに行動していたユウたちとちがい、なつきは出会ったとき難民街にいた。

　妙にすさんだ空気で、住民の多くが武装し、自衛していた街。

　水上租界のような亡命エルフの行政府、監視ドロイドに市民軍もない場所。

　たしか以前、なつき自身が語っていた。

『ゾンビものの海外ドラマ、シーズン三つ分くらいの波は瀾らん万ばん丈じようは経験したかも』

『悪さをした不届き者には相応のお返しを。悪さじゃ済まない悪事をやらかしたやつには、手加減なしの制裁を──』

　人間同士の内うち輪わ揉もめがよほど絶えなかったのだろう。

　そして今、彼女はあっけらかんと笑って言う。

「なつきさん、実はあの頃のことを反省しててね。だもんで女子高生から『困ってるみんなの用心棒』にジョブチェンジしたんだよねえ」

　みんな。最近のユウを悩ませる言葉のひとつ。

　だから──背筋をのばし、居住まいを正して、ユウは訊たずねた。

「用心棒ってどういう意味ですか？」

「強いからね、なつきさん。自分より弱い人たちはみんな──みんな守ることにしたの。用心棒代は感謝のお気持ち。……ま、もちろん礼金とか食糧をくれるなら大歓迎だけど、べつになくてもいいよって♪」

「僕は──」

　ユウはぼそりと言った。

「僕にはそういうの、むずかしいです。世界にはいろんな人がいて、僕や、僕の大切な仲間にいやなことを言ったり、したりする連中も多くて──あんな人たちのことまで、命を懸けて守らなきゃ駄目なのかなって……」

　去年の六月、関東圏の都市部は海に浸食された。

　東とう京きよう都心部と国家機能が壊滅。あれ以来、いやな大人ばかりを見た。

　──ずっといっしょだった軍人たち。

　いつも尊大で、威勢のいいことばかり言ってきたくせに、あっさり民間人を見捨てて退却し、舞まい鶴づるの仮設基地ではさんざんいじめられた。

　──やけにすさんでいて、殺気立った大人たち。

　ちょっとしたことですぐに文句を言い合い、手まで出す。クリーチャーから身を守るための銃や武装で同じ人間を威嚇して、押さえつけようとする。

　──すこし〝ちがう〟というだけで異分子を排除したがる人たち。アインやアリヤ、亡命エルフの賢人たちへ非礼な振るまいをする人たち。

　種族がちがうというだけで、友達や家族にだってなれるのに──。

「たぶん僕、みんなのヒーロー向きの性格じゃないんですよね。この国のためとか日本のためとか、前の……先代の着装者三号がよくインタビューで言ってたようなこと、全然ピンとこないし」

「そんなの、なつきさんだって同じだよお」

「敵同士だからって殺し合うのもイヤだし……。だから、このまま『三号』をつづけるつもりなら、僕は──『僕』じゃない何か、どこにでもいる中学生とかじゃない、本当の僕を超える何かに変わる必要があるのかも……」

　前にアインが言ってくれた言葉。

『わたしはたぶん、今まで想像すらしなかった存在の誕生に立ち会っている』

　仮面のヒーローについて話したときだ。

　あの期待と希望に応えて、彼女の想像を遥はるかに超える何かになれないものか……。

「？　どうかしましたか、なつき先輩？」

「あー……面白いこと聞いたと思ってにぇー。『僕が僕であるために』とか『僕は僕のままで』とか『僕自身を探して』とか──たしかにもう、そんな時代じゃないもんねえ！　なんだか楽しみになってきた！」

　ぐちぐちと落ちこむユウを前にして──

　なぜか〝先輩〟はうれしそうだった。

　いつも笑顔の波は多た野のなつき。だが、わざとおどけているようにも感じていた。こうも暗い時代だからこそ、他人より強い自分だけでも笑っていようと。

　しかし今、なつきが見せてくれた表情。

　一いち之の瀬せユウの存在を心から頼もしく、うれしく思っていそうな感じで──

「アインさんがユウくんに入れ込む理由、ちょっとわかった気がするなあ」

「ど……どういうことでしょう？」

「水くさいにゃあ。そろそろタメ口でいこうよー。ユウくんが賢いって、事あるごとにアインさんが言う意味、なつきさんもわかってきたぞコラあ！」

「ちょ──痛いです！　あと胸が……当たっちゃってます！」

「いいからいいから。先輩が撫なでてあげてるんだから、オモチャになってろー。ほれほれ、ほーれー」

　がばっとなつきの胸元に抱きよせられたユウ。

　わしゃわしゃ頭を豪快に撫でられるのは、親愛の情なのだろう。

　だが、勢いよく引っぱられて、なつきのすばらしく豊満なバストにユウの顔がうずめられる形になって──

　しかも、彼女はタンクトップとショートパンツしか身につけていない。

　やわらかな乳房となめらかな素肌、双方の感触にどぎまぎしながら、それでもユウはいちばん訊ききたいことを言葉にした。
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「あの……僕も、なつきさんみたいになれるかな？」

「なれるよぉ。意外とかんたん。手のとどくところにいる『みんな』をできるかぎり、全力で守るってだけだもん。あのフレームを着られるユウくんなら、本物のヒーローにだってなれるかもだよ！」

　さすが豪傑という明解さで、なつきは即答してくれた。

　この豪快さの半分も一いち之の瀬せユウにはない。絶対にこうなれない。しかし、ユウは不思議なほど心地よい気分でうなずいていた。




　……このやりとりの五日後。

　ふたつの事件が同時発生し、ユウは大きな決断を迫られることになる。

　まず情報連結コムリンクによって、『亡命エルフの理事たちとアリヤが軍人たちに拘束され、人質に取られた』という報しらせがとどいた。

　そして、水上租界の上空に──琥こ珀はく色いろのオーロラが現れた。

　敵の転移拠点《ポータル》が、ついに近くで実在化した証あかしだった。
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　曇り空の昼下がり。

　四月も終わりを迎えつつある月末の午後だった。

　このとき、東とう堂どうアリヤは『秘書おもり』として職務に従事していた。

　水上租界『那な由ゆ多た』の理事でもある奇人の伯父ナダル。勤務中にオモチャをいじるときはまだいい。ただ遊んでいるだけに見えて、意外にも本人が申告するとおり、頭脳労働に励んでいるのである。

　オモチャ片手に、ああだこうだ黙々と脳内で悪だくみ。

　だが、手ぶらのときはちがう。同じように思考するかたわら、ナダルは傲慢な皮肉やへらず口をたたいて、まわりにいる者を辟へき易えきさせる。誰もいなければ強引に人を呼びつけ、呼び止めて、先方の都合もかまわずにおしゃべりまで──。

　伯父の暴走を抑止し、話し相手になることも実は秘書の役目であった。

　そしてアリヤには、彼を黙らせる『魔法の言葉』があった。

「われわれエルフ族の賢人にくらべれば、たしかに君ら地上人ヒユーマンの頭脳はだいぶ貧弱だし、感性も動物的だ。しかし安心してくれ。だからといって差別などしないとも。私はこれで動物学にも興味がある方なのでね……いや君。ここは私の少々ブラックなジョークに大笑いすべき場面だぞ？　その半端な愛想笑いは何事かね？」

「おじさん。いいかげんにしないとアインさんに言いつけますよ」

「む」

　日本出身らしい清掃スタッフにからんでいた伯父。

　アリヤが魔法の言葉を唱えると、たちまち口をぎゅっと閉ざした。

　性格に難ありすぎるナダル・ラフタルの『お口にチャック』できるほど、クローンエルフの少女は大きな存在らしい。

「ふふっ。おじさんが元は女王さまの相談役で、よくお説教されてたなんて──いいこと知っちゃいました」

　言葉の効き目にアリヤは満足し、にまにまと笑った。

　伯父はいつもの仏頂面をもうすこし憮ぶ然ぜんとさせた面持ちで、ぼそりと言う。

「アリヤよ。姫に余計な負担をかけるべきではないと私は思うぞ」

「でもアインさん、『ナダルのへらず口への苦情は全部わたしに伝えろ。やつを改心させてやる』って、かっこよく宣言してました」

「む」

　姑こ息そくな言い方で牽けん制せいされたので、こちらも釘くぎを刺す。

　アリヤはふたたび沈黙した水上租界の理事に背中を向けて、しげしげと〝陳列物〟を見学することにした。

　博物館を思わせる展示ケースに、貴重な品々が数多く収められている。

　この建物の名前、異世界重要文物資料館とかなり長い。だからか、多くの亡命エルフが簡潔に『宝物庫』と呼んでいた。

　謎の壺つぼ。杖つえやケープ。妖しい輝きを宿す黒瑪め瑙のう。

　魔道文字を刻んだブレスレット。年代物らしき巻物。

　びっしり碑文の刻まれた石塔。哺乳類のものとおぼしき頭蓋骨。

　……と、来歴不明の品々が陳列されている。みんな亡命エルフが異世界パーラムより持ち出した宝物なのだというが。

「キラキラした光り物もすくないし、『宝物』感のないアイテムばっかりですね。でもナノマシンのせいか、頭のなかが妙にぞわぞわします」

　アリヤは右手を見おろした。掌てのひらにリング状の光が浮いている。

　宝物庫に入った途端、勝手に活性化してしまったのだ。そんな姪めいをぎょろりと一いち瞥べつし、ナダルは満足そうにつぶやく。

「期待どおりだ。地上世界に持ちこんだことで魔力を失った『元・マジックアイテム』ばかりだが、長きにわたって蓄積してきた妖気はまだまだ健在だからな」

「どういう意味ですか、それ？」

「なに。おまえの感覚系ナノ覚醒がさらに促進されればいいと思っただけだ。魔術の感知がすでにできるのだから、ここの妖気にも反応するだろうと」

「ちょっと！　無断で人体実験しないでくださいっ」

「そう言うな。この情勢下では、おまえたち適合者のナノ覚醒が頼みの綱。だから今日もこうして連れ歩いている」

「姪っ子を生きたアイテムあつかいですか……」

　いかにも伯父らしい言い草。アリヤはあきれた。

「アリヤのことを秘書にしたり、毎日いっしょにいたりして、おじさんもついに家族愛にめざめたのかと思ったのに！」

「ただの合理的判断──ああ、いや。あとでおまえは姫と会うのだったな」

　ナダルは『きりっ』とした顔で、わざとらしく言った。

「訂正しよう。『もちろん、おまえを愛しているからだ』。そうナダルが言っていたと、姫には報告してくれ。いかにもあの方がよろこびそうな言葉だからな」

「今のドン引きものの指示までふくめて、全部報告してあげます！」

「む」

　仏頂面で愛を語ったナダルから、アリヤは離れていった。

　愛想を尽かしたわけではない。伯父の人間性はとっくに承知している。気になるアイテムを見つけたからだ。

　細長い展示ケースひとつを占領する──武具だった。

　長い柄の先端に、日本刀のように『湾曲した刃』が取りつけられている。一見すると薙刀なぎなただった。だが、その刃はひどく大振りでぶあつい。

「……三国志とかの武将が使ってそう」

　青せい龍りゆう偃えん月げつ刀のアイテム名をアリヤは思い浮かべた。

　柄と刀身の連結部が『口を開けたドラゴン』の細工になっていたからだ。

　そして、竜の口とは逆──長い柄を垂直に構えたとき、地面につける〝石突き〟と呼ばれる部分。だいぶ特異な形状だった。

「こんなところにどうして車輪なんか──」

　柄の最下部に車輪をはめて、からから回る仕掛けにしてある。

　アリヤの頭のなかで〝ぞわぞわ〟が激しくなる。車輪付きの青龍偃月刀を見つめていたら、急にそうなったのだ。
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「そろそろ執務室にもどるか。行くぞ、アリヤよ」

「あ、はい」

　不可解な気持ちを抱えながら、ナダルのうしろに付きしたがう。

　ぞわぞわ。ぞわぞわ。この感覚の正体がもうすこしでつかめそうに思える。

　性格はともかく、やたらと知識が豊富な伯父に訊きけば、すぐに答えを得られそうだが、それはどうにも癪しやくだった。

　……ちなみにこの『宝物庫』、セントラルタワー九階にある。

　本物の博物館と同じく、受付のあるエントランスから出入りする。すこし歩けばエレベーターと階段もある。

　しかし、先を進んでいた伯父はどちらにも向かわず──

「ほら。言ったとおりだろう？　おまえを連れていて、やはり正解だった」

　足を止め、なぜか傲慢な口ぶりで勝ちほこった。

　宝物庫エントランスでは、銃火器で武装した部隊が待ちかまえていて、ナダル伯父に銃口を向けたのである。

　彼らは青や緑の迷彩柄戦闘服を着ていた。国防軍の制服だ。

　しかもタイミングの悪いことに──

　窓から見える空いっぱいに、琥こ珀はく色いろのオーロラが現れた。

　敵の転移拠点《ポータル》が実在化したようだ。最近、水上租界からも見えるようになっていた『水晶の宮殿』ではないか。

　アリヤはあせって、窓の外で妖しく揺れる光を指さした。

「み、見てくださいっ。敵──それも大魔術師クラスが攻めてきますよ！」

「そのようだな。……間に合ってよかった。おまえたちから《着装者三号》を救い出し、前線に復帰してもらえば、必ず撃破してくれるだろう」

　兵士たちの代表らしき青年士官が冷ややかに答える。

　スポーツマン風のさわやかな風貌。黒髪を短く刈り込んでいる。背も高く、衿えりに大尉の階級章を付けていた。




「あなた方〝異世界人〟は、統治権をわれわれ軍部に譲渡したのち、ひきつづき租界のインフラ維持につとめていただきたい。もちろん十分な待遇は約束する。……あなた方が外部から援軍を呼び込むような真ま似ねさえしなければ──」

　セントラルタワーの最上階、展望サロン。

　三六〇度ガラス張り。高さ三〇〇メートルからの絶景を楽しめる空中庭園に、ふたつのグループがいた。

　片方は亡命エルフたちである。

　二〇名前後いる水上租界の理事が全て拉致され、人質として拘禁されている。非武装が賢人の慣ならわしなので、拳銃はおろかスタンガンすら持つ者もいない。

　もう片方は国防官たちのグループ。

　三五名の決死隊、その全員が銃を携行している。八九式小銃の銃口をエルフたちに向け、牽けん制せいする兵士もすくなくなかった。

　展望ラウンジの窓際にエルフたちは集められ、床にすわらされていた。

　突きつけられた銃口を前にして、理事のひとりがつぶやいた。

「呼び込むも何も……。僕らには頼るべき国も軍もありはしないんだが」

「どうかな？　西日本エリアに布陣した《ポータル》はふたつ。ひとつめは舞まい鶴づる湾、ふたつめは新関西湾を拠点としながらも、関西各地に移動してはクリーチャーの群れを本土に送りこんでいる」

　決死隊のリーダーらしい士官が険しい顔で言う。

「あなた方には〝やつら〟と内通している疑いがある……」

「あらためて言わせてもらうが、それは邪推だ」

　ラグ・エル・ラパン理事はおだやかに反論した。

　亡命エルフなので当然、品のある美男子だ。しかも、その身にまとう華やかなオーラが同族の誰よりも抜きん出ている。

　さらにアッシュブロンドで腰までとどくほどのロングヘア。

　理事会を代表するスポークスマンでもあるため、租界の地上人種はひそかに『王子』のあだ名で呼んでいる。

　今も遺憾の意を表明しつつ、優雅に前髪をかきあげていた。

　その仕草はひどく貴族的かつ浮世離れしていて──ラグ・エル理事と向き合う佐さ久く間ま大尉はむっと眉をひそめた。

　亡命エルフ特有の優美さが鼻についたのだろう。

　いらいらした面持ちの佐久間へ、ラグ・エル理事はさらに訴える。

「考えてみて欲しい。僕たちエルフの民にとっても、あの蜃しん気き楼ろうの城……選ばれしダルヴァの軍団は敵なのだよ。わが種族の同どう朋ほうも大勢、あやつらに殺されている。君たちとわれらは同じ境遇にある──」

「だったら、どうして《着装者三号》を俺たちから隠す!?」

　佐久間が急に声を荒らげた。

「水上租界まで到着したはずの三号が──いきなり消えた。《ポータル》の大魔術師と内通したあんたたちが三号を幽閉し、連中に差し出すつもりだとしたらつじつまが合う！」

　精せい悍かんなだけでなく、さわやかな風貌の佐久間大尉。

　今まで軍人サイドの代表者として、努めて冷静に振る舞おうとしていた。決して激しやすい性格でもないように見える。

　しかし、出口のない迷路じみた極限状況に追い込まれて数ヶ月。

　ストレスから感情が爆発しやすいのだろうと、アリヤは想像した。伯父のようにいつも飄ひよう々ひようとして、冷静沈着でいられるほど、人間離れしていないのだ。

　宝物庫で拉致されてから、すでに三〇分弱。

　展望サロンのガラス窓の外では、尚なおも琥こ珀はく色いろのオーロラがゆらゆらしている。いつ敵襲があってもおかしくない。

　すぐ隣にいる肉親へ、アリヤはひそひそ小声で話しかけた。

（あの『幽閉されちゃった着装者三号、取引材料として大魔術師に差し出される』説、誰があの人たちに吹きこんだんでしょうね？）

（うむ。私の意志を受けた元国防官の工作員が彼らに接触した結果だ）

　ナダル伯父もこそっとした声で答える。

（ちなみに工作員と言っても当人にその自覚はなく、あくまで自発的に、その結論にたどりつくよう誘導し、佐さ久く間まくんたちのもとを訪ねるように考えさせた）

（やっぱり……。ほんとコミュ力低いくせに、そういう誘導だけは上う手まいんだから！）

　その陰謀が巡り巡って、アリヤたちは人質として拘禁されている。

　しかも、大量の銃を突きつけられて。いつ銃撃されてもおかしくない非常事態に、ハーフエルフの一三歳は気が気でない。

（アリヤには、悪だくみをがんばりすぎた結果、招かなくてもいい危険をわざわざ招いたように思えますけど……！）

（仕方ない。乱世においては、ときに運うん否ぷ天てん賦ぷに賭ける必要もある）

（どういう意味ですか!?）

（勇猛な獅し子しといえども、身中に虫を抱えたままでは存分に戦えない。そろそろ膿うみを出し切っておくべき時期なのだ）

　アリヤはハッとした。

　いつもの変人ぶりとは異なる冷徹さを感じたからだ。

　そうだった。亡き母クロエと同様、ナダル伯父もこれで戦乱うずまく異世界を生き抜いてきた──苦労人なのだ。

　伯父はおそらく、今の状況を『内戦』だと認識している。

　……クーデター部隊、まず大型プレイホイールを制圧しにかかったらしい。

　セントラルタワーの背後にそびえ立つ発電施設。出動できる戦闘車両を総動員して中央ブロックの監視網を突破し、観覧車のようなホイールをめざす。

　当然、警備・戦闘を受け持つドロイドたちはそちらに集まり、応戦の構えを見せた。

　が、それは陽動で、クーデター部隊の〝真の狙い〟は理事会の要人を確保し、人質に取ることであった。

　タワー内の混乱につけ込んで、潜入していた本隊が動き出し、今に至る。

（で、でも、自分たちを囮おとりなんかにして、本当に殺されちゃったら……？）

（なに。幸いにもわれわれは賢人。ひとりひとりが地球上では稀まれなる天才だ。その価値を知る者は容易に殺せまい。そもそも水上租界のインフラを維持するには、われらの協力と知識が不可欠であるのだし──）

（ア、アリヤは賢人じゃありませんっ。巻きこまないでください！）

　こうなったら、すこしでも生きのびる努力をしなくては。

　実はすこし前に、伯父に耳打ちされて、その指示どおりにナノマシンを使った。この状況で最も役に立つであろう情報連結コムリンクの機能を。

　携帯電話・無線が使えない状況下でも適合者同士なら通信できるのだ。

（あの！　伊い集じゆう院いん先輩となつき先輩──！）

　恐怖を忘れるべく、アリヤがナノマシンの活性化に没頭していたら。

　ナダルがぎょろっと、意外そうに瞠どう目もくした。

（まさか〝彼〟が来るとは。期待してはいたが、当てにはしていなかった展開だ）

　伯父の視線、その先にアザリン大僧正がいる。

　アスラフレーム開発の統括者にして、人造の魔神を祀まつる司祭のひとり。理事会のメンバーでもあるため、人質として拘束されていた。

　銃口を向けられたことで、ずっと不安そうだったエルフ美少女。

　だが今、アザリンは『ぱあっ』と輝くような笑顔で宙を見つめていた。

　彼女の手首にある腕時計──否、ウエアラブル型ＰＣがオート起動したのだ。空間に３Ｄホログラムが投影される。

　三号フレーム《ルドラ》の立体映像と各種データにほかならなかった。

　しかも、出力を示すゲージがぐんぐん上昇中……！

　それはユウ先輩が着装に成功した証あかしだった。この頃はずっと不調で、着装成功率が三割を切っていたというのに！

「まあ。ひさしぶりに調子よさそう♪」

　空のアスラ覚醒を知って、アザリン大僧正が可か憐れんに微笑ほほえんだ。
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　ナノマシンを介した情報連結。

　水上租界『那な由ゆ多た』のなかであれば、どこも通信圏内となる。声に出して通話せずとも、言葉を思い浮かべるだけでメッセージにすることもできる。

　だから──救難要請を送るために、アリヤは特に苦労しなかったはずだ。

　人質として銃を向けられながらもナノマシンを活性化させて、

『大変ですっ。アリヤたち、軍の人たちにつかまっちゃいました！』

　と、強く念じるだけでいい。

　……それを受け取ったとき、一いち之の瀬せユウは租界の港にいた。

　ちょうど琥こ珀はく色いろのオーロラが出現したばかり。市民軍メンバーがクリーチャー迎撃のため、続々と海辺に集結中だったのだ。

「国防軍の人たち、こんなときに何やってんだよ!?」

　ユウは思わず叫び、みんなの注目を集めてしまった。

　市民軍の専任武官である志し波ば、ロシアンマフィア風のごつい中年男ボロノフ、そしてクローンエルフのアインがすぐ近くにそろっていた。

　もちろん、彼女も同じメッセージを受信済みだ。

「軍の若手が謀反を起こした、か……。ナダルのやつがあおっていたようだからな。彼らも謀はかり事ごとに慣れているようには見えなかった。気の毒に」

「本当だよ！　人質になった理事さんたちが気の毒で仕方ないよ！」

　アインのつぶやきに同意するユウ。

　だが、女王のクローン体であるエルフ少女はかぶりを振った。

「いいやユウ、たしかに賢人たちの安否は心配だ。しかし、わたしは軍の若者たちのことも気の毒に思っている」

「え──っ？」

「ナダルは彼らを排除するつもりで事を進めていたはずだ」

「……そうですねえ。理事たちはたしかに殺生を嫌う賢人ですけど」

　はあ、と志波がため息をついた。

「戦国の世みたいな異世界を生き抜いて、地球まで亡命してきたくらいで、みなさん修羅場慣れしてますから。不穏分子の粛清をためらいはしないでしょうね。極刑まではいかなくても終身刑とか、無人島に幽閉とか……」

「だな。クーデター未遂までやらかしたなら、口実は十分だ」

　ボロノフまで訳知り顔でうなずいていた。

　故郷だというロシア極東の沿海州は、長く異世界勢力の攻撃にさらされてきた。

　海の向こうから難民として日本に来た外国人。実はボロノフ、亡命エルフの人々とよく似た境遇なのである。

「正統な理由もなしに日本の元軍人を投獄や処刑すれば、租界にいる日本人は納得しねえ。それこそ暴動になりかねん。あのエルフのおえらいさん、自分たちの命を囮おとりに、軍の若手をはめやがったんだ。意外と度胸あんね」

　日露貿易に精通し、日本語にもひどく堪能なロシア人。

　ボロノフの謎解きを裏付けるように、情報連結コムリンクで新たなメッセージがユウとアインのもとにとどいた。

『あの！　伊い集じゆう院いん先輩となつき先輩がセントラルタワー内に隠れてるって、おじさんから聞いたんですけど!?　ほ、本当ですか!?』

『お、おお。戦闘用ドロイドといっしょに秘密の部屋っぽいところにな……』

『なつきさんもいっしょにいるよお。ここ最近、用心棒を頼むかもって、毎日タワーに呼ばれてたんよね。こういう事情だとは知らなかったけどお』

　伊集院は動揺し、なつきはなぜか憮ぶ然ぜんとしていた。

　いつも機嫌のいいサムライ女子。しかし、そのかわいらしい顔にしかめ面が浮かんでいるように、ユウには思えた。

　一方、アリヤは心の底から安あん堵どしたらしく、

『じゃあ、すぐ救出に来られますね！　よかったあ！』

『ちょ、ちょい待ち！　今、どのドロイドがいいか選んでるところなんだ！』

『ん、まあ、なつきさんは命を助けたい人だからね。ちゃんと駆けつけるけどさ。あとでアリヤちゃんのおじさんにプンプンしなくちゃだにぇー』

　なつき先輩はやはり、何かに怒っているようだ。

　数日前に彼女とユウは長く話しこんだ。あのときのことを思い出し、心にうずまく諸もろ々もろの想おもいを噛かみしめて──

「……着装するよ、三号」

　ユウは静かに呼びかけた。

　我が身に宿る分身へ。すると可変ナノ粒子の輝きが全身にまといつき、黒と黄金の特殊装甲スーツへと変化を果たす。

　首に巻かれた聖骸布は二枚の羽のごとく左右に広がり、風にはためく。

「えっ!?　一いち之の瀬せくん、着装に成功したの!?」

　志し波ばがびっくりして言った。

「それも──すごくあっさり！　最近、あんなに不調だったのに!?」

「だって、みんなを守るためですから」

「おお」

　着装したユウの姿を、アインが惚ほれ惚ぼれと見つめていた。

「今の言葉には、以前はなかった力が宿っていたぞ。やるんだな、ユウ!?」

「うん。僕は……君が望んでくれたとおりの存在になってみせる」

　装甲化したナノマシンＡＤＡＭＡＳアダマスをまとい──

　一之瀬ユウは《着装者三号》として、凜り々りしく心こころ正ただしいパートナーに告げた。それは誓いの言葉であり、彼女と自分自身への約束だった。

「ちょっと行ってくるよ！　なるべく急いでもどる！」

「ああ。それまでは怪物どもが攻めてきても、わたしたちだけで持もち堪こたえてみせる。女王の称号にかけて誓うぞ！」

　アインの頼もしい声を聞きながら、反重力リフター始動。

　ユウは疾風の速さで空へ飛び立った。秒速二〇メートルの超スピード。そのままぐんぐん加速をつづけて、あっさり音速の壁を突破する。

　大魔術師ふたりと遭遇した日に襲ってきためまいは──一切感じなかった。




　そして、ユウはほんの数十秒で目的地にやってきた。

　高さ三〇〇メートルのセントラルタワー。ヘリも発着できる屋上に降りるなり、ユウは三号フレームに告げた。

「いちばん上の階にみんないるんでしょう？　そこに入りたい」

　強風にあおられながら、フレームは開閉信号を発信。

　屋上床面の一角がスライドし、四角い非常口が開いた。

　ユウは黒と黄金のスーツをまとった《着装者三号》として飛びこんで──人間・エルフのひしめく展望サロンへ降り立った。

「三号さん!?」

「エルフどもに捕らえられていたんじゃ!?」

「おお……よく来た、嵐のアスラよ！」

　国防官たちがどよめき、美しい亡命エルフたちも驚いていた。

　ユウはかまわず武装を選択する。

　非致死性麻ま痺ひ音波──。視界上にデータを表示するヘッドマウントディスプレイに、操作用のウインドウが現れている。

　ヘルメット内にのみひびく小声で、ユウは指定した。

「三号。音波の放出時間を長めに……そうだな、一八〇秒に設定して」

　きぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃん！

　胸部装甲から、不気味な金属音がほとばしる。

　暴徒鎮圧用の音撃によって、展望サロンに居合わせた者は地上人ヒユーマン・エルフの区別もなく、ばたばたと倒れていった。

　一八〇秒間におよぶ麻痺音波の放出中──

　人々は床の上に為なす術すべなく横たわり、痙けい攣れんする程度がせいぜいだった。

　ようやく異音が収まっても、彼らはすっかり体力を消耗し、手足も萎えて、そのままぐったり床に伏したままであった。

　倒れた面子メンツのなかには、ユウの後輩もいる。

『ううっ。ユウ先輩、ちょっときついです。気持ち悪い……』

『でも、いちばん安全なやり方だよ。流れ弾とかに当たりたくないだろ？』

　肉声ではなく、アリヤと情報連結コムリンクでのやりとり。

　ユウは展望サロンを見わたした。

　……驚くべきことに、数名の国防官がよろよろ立ちあがろうとしている。

　みんな、体格のいい青年だった。なよやかなエルフたちは全員倒れたまま。おそらく体力と頑健さの差で、早く回復できたのだろう。

　懸命に立った国防官のひとりは──佐さ久く間ま大尉。

　彼は腰のホルスターから九ミリ拳銃を抜き、ぶるぶる震える手で、ユウ＝着装者三号に銃口を向けようとした。

「……お、おまえは水みず城きじゃない、のか……？」

　佐久間は今、疑念に満ちた目で《着装者三号》をじっと凝視していた。

　そう。よく見れば気づくはずなのだ。

　先代の水城少佐は、長身で筋肉質だった。

　一いち之の瀬せユウは痩せっぽちの一四歳。その肉体にフィットした結果、前よりも三号フレームは華きや奢しやになっている。

　首に巻いた聖骸布も、以前はなかった装備だ。

　──ピッ。電子音と共に、ユウの視線の先に『照準』が現れる。

　それは佐久間の眉間をマークしていた。銃を抜いたことで、三号フレームは青年士官を攻撃対象と認識したのだ。

　このまま指示するだけで、かんたんに抹殺できる──。

（敵が攻めてきたっていうのに、武器で先生たちを脅して、水上租界を牛耳ろうとした人たちだ。許したら、また同じことをするかもしれない）

　今ここで排除すれば、水上租界の運営はずいぶん楽になるだろう。

　だから、アリヤのおじさんは陰謀をしかけた。

　実際、今も佐久間大尉は拳銃の引き金をひく寸前だった。ユウはすっと右手を上げ、人差し指を彼に突きつけた。

　たあん！　軽めの銃声がひびく。

　三号フレームの手指には、圧縮空気機銃が内蔵されている。その指先から、超硬質カルシウムの弾丸を射出したのだ。

　もちろん、銃を向けた若き国防官めがけて。

　決して外すことのない距離。タイミング。当然みごとに命中し──

　呆ぼう然ぜんと佐久間はつぶやいた。

「おまえは一体、何者なんだ……？　三号フレームは選ばれた着装者の水みず城きじゃないと使えないはずだろう!?」

　ユウの放った弾丸、彼の眉間ではなく右手の拳銃をはじきとばしていた。

　撃つ寸前に視線入力で『照準』の位置をずらした結果だった。

　……佐さ久く間またちの罪は明らかだ。

　クーデター未遂。要人殺害未遂。脅迫。誘拐。その他もろもろ。

　危険分子は理由を付けて排除することがいちばん安全。ナダル理事はそれを『合理的判断』と言うのだろう。

　しかし。しかし。

　……ユウは心の裡うちで想おもう。

　ずっと居丈高だった軍人たち。心をすさませ、殺気立った大人たち。すこし〝ちがう〟というだけで異分子を排除したがる人たち。アインやアリヤ、亡命エルフの賢人たちへ非礼な振るまいをする人たち。

（いやな人間はたくさんいる。好きになれない人間もたくさんいる）

　しかし《着装者三号》は──その全てを守り、救うべき存在だった。

　だから──ユウはボイスチェンジャーを起動させた。

「僕が何者かなんて訊きくのか？　バカだな。君自身が呼んでたじゃないか。《着装者三号》って。それだけ知っていれば十分だ」

　ふだんのユウとはちがい、すこし芝居がかった言いまわし。

　挑発的でやや傲慢。声もちがう。高い少年の声にも、女性の声にも聞こえる中性的なトーンに自分の地声を調整した。

　その声を聞いて、佐久間がさらに愕がく然ぜんとする。

「お、おまえ、まさか女──!?」

「さあね。見てのとおり、僕は仮面をかぶっている。《着装者三号》が男か女かなんて……どっちでもいいことさ」

　困惑した佐久間が押しだまる。ユウはつづけた。

「だけど、これだけは『みんな』の前で宣言しておく」

　黒と黄金の仮面越しに、ユウは一同を見わたした。

　数名の逞たくましい国防官だけがぷるぷる震える体でどうにか立っている。が、それ以外は人もエルフもひれ伏し、《着装者三号》を仰ぎ見ていた。

　傑出した王者に心から敬意を示し、身を投げ出したかのように。

「僕はみんなを……君たち全員を守る者だ。この手がとどくところにいる──僕より弱い人たちを、できるかぎり、全力で救いにいく。人間でも、エルフでも、どんな立場の者でも、どこの出身でも、どういう過去があったとしても」

　いつものユウではありえない、堂々とした話しぶり。

　ひそかにアインの頼もしさを意識した語り口は、自分でも意外なほどに力強く、また自然にすらすらと言葉が出てきた。

「僕は素顔も、本当の名前も明かさない。代わりに、僕を必要とする者が──たとえ家族の仇かたきであっても、必ず助けにいく。守りにいく。仮面をかぶった『目の前にいる全ての人を守る存在』として」

　そう。友人の仇でも、唾棄すべきクズでも、大量殺人犯の死刑囚であっても。

　かつてアインが言ったとおり、善悪はどこまでも表裏一体なのだから。

（僕も舞まい鶴づるで──死ぬ寸前の武たけ田だに助けられた）

　ユウと伊い集じゆう院いんをさんざんいじめてきた武田士長。

　死ぬ間際に最後の力を振りしぼって、ユウをトロウルから救ってくれた。

　人間の善と悪を決め、裁くのは自分ではない。

　一いち之の瀬せユウという個人を超えた《着装者三号》として、目の前にいる人々を誰であろうと力のおよぶかぎり助けるのみ。

「だから、僕は君たち双方の味方だ」

「双方だと？」

　きょとんとした佐さ久く間まに、ユウはうなずきかけた。

「ああ。エルフの先生たちも守る。人間のみんなも守る。その代わり、どんな行きちがいがあろうと《着装者三号》の前で争いごとは許さない。──理事。国防軍の彼らに言いたいことは山ほどあるだろうけど、あとにしてくれ」

　指名されて、ナダル理事は「む」と、のそのそ起きあがる。

　まだ回復してないからか、ロボットのようにカクカクした動きだった。

　もう彼の奇人ぶりにたじろぐこともなく、ユウは《着装者三号》として言う。

「彼らの身柄はしばらく、僕があずかる。その間、余計な手出しはしないように」

「……御意。全て《空そらの王》のよきように」

　暗に『殺すな』というメッセージを込めて、通達したら──

　ナダルはうやうやしく頭こうべを垂れた。まるでアインに〝臣下の礼〟をするときのように、さすが元・宮廷勤めという流麗さで。

「空の王って──それ、僕のこと？」

「は。御身はそもそも空戦ドロイドの王。加えて今のおっしゃりよう、まさに王者の仁徳を体現したものであるかと。……その昔、私どもの女王が遺のこした言葉の数々を、まざまざと思い出しました」

「ふうん。エルフの王様って、そんな感じなんだ」

「地上世界にも同様の概念はございます。ノーブレス・オブリージュ。大いなる力には大いなる責任がともなう……」

「ふたつめのはちょっとちがう。昔の映画で見たことある」

　亡命エルフの要人を相手に、タメ口でツッコむ。

　一いち之の瀬せユウでないからこそできること。その流れにまかせて、ユウは国防軍の残存兵たちに呼びかけた。

「ほら、許可が出た。君たちも早く配置に付け」

　おおげさな身振りで外──展望サロンの外に広がる空を示す。

　琥こ珀はく色いろのオーロラは尚なおも健在。帯状の妖しい光の揺らめきを、租界の上空いっぱいに広げていた。

「敵がそこまで来ている。仲間を守るつもりがあるなら──僕といっしょに戦え！」

　きびきびとして、指示を出すことにも慣れた声。

　新たな《着装者三号》はずいぶんと細身で、ユニセックスな声とたたずまい。男か女かもはっきりしない。

　しかし、この場の誰より颯さつ爽そうとして、風格がある。存在感に満ちている。

　救世のヒーローにふさわしい姿と物言いであった。
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　和わ歌か山やま湾のどまんなかに『城』がある。

　水晶を建材とした異世界パーラムの宮殿。こんな巨大建築物を載せた蓮れん華げ形の台座が水に沈まず、浮いたままなのだ。

　まさしく、沼水に蓮華の花が浮かぶさまに似ている。

　ここ半月ほど、洋上にゆらゆら立ちのぼる蜃しん気き楼ろうとして、水上租界『那な由ゆ多た』からも見える位置に陣取っていた。

　しかし一時間前。水晶宮の幻影は実体化し、上空にオーロラが現れて──

「うふふふ。スカールシャンスの軍団よ……今こそ出陣の時。わたくしのために猛たけり、殺し、火を放ちなさい！」

　水晶宮の中庭を見おろすバルコニーで、美しき少女が微笑している。

　大魔術師、獅し子し座ざのスカールシャンスだった。

　地上人種で言えば一二、三歳の可か憐れんさ。

　だが、その唇は禍まが々まがしい檄げきを発し、切れ長の麗しい瞳は出陣していく配下の兵を満足げに見おろしている。

　──まず中庭より、ゴブリンどもが飛び立っていく。

　小さな気球に吊つるされた空くう挺てい部ぶ隊たい。彼らを続々と空へ運ぶのは、スカールシャンスが呼んだ魔風である。

　魔術で上昇気流を起こし、水上租界へ向かうよう風に言いつけた。

　──鱗うろこにおおわれた半魚人マーフォークも多い。

　水晶宮を載せた蓮れん華げの台座、その端から海へ飛びこみ、三みつ叉またの矛を手にして、水中より租界をめざす。

　──天あま翔かける魔獣のなかでも特に強大な種、ドラゴンもいる。

　白竜族より選抜した近衛このえたち。その数、なんと八頭。白き竜たちはドラゴン族では小柄な種である。しかしスカールシャンスの眼鏡にかなうだけあって、いずれも俊敏で気の利く若竜ぞろいであった。

　──そして、とっておきの眷けん属ぞくも召喚中だった。

　獅し子し座ざのスカールシャンスは水晶宮の高みより大海原を見据えながら、仕上げの呪文を唱えるところだった。

「今こそ回れ、旋せん火か輪りん。アラータチャクラの妙なる円環よ！　灼しやく熱ねつの滅びを世界にもたらすために──！」

　少女の見つめる海面が大きく隆起した。

　激しく、猛たけ々だけしく噴出してきたものは、灼熱の溶岩流──。

　スカールシャンスは脅威度Ａの魔術をほんの一瞬でいくつも同時に放てる。それほどの術者が丹念に時間をかけて、海底より呼び出した脅威であった。




　たあん！　たあん！

　銃声がたえまなく鳴りひびいている。

　水上租界『那な由ゆ多た』、その港湾エリアはまたしても戦場と化していた。

　海から上がってくる半魚人『マーフォーク』と、空より気球に運ばれて飛来する『空くう挺ていゴブリン部隊』。

　総勢で一千体を超す海と空のクリーチャー軍団。

　水際に駆けつけた市民兵四〇〇余名が迎撃に当たっている。射撃に自信を持つ者は空の気球を積極的に狙う。しかし、すでに上陸したマーフォーク勢も多く、ゴブリン勢の地上降下も阻止しきれない──。

　数的に不利な市民兵サイド、バリケードに隠れつつ銃撃していた。

　テロの警備にも用いられた移動式のものだ。これを港湾エリアのあちこちに置き、そのうしろから撃ちまくっている。

　市民兵の多くは、ロシア製ＡＫ47コピーの自動小銃を装備していた。

　シンプルな構造と実用性の高さで有名な名銃。これを水上租界の工房で複製し、市民軍の登録者に無料配布したのだ。

　市中に強力な火器が増えると、治安が悪くなりかねない。

　しかし、今はそれでも対クリーチャーの態勢をととのえるべきだと──。

　三みつ叉またの矛を持つマーフォークに、七・六二ミリ弾が降りそそぐ。

　威力の高い弾丸なので、硬い鱗うろこに以前ほど苦労する市民兵はすくない。ゴブリンたちも次々と射殺できている。しかし。

「味方の数が全然足りませんよおっ！」

　市民軍では専任武官の志し波ばが嘆いていた。

　バリケードに隠れながら戦闘に参加中だった。だが銃は使わない。

　バスケットボールほどの球体にプロペラと機銃を取りつけた機械──軍用ドロイドを専用コントローラーによる遠隔操作で飛ばしている。

　空から迫るゴブリンの群れを、気球を、同じ空中から撃つ。撃つ。撃つ。

「これがいやで軍と縁を切ったのに……！」

「しかし、いい腕だな。志波、あなたのことを見くびっていたぞ！」

　誉ほめたたえるアインは新しい銃で次々と戦果を上げていた。

　二〇式小銃──。八九式に代わる国防軍の新装備として、何年も前から配備がはじまっていた。しかし普及が間に合わず、いまだ旧型が多数派であった。

　八九式よりも銃身がやや短く、水による腐食に強い。

　海に囲まれた租界にはもってこいの銃だが、アインは眉をひそめた。

「もう弾が切れた。志波、あなたの銃と予備の弾をもらう」

「お好きにどうぞ！　どうせ僕が撃っても、まともに当たりませんし！」

　志波が脇に投げ出していたＡＫ47コピー。

　残念ながら弾丸だけもらっても、アインの銃では使えないという。それをさっと取りあげ、ゴブリンの眉間を狙い撃った。

「そういえば言いませんでしたっけ？　ぼくらと同じ銃の方が、弾の規格がいっしょだから便利ですよって……」

「たしかに聞いた。しかし御免だ」

　アインは新たな標的を撃ち抜きながら、うそぶいた。

「他人とおそろいの武器など、ときめきがない。わたしはいくさ場でも人とはちがう、小こ洒落じやれた装いをしたい方なんだ」

「戦場にお洒落を持ちこまないでくださいよ！」

「……待て志波。やはり、こちらにも兵を回してきたか」

　背後を振りかえり、アインは眉をひそめた。

　多くの市民兵がバリケードに隠れ、海の方角から来るマーフォーク、ゴブリンを銃弾で押しかえしているところだった。

　だが、その背中側──市民軍の後背を突ける位置に。

　敵部隊がいつのまにか現れていた！

　イノシシに似た顔つきと巨体のトロウル兵、五〇〇体ほど。いずれもそろいの黒い甲かつ冑ちゆうに戦せん斧ぷを装備し、いかにも強兵という精せい悍かんさがある。

　しかも、上空をホワイトドラゴン数頭が駆け抜けていった。

　志し波ばが頭をかかえた。

「なんであんなところに敵が!?　おまけにドラゴンまで!?」

「転移の魔術で送りこんだのだろう。ダルヴァの大魔術師には造作もないことだ。そして、敵軍を挟み撃つ采配は、いくさの常道──」

　アインは『たあん！』とＡＫ47コピーを撃った。

　トロウル兵のひとり、その甲冑を撃ち抜くはずの銃弾は魔法ではじかれた。《飛翔物からの加護プロテクシヨン・フロムミサイル》だ。

　いつもの、そして人間サイドには厄介きわまりない防御魔法。

　魔法に長たけた妖精族らしいところを見せたトロウルたち。ある者は『にたっ』と嗤わらい、ある者は獰どう猛もうに吠ほえて、走り出す。

　貧相な地上人種に駆けよって、戦斧を振りおろし、斬殺・撲殺するために！

「志波。剣でも槍やりでもいい、べつの武器を取れ！」

「だから、ぼくは腕に覚えなしですってば！」

　大振りなグルカナイフを引き抜くアイン。叱しつ咤たされて半泣きの志波。

　多くの市民兵が絶望を露あらわにしつつ、効かない銃弾をトロウルに浴びせる。または慣れない接近戦にそなえて、軍刀やスコップのような武器に手をのばす──。

　敵は身長三メートル前後のトロウルたち。

　規格外の体格と膂りよ力りよく、戦斧に蹂じゆう躙りんされて、為なす術すべなく人が死んでいく。

「ぐあああっ!?」

「せっかく──せっかく海の上まで逃げてきたのに！」

「誰か助けてよ！　このままじゃ俺たち、皆殺しだよおっ！」

　そこかしこで血煙が舞いはじめた矢先。

　黒と黄金の戦士が黄色い聖骸布をなびかせて、港湾エリアの上空に現れた。音速飛行によって到来した《着装者三号》は、まさしく風のごとく飛んできた──。

「来たか、ユウ！」

　アインはもちろん承知していた。

　一いち之の瀬せユウがセントラルタワーで語った言葉の一部始終を。彼が単なる戦士を超える存在として、歩み出したことを。

　ナノマシンによる情報連結コムリンクのおかげだった。

　アインはドロイド錬成の福音ゴスペルコードを唱え出した。




　──汝なんじ、自じ心しんの月がち輪りんに於おいて、金剛の形を思し惟ゆいせよ

　──覚かく者しやは言う。我、月輪の中に金剛を見ると……




　三号フレームが、コマンドワードを受信した。

　ヘルメットのヘッドマウントディスプレイ上に英文が表示される。

『Mantra Server Startup Complete. All PRAJNA Running』『System Now Booting, Spellbook〝VAJRA-SEKHARA SUTRA〟…』

　さすが運命のパートナー。頼む前にユウの意図を察してくれた！

「ありがとう、アイン。この間のやつをまず使おう！」

『承知！』

　港湾エリアの上空に──《着装者三号》として、ユウは陣取った。

　空中でぴたりと静止し、戦場のまっただなかだというのに、不遜にも腕組みして、可変ナノ粒子の光を全身から放出する。

　極微小サイズの粒子群は、拡張ドロイドに変化していく。

　おそろしく長い爪付きのロボットアーム《ＭＵＶクロウガントレット》。

　フルアーマー時は両腕に一体ずつ装着する。しかし今回、わずか数十秒で構築された機体数は──実に『３６９６』。

　腕組みした三号フレームのまわりに、三千ものロボアームが現れたのだ。

『リアルに千手観音なのかよ!?　すげえな！』

　情報連結コムリンクによる伊い集じゆう院いんからの着信。

　親友が感嘆するのも無理はなかった。

　腕組みする《着装者三号》を中心に据えて、『腕』たちは放射線状に広がり、ひどく巨大な円形を描いている。しかも、雲間から洩もれてきた陽光に照らされて、黒きアスラフレームの装甲が黄金に輝き出すと──

　呼応して、三千を超す拡張アーム群までもがそろって黄金の輝きを宿す。

　荘厳ですらある光景の中心から、中性的な美声でユウは叫ぶ。

「トロウルには銃が効かない。そっちの相手を頼む！」

　三六九六機の『腕』たちが一斉に動き出した。

　金色に輝き、剣かと見まごうほどに長い爪を持つロボアーム。野の鼠ねずみを狩る荒あら鷲わしのごとく、次から次へと地上に急降下し──

　トロウルの喉や頭部を握りつぶす。潰しながら爪を突き立てる。

　五本の爪で剣術よろしく斬りかかり、突きかかる。接近戦からの斬撃と刺突であざやかに大型妖精たちを傷だらけにして、葬り去る。

　……この派手な戦いぶりが目立たないわけがない。

　市民兵たちは巨体のトロウルに蹂じゆう躙りんされるばかりだった。

　戦せん斧ぷが頭へ振りおろされる寸前で命を救われ、呆ぼう然ぜんと顔を上げる者──。

　バリケードに隠れて銃撃しながら、空に現れた黄金の光円を二度見する者──。

　飛ひ翔しようする『腕』という援軍の正体を悟り、勇気づけられる者──。

「着装者……三号？」

「やっぱり来た！　本当に復活してたんだ！」

「三号のドロイド部隊ってやつだろ!?　まだなんとかなるぞ！」

　さらに──ドロイド以外の援軍も来た。

　ついさっき《着装者三号》に発破をかけられたクーデター部隊。国防軍の装甲車、軍用トラック、軽装甲機動車などに分乗して、最前線に駆けつけたのだ。

　銃弾の通じないトロウルは、そのまま車両で撥はねとばす。轢ひき殺ころす。

　鱗うろこの硬いマーフォークも重機関銃であっさり射殺する。空より迫るゴブリン部隊も気球ごと撃ち抜き、撃墜していく。

　これらの軍用車両に運ばれてきた戦闘員もいた。

　自動小銃やｎ型ノーマルのエキソフレームなどを装備した国防官の精鋭部隊が戦場に躍り出ていって──

　形勢が変わりはじめた。ユウは空から俯ふ瞰かんしつつ気づく。

「三号の出力に……まだまだ余裕がある……」

　腰部ベルトの小さな車輪型動力源《プレイホイール》。

　きゅうん、きゅうんと音を立てて高速回転しながら、膨大な量の電力と魔力を発生しつづけている。今も三千機の拡張アームを遠隔操作中。だが人間で言えば、せいぜい『足の小指を靴のなかで動かす』程度の労力でしかない。

　そこにアインから着信がとどく。

『ユウ！　フレーム内蔵のナノ粒子も回復しているぞ！』

「本当だ。ゼロの数がすごいな──って七兆個も!?」

『どうやら調子を取りもどしたようだな……いや。あなたは前よりもさらにすさまじい戦士となった。誇らしいぞ！』

「……アスラフレームが僕に応えてくれた。それだけだよ」

　強化スーツの形をした人造の魔神。機械と生体のハイブリッド。

　それだけに、着装者の精神と過度に同調してしまう──。ここ最近の不調、煮え切らない一いち之の瀬せユウの『心』に三号フレームがよりそった結果だったのだろう。

　おのずと悟ったユウへ、アインは言う。

『今こそ《万魔殿パンデモニウム》の扉を完全開放する時だ。空と嵐の王に仕える魔物の群れ、好きなだけ召喚するといい！』

「伊い集じゆう院いんがよく言ってた──最大五万機のドロイド部隊か。よし、やろう！」

『あ、あれをついに展開させるのか!?』

　アインとの情報連結コムリンクに、伊集院も加わった。

　位置座標を確認。〝親友〟は今、セントラルタワーの研究所ラボにいる。ちょうどいい。ユウは口早に言った。

「でも、まちがいなく僕だけじゃ統率しきれない規模になる。……だから伊集院、前も頼んだやつをおねがい」

『ど、どういうことだ!?』

「僕は《着装者三号》として──飛びまわる。《万魔殿パンデモニウム》のドロイドはそっちでコントロールして欲しい」

『空の王様には副官が必要……そういうことか』

　何か合点がいったらしい伊集院。腑ふに落ちた雰囲気が伝わってきた。

『まかせろ。オレがアシストしてやる。おまえは目の前の敵に集中だ！』

『ユウ──いえ、三号先輩。セントラルタワーにホワイトドラゴンが八体も接近中！　城の本丸を攻め落とすノリで突っ込んできます！』

　アリヤからの報告に、ユウは即答した。

「了解。そっちもなんとかする」

『おっしゃ！　なつきさんもいっちょドラゴン退治に挑戦してみよっか！』

『じゃ、アリヤは先輩たちをそれぞれお手伝いする感じで！』

『そうだユウくんっ。さっきの口上、よかったよん！　無事に戦いが終わったら、ごほうびにまた〝ぐりぐり〟してあげるーっ！』

『……聞き捨てならない発言だな。なつき、あとでくわしく報告してもらうぞ！』

　なつきにアインも加わった情報連結の輪。

　にぎやかなやりとりを聞きながら、ユウは思う。

　ちっぽけな一いち之の瀬せユウという個人を超えるために、仮面の存在となった。それを仲間たちがみんなで支えてくれている。

　つまり、ここにいる全員が《着装者三号》だとも言えるのだ。

　だったら、頼りない自分を超えることなんて──

「かんたんにできる！　頼む三号フレーム……本当の名前ルドラにかけて、おまえの軍団を解放してくれ！」

　自らの分身へ、ユウは《着装者三号》の声で呼びかけた。





　　　　　　　　　４






「うわ。なんじゃ、この数値は……」

　伊い集じゆう院いん高たか丸まるは目を丸くした。

「三号フレームのプレイホイール、すげえ発電量だ。毎秒三ギガジュール……。んで『プラーナ』って単位は魔力だっけか。こっちも毎秒七万プラーナ。先代三号の記録したデータを、たしかにぶっちぎってるわ……」

　セントラルタワー二五階、自律駆動式ドロイド研究所ラボ。

　クーデター勃発中、伊集院はシークレットルームに身をひそめ、ヒヤヒヤしながらナノマシンによるハッキングで情報を集めていた。

　しかし事件は収束し、今度はクリーチャー軍団との大規模戦闘。

　伊集院はあわててラボのテストルームに駆け込んだ。

　上司の志し波ばがよくドロイドの動作試験をしている場所。ほとんど物を置いてないので、３Ｄホログラムを展開しやすい。

「ええと、三号に関する全データと租界の地図、空撮映像、味方部隊の位置、とにかく必要そうなもんは全部出しちゃってくれ！」

　ナノ移植者である伊集院が手を振り、目配せし、口で言えば、２Ｄ画面や３Ｄ立体映像が次々と空間投影されていく。

　体内のナノマシンが賢人たちの腕時計、ウエアラブル型ＰＣ代わりとなるのだ。

「このエネルギーでドロイド部隊を構築っと──でも、たくさん種類がありすぎて、何を出したらいいんだ!?」

『伊集院。志波が指示を出したいらしい。つなぐぞ』

「アインさま!?」

『──伊集院くんっ。ぼくの方でセレクトした機種と機体数のリストを今、アインさん経由で送ったところ！　参考にして！』

「助かるッス！」

　伊集院の目の前に、新しいウインドウが空間表示される。

　そこに書かれたリストどおりに、親友──《着装者三号》との情報連結コムリンクを介して、三号フレーム《ルドラ》と交信する。

　より正確に言えば、その胸部に内蔵された灰色の秘石と。

「こいつか……《賢者の石アルスマグナユニット》。ドロイド錬成のキーアイテム……頼むぞ！」

　オーダーを発する伊集院の右手のひらに、リング状の光が浮きあがった。




「あ、ありがとうございます、アインさんっ」

「なに。あなたのＰＣとやらをわたしのナノマシンに同調させただけだ」

　歳とし上うえの志し波ばに『さん』付けされても、アインは気にしない。

　地面にあぐらをかいた彼。その膝に載るノートＰＣへ、さっき右手を向けた。それだけでアイン体内のナノマシンとリンクできたのだ。

　あとは志波が大慌てでファイルを作り、送信──。

「みんなが自分にできることをやっている。なら、わたしが為なすべきは……」

　深く息を吸いこみ、両目を閉ざして、精神統一。

　視界の全てが闇に満たされる。戦闘のさなかだが不安はない。

　市民軍の有志、元国防軍の兵、なにより一いち之の瀬せユウの命を受けた《ＭＵＶクロウガントレット》がそこかしこで奮戦している。

　はじめトロウル兵を優先的に狙っていたガントレットたち。

　巨漢の妖精族はだいぶ数を減らしている。今ではもうゴブリン、マーフォークも襲い、易やす々やすと屠ほふっていた。

　指先から圧縮空気機銃を連射し、掌てのひらからは電磁熱放射を発する。

　アーム型ドロイドたちが隠し持っていた飛び道具によって、すさまじい勢いで敵クリーチャーは射殺されている。

　ならば自ら武器を取るより、女王が為すべきことは──

　アインは背筋をのばし、朗々と謡い出した。おなかの底から発した美声は天までとどく詩歌となり、《空と嵐の王》への捧ささげ物となる！




　往ゆきし者よ、往きし者よ、この世の彼方かなたまで往きし者よ！

　完全なる到達者、その覚醒に幸いあれ──！




「アインの福音ゴスペルだ！」

　ユウの腰では、プレイホイールが回転を速めていた。

　その回転音が歌声となる。祈りの輪に宿る高僧たちの魂が歌っているのだ。

　Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──。Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー──。Gateガテー・Gateガテー・Paragateパーラガテー──。Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー…。

　それは女声・男声のいりまじる、荘厳な合唱コーラスであった。

　……そして、可変ナノ粒子のさらなる大量散布がはじまった。

　琥こ珀はく色いろに揺れるオーロラと、ぶあつい雲ばかりの空。雲間から太陽の光が差してきて、山吹色のアクセントが加わるときもある。

　そういう妖しい空を埋めつくすほどに──

　放出された可変ナノ粒子は、おびただしい量であった。

　高速で飛ひ翔しようする三号フレームから散布される粒子、今までとは比較にならない規模の輝きを租界中に広げていく。

　もちろん、粒子の光はまたたく間にドロイド化した。

　──いつかも使った《ＭＵＶチャクラム》が一万体。直径四〇センチの金属リングなのだが、円の縁はのこぎり状のブレードとなっている。

　自律飛行する〝空飛ぶ円環〟として、各方面に飛んでいく。

　空・地上・海中に散ったクリーチャーを探しだし、ずたずたに切り裂くために。

　──やはり使用経験のある《ＭＵＶクレイドール》。全高一メートル、大きな頭部と両目が特徴の人形型ドロイド。動かない両手両足は極端に短い。

　これが五〇〇〇体。足は使えなくとも反重力リフターで自在に飛びまわる。

　本来は哨しよう戒かいや戦闘任務をまかせる機種だが、今回はピンチに陥った味方のもとへ駆けつけ、援護する役目がまかされていた。

　また、散開するクレイドール隊についていく小型ドロイドもいた。

　──《ＭＵＶヒポクラテス》二万体。トランプほどのうすいカード型ドロイド。負傷した味方を発見したら、その傷口や負傷箇所に貼りつく。

　止血・消毒・薬剤投入など、戦場での応急処置を担当する医療用ドロイドだった。

　さらに大型の機種もいる。

『こいつらはタワーの方に回す！　こっちはドラゴンに攻撃されてて、大変なんだ──うわああっ！　今、窓のすぐ外を白いのが飛んでったあ!?』

「まかすよ伊い集じゆう院いん。エルフの先生たちをよろしく頼む」

　三号フレーム《ルドラ》に仕える空戦機でも、特に大型のものたち。

　──《ＭＵＶパペットアーム》。巨大ロボットの腕を肘から切り取り、空飛ぶ使い魔に変えたような代物。戦闘機とほぼ同じサイズだった。

　これが六体。租界の中心部へロケットのように直進していく。

　──《ＭＵＶサイレントラプター》も六体。

　こちらは鋭角的なフォルムの戦闘機そのもの。ただし、機体前面に二本の多目的アームが『両腕』として付いていて、右手の方には小振りの斧ハンドアツクスまで持っている。

　戦闘機の形状ながら、追加武器を手に装備し、白兵戦までこなす。

　そして、地味に役立つ機種も──

「そこに危ない人がいるのか」

　ユウの視界に、いきなり現れたウインドウ。

　空撮ドロイド《ＭＵＶバンブルビー》も一〇〇〇体ほど構築され、租界中に散って、空から映像と情報を集めてくれている。そのうちの一機が報告してきたのだ。

　位置を確認。ユウは急降下した。

　外縁ブロックの市街地に、八九式小銃を撃ちまくる中年男がいた。

「うわああああああっ！」

　彼ひとりしかいない。

　最前線から逃げてきたのか、孤軍奮闘していたのか。格好の獲物を見つけたゴブリンの一隊に目を付けられ、面白半分に追われていたらしい。

　懸命に自動小銃を撃って、小鬼どもの半分ほどを倒していたのだが。

「く、くそっ」

　あえなく弾切れ。中年男は舌打ちする。

　銃声が起こらないことを確認して、ゴブリンたちはにたにた嗤わらいながら、短い弓に毒矢をつがえて──

　そこにユウは間に合った。パッと開いた右手を前にのばす。

　五つの指先に仕込まれた機銃に、超硬質カルシウム弾を吐き出させた。その連射で敵ゴブリンの群れを一掃。救助は完了した。

　ユウは新たな《着装者三号》の中性的な声で告げた。

「次も助けられるかはわからないけど、あなたが無事でよかった」

「さ──三号！」

　この場ですべきことはもうやり遂げた。

　飛び去ろうとしたら、切羽詰まった声で呼び止められた。

　ユウは気づいた。助けた人物に見覚えがある。数日前の戦闘直後に酒を飲み出し、《着装者三号》を罵っていた男だった。

　今度は面と向かって、悪態をつかれるのかと身がまえたら──

「あんた、本当に帰ってきたんだな……」

「……そうだね」

　男が『生きていた』と言ったら、ユウは否定しただろう。

　おそらく無意識に選んだ言葉。酒に悪酔いして、やさぐれていた中年男は無精髭ひげものび放題で、くたびれた軍服を着て、ずいぶんとむさ苦しい。

　しかし今、《着装者三号》を見つめる瞳は不思議と澄んでいた。

「覚えてないか？　俺、前もあんたに助けてもらったんだ。すげえ雨の日に……」

　救国のヒーローへの憧憬が、顔つきから見てとれた。

　彼が《着装者三号》を悪く言ったのは、かつて信じて、あこがれた存在に裏切られたという喪失感からなのだ。おそらく。

　ユウはボイスチェンジャー越しに告げた。

「可能なら、また駆けつけるよ。約束はできないけど。──ああ。もう体力や武器が限界だったら、どこかに隠れているといい」

「……いいや」

　はっきり彼は言った。酒に溺れる男らしくもないすがすがしさで。

「どこかで弾を補充して、もうすこし粘ってみる。あんたも行くんだろう？」

　答える代わりに、ユウは軽く手を振った。

　直後にはもう空高くへ急上昇。そして思う。ああもやさぐれていた男がすこし気力をとりもどし、《着装者三号》へのリスペクトを示してくれた。

　たぶん、これもヒーローたる存在の持つ力なのだ。

『三号先輩！　海──《ポータル》の方角に注目です！』

「こいつは……まさか巨人!?」

　アリヤの報告と空撮映像のウインドウが同時にとどいた。

　水上租界『那な由ゆ多た』近海に浮かぶ水晶造りの魔城。すぐそばの海面から勢いよく噴出していた溶岩の柱が──『巨大な人』に変化していく。

　煮えたぎり、赤く灼しやく熱ねつする溶岩によって、その五体は形成されている。

　顔面に相当する部位には三つの空洞があった。おそらく『ふたつの目と口』を表しているのだろう。

　どろどろ流動する溶岩でできた巨人、下半身は海に沈んで見えない。

　その超高熱で海水が蒸発し、腰のあたりに水蒸気がもうもう立ちこめている。そして上半身──腰から頭頂までだけでも長さ一一八メートルと計測された。

　下手なビルなどおよびもつかないほどに大きい！

『クリーチャー名、識別できません！　よほどのレアモンスターか、城の大魔術師が造ったオリジナルの使い魔だと思いますっ』

　情報連結コムリンク越しに、アリヤの焦りと緊張まで伝わってきた。

『とりあえずラヴァ・ジャイアントと仮登録して、対応します！』

「了解。僕はそっちへ向かうよ」

　燃える溶岩lavaの巨人が出現──。

　本当は、セントラルタワーの竜退治を助けにいくつもりもあったのだが。反重力リフターによる超加速で、ユウは水上租界の外へ飛び出した。




　中央ブロックのさらに中心部。

　セントラルタワーと大型人造プレイホイールは高さ三〇〇メートルと六〇メートル、租界の文明生活を支える最重要の高層建築である。

　まっさきに制圧、もしくは破壊すべき攻撃目標だろう。

　当然、ここには『ホワイトドラゴン』が八体も送りこまれてきて──

「伊い集じゆう院いん先輩っ。タワーとホイールの防御はアリヤの方で担当します！」

「おお、助かるぞ！　さすがに租界全域へ送りこんだドロイドを〝指揮〟しながらだと、手が回らなくてなあ……！」

　ドロイド研究所ラボに駆け込んだアリヤが言うと、伊い集じゆう院いん先輩は大よろこびした。

　本来、空きスペースばかりのテストルームはすごいありさまだった。空間という空間に２Ｄ画像・３Ｄホログラムが空中投影されている。

　そのどまんなかで、太った伊集院先輩はあぐらをかいていた。

　見つめる先は床。そこには水上租界『那な由ゆ多た』を高空から撮影した画像が表示され、敵味方の分布を示す光点もあちこちに散っていた。

　ドロイドやクリーチャーの機種・種族ごとに色のちがう光点。

　それぞれの名称なども表示されていない。常人にはすくなすぎる情報量だろう。逆に、広い室内いっぱいに展開されたウインドウやホログラムは情報過多だ。

　だが伊集院先輩は全て把握できるようで、

「……医療部隊はこっち方面のケアを手厚くしてくれ。千手観音チームは外周の市街地へ散開して、市内にもぐり込んだ敵を各個撃破な」

　いつのまに用意したのか、指揮棒で位置を指し、命令している。

　ナノ対応機器なら、即座にステータスを把握できる先輩ならではの離れ業。

　そのたたずまいには、オーケストラを統率する指揮者や、将棋盤に向かう棋士のような雰囲気さえあった。

　思わずアリヤは言ってしまった。

「先輩……太っちょキャラなのにちょっとかっこいいです！」

「バカ野郎！　肥満体型を舐なめんなっ。でぶ差別には断固反対するぞ！」

　一方、テストルームの窓の外では──

　異質すぎるもの同士が空中戦を繰りひろげていた。天あま翔かける八体のドラゴンvs空飛ぶ巨大ロボの腕と戦闘機チームの対決である。

　アリヤはあわてて窓に向かい、大型ドロイドたちとリンクした。

　……敵クリーチャー、登録名《ホワイトドラゴン》。竜族のなかでは平均体長一五メートル前後と小柄である。

　だがその分、飛行スピードは図抜けて速く、とにかく敏びん捷しようであった。

　前に見たレッドドラゴンもツバメのように飛びまわっていた。が、白い親戚はさらに身軽でアクロバティックなのだ。

　……黒い戦闘機型ドロイド《ＭＵＶサイレントラプター》。

　白竜を背後から撃とうと追いかける。追いかける。しかしバックについたコンマ数秒後にはもう、標的をむなしく見失ってしまう──。

　魔獣の勘でピンチを察して、超速の空中旋回を繰り出して。

　あっさり《ＭＵＶサイレントラプター》のすぐ後背に回りこんでみせた。

　ドラゴンの口が氷雪の息コールド・ブレスを放つ。氷片まじりの超冷風を浴びせて、獲物の体温を奪い、凍死まで追いやる。

　各国空軍のパイロットと戦闘機を幾度も葬ってきた、白竜族の十八番おはこだった。

　……ミサイルはじめとする長射程の火器、超音速など、現代地球の技術を以もつてしても、異世界のドラゴンを狩るのはむずかしい。

　魔獣の反射神経、身体能力、野生の勘、何より魔法的資質が厄介なのだ。

　自動追尾式のミサイルで狙っても、魔法じみた霊感による回避で直撃を避け、逆にブレスで撃墜し返される始末であった。

　今回も──たとえば、国防空軍の主力機Ｆ－15であれば。

　ホワイトドラゴンの吐いた冷気によって機体は凍結し、動作不能へ。パイロットはコクピット内で凍死という結末になっただろう。

　しかし、《ＭＵＶサイレントラプター》はちがった。

　反重力リフターによる異常になめらかな空中機動で急旋回し、ホワイトドラゴンの背後にポジショニングし直した。

　機銃斉射。一瞬だけ遅かった。射線上にもうドラゴンはいない。

　白き魔獣は戦闘機型ドロイドの真上に『さっ！』と躍り出て、逞たくましい後うしろ肢あしで機体上部を蹴りつけ──ようとした。

　が、《ＭＵＶサイレントラプター》はまたしても竜の背中側に回りこむ。

　セントラルタワー周辺の空では、あちこちで同じ追いかけっこが進行中だった。

　竜族と飛行ドロイドとの空中鬼ごっこ。もし《ＭＵＶサイレントラプター》が有人機だったら、その無む茶ちや苦く茶ちやな機動にともなうＧが苛烈すぎるため、パイロットは気絶し、そのまま死んでいたかもしれない。

　無人機だからこその四次元的空中機動で、どうにか渡り合っている。

　しかし、ドラゴン族の野性と魔性を討つには、もう一押しが必要──

「今です！　やっちゃってください！」

　アリヤは小さな拳をぐっと突き出した。

　動作に応えて、空飛ぶ巨大ロボットの腕──《ＭＵＶパペットアーム》が拳を固めて、突っ込んでいった。

　戦闘機型ドロイドとの鬼ごっこに夢中な、ドラゴンの一体へ。

　激烈な正拳突きとなった《ＭＵＶパペットアーム》、竜の巨体を殴りながらもぐんぐん高度を落としていって、白い魔獣を大地にたたきつける！

「とどめ、おねがいします！」

　アリヤの指示で、戦闘機チームの一体が地上へ舞い降りる。

　そのおそろしくなめらかな急降下、垂直離着陸式ＶＴＯＬの戦闘機にもできない芸当だった。しかも機体前面のアームは接近戦用のハンドアックスを持つ。

　厚い手て斧おのの刃に超音波が伝わり、高周波ブレードとなった。

　ぶうん！

　ドラゴンの首へと振りおろされた。

　だが間一髪。白き魔獣は追いつめられた獣の猛たけ々だけしさで跳躍し、手斧の一撃をかわしてみせた。

　ホワイトドラゴンは四肢を広げて、地面の上で体勢を立てなおす。

　そのさまはさながら肉食恐竜のようで──アリヤは頭をかかえたくなった。

「ううっ。こんなの、どうやってしとめたらいいんですかーっ!?」

『大丈夫！　あとはまかせてよん！』

　頼もしいなつき先輩の声が情報連結コムリンクでとどいた。

　ようやく大地に追いやったホワイトドラゴンの鼻先へ、波は多た野のなつきはみごとな跳躍で飛びうつったところであった。

　牡ぼ丹たん柄の振袖をはためかせ、日本刀型単分子ブレードによる両手突き──。

　なつきはドラゴンの右目を深々と抉えぐる！




　──ぐああああああああっ!?




　はじめて、苦く悶もんの咆ほう哮こうがドラゴンの口からほとばしる。

　身軽でも空を飛べないなつきは、このチャンスを虎こ視し眈たん々たんと狙っていたのだ。しかし。

『う──ぅぅうわっ!?』

「なつき先輩!?」

　片目をつぶされたドラゴン、『ぶうん！』と豪快に首を振った。

　たちまちなつきの体は振り落とされた。

　邪魔者を排除したホワイトドラゴン、不機嫌そうに翼を羽ばたかせ、空へともどる。なつきのことはもう一顧だにしない。

『くっそー……。相手の体が大きすぎて、ちっと刀じゃ分が悪いにぇー』

　みごと受け身を取ったなつき。怪け我がはしていないようだ。

　だが、傾かぶ奇き者ものの女サムライでも、ドラゴンは一筋縄ではいかない敵なのだ。アリヤはがっくりと肩を落として──

「あ」

　あることを思い出した。

　大型ドロイドたちに『そのまま戦闘続行！』と指示して、自分はふらりと研究所ラボを出ていく。軍団の指揮にいそがしい伊い集じゆう院いん先輩は気づかない。

　アリヤはエレベーターに飛び乗って、タワーの低層階へ急いだ。

　九階にある異世界重要文物資料館。またの名を『宝物庫』。ずんずん突き進んで、とある展示ケースの前に来る。

「……なつき先輩。ちょっとお話、いいですか？」

『んー。まだドラゴン退治にチャレンジ中なんだけど──どうしたん？　今すぐじゃないとダメな相談かい？』

「て言うか、竜でも殺せそうな武器がひとつあって……」

　ケースを丸々ひとつ占領する〝青せい龍りゆう偃えん月げつ刀〟。

　長い柄に、大振りの曲がった刃が取りつけてある。柄の石突きと呼ばれる地面にふれる部位には『車輪』があって──

「この車輪、たぶん《プレイホイール》だと思うんです。超小型の、ユウ先輩の三号フレームにも使われてるサイズの……」

『ふえっ。どういうこと、それーっ!?』

　ぞわぞわ。ぞわぞわ。ぞわぞわ。

　アリヤの頭のなかで、何かがうごめいていた。
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　最前線は、やはり敵の上陸地点となった港湾エリア。

　しかし、水上租界『那な由ゆ多た』のいたるところで戦闘が起きていた。外周ブロックも中央ブロックも関係ない。

　海と空から来たクリーチャーだけが敵ではなかったからだ。

　転送魔法によって、水晶宮の《ポータル》より新手の怪物たちが空間を超えて、直じかに送りこまれてくる。

　たとえば、ひとつ目の巨人サイクロプス。

　牛ぎゆう頭とう人身の大男──斧おのや棍こん棒ぼうを振りまわすミノタウロスの一個大隊。

　ゾウのごとき巨体で、市街を駆けまわる三つ首の魔犬ケルベロス。

　五階建てのビルにも等しい長身の青銅人形、ブロンズゴーレム。その五体には血液の代わりに融解した青銅がぐつぐつ煮えたぎりながら流れており、傷つくたびに噴出して、それを浴びた者は大おお火傷やけどを負ってしまう。

　……魔法で転送されてくるクリーチャーには、ある共通点があった。

　単独ないし小数で戦闘しても、人間たちにとっては只ただならぬ脅威となるほどに大型であったり、戦闘力が高いという──。

　そのような敵が市内のあちこちに侵入し、大暴れしている。

　本来なら、それだけで水上租界サイドは〝詰み〟となるはずだった。

　銃を持った市民兵が十数人集まった程度では、とても対抗できない大型クリーチャー。戦車の一、二台でも出動しなければ、まず倒せない相手。

　だが、しかし。

　そうした強敵たちを、ドロイド部隊は着々と駆除しつづけていた。

　円環状ブレードの《ＭＵＶチャクラム》一万体──。

　絶えず飛びまわり、その回転する刃やいばで怪物どもの肉と皮膚をずたずたに切り裂き、血しぶきの噴水を作りつづけた。

　空飛ぶ人形《ＭＵＶクレイドール》の火力は低い。

　だが集団となって機銃を斉射する戦法でひたすら弾丸をたたき込み、さらにスタンガンの高圧電流で敵の動きを止めて、意外な伏兵となっていた。

　さらに、刀剣さながらに長い爪を持つ三千もの鉄腕たち。

　ロボアーム《ＭＵＶクロウガントレット》は、まさしく三号フレームの〝腕〟の代わりとなる代物であった。

　爪で切り裂き、手で握りつぶし、指先から機銃を撃つ。

　三千の腕たちが行く先々で、異形の怪物は屍しかばねとなって倒れ伏す──！

「……ふうん。地上世界のサルどももすこしは善戦するのね……」

　獅し子し座ざのスカールシャンスは『門主の間』で座していた。

　もちろん椅子などではなく、いつもどおり黄金のたてがみを持つ獅子の背中に腰を下ろしている。

　獅子はうずくまり、満腹した飼い猫のように目を細め、なかば眠っていた。

　そして──スカールシャンスもずっと両目を閉ざしたまま。午睡ではない。通常の視覚ではなく、《観世音》の秘法によって戦況の推移を見守っていた。

「魔物たちの数がずいぶん減ってきた──。精霊たち、行ってきなさい。あの都にさらなる殺さつ戮りくと混乱を」

　瞑めい目もくしたまま召喚魔術を使い、淡々と指示を出す。

　ドロイド研究所ラボの伊い集じゆう院いん高たか丸まるが見れば、仰天しただろう。

　自分がナノマシンの力を借りて、青息吐息で必死に行っていることを、異世界の大魔術師はひどく静かにこなしているのである。

　今、スカールシャンスのまぶたの裏には──

　さまざまな情景が浮かんでは消え、浮かんでは消えて、水上租界で起きている出来事を映し出していた。

　スカールシャンスの耳には、租界で口にされる言葉がいくつもとどいていた。

『味方の数が全然足りませんよおっ！』『ぐあああっ!?』

『着装者……三号？』『あなたは前よりもさらにすさまじい戦士となった』

『次も助けられるかはわからないけど、あなたが無事でよかった』『あんた、本当に帰ってきたんだな……』

　──感じる。すさまじい脅威の接近を。

　──見える。音をも超える速さで彼女の城『陽炎かげろうの宮』に飛んできた戦士が。黒と黄金の甲かつ冑ちゆうをまとい、金剛の扉を開いた覚醒者！

「やはり来たわね！　聖骸の所持者、金剛をまとう者よ！」

　着装者三号などという、詩情に欠ける名前は断じて口にしない。

　だが待ち人の到来を知り、スカールシャンスは『かっ』と目を見開いた。

　すでにとっておきの眷けん属ぞく《火の滅びを運ぶもの》を呼び出してある。仮面の戦士を迎え撃ち、無惨な最期を遂げさせるために。

　……うつらうつらしていた獅子が、むくりと身を起こした。

　女主人を『陽炎かげろうの宮』の最上階に運び、戦いの一部始終をその目で検分させようと。




「おい！　敵さん、ちょっと攻め方を変えてきたか!?」

「ボロノフさんもそう思いますか!?」

「当たり前だ。銃の効かないクリーチャーをわざわざ選んで、追加で派遣してきたとしか思えねえ状況だぞ！」

　最前線となった港湾エリア、その倉庫街。

　そこでたまたま鉢合わせたボロノフと志し波ば、うなずき合っていた。頼りないが一応〝指揮官〟格の志波を守る形でアインもいる。

　風のうねりに耳をそばだてながら、アインは言った。

「選ばれしダルヴァの種族はひとりの例外もなく聡そう明めいだからな。戦況が変われば、攻め方も変える。呼吸をするのと同じ自然さでそれができる……」

「うわあ。昔の上官たちとは真逆ですよお」

　志波がうんざりした声で嘆く。

　──おそろしく風が強い。

　びゅうびゅう、びゅうびゅうと吹きすさんでいる。

　ただの海風ではない。その証あかしに今、うずまく風につかまった市民兵がひとり、空へと巻きあげられていく。

「わあああああああっ！」

　空高くから、地上へ落とされて墜落死──。

　この暴風はクリーチャー『エア・エレメンタル』の軍団なのだ。

　大気の精霊たち。意志を持つ旋風の魔物。実体がない風である以上、銃弾を浴びせても意味はない。

　こんな風が水上租界のあちこちで吹き荒れている。

　尚なお、人間だけでなくトロウル、ゴブリンといった怪物たちまで風につかまり、墜落死の憂き目に遭っていた。仲間想おもいではないらしい。

　おかげで、長らく租界中で戦っていたドロイド部隊もお役御免となっていた。

　例外は風をものともせずに飛びまわるホワイトドラゴンと、それを迎え撃つ戦闘機および巨大アーム型ドロイドの大型組のみである。

　厄介な大気のエレメンタルどもを封じるには──

「嵐の王とその聖骸布抜きでは対抗できない。……が、ユウたちはまさに最強の敵と対たい峙じしているところ。当てにはできないぞ」

　くやしさを込めて、アインはつぶやいた。

　倉庫の物陰に身をひそめ、なるべく精霊の風に当たらないようにしている。その程度しか対抗手段がないのである。

　同じ方法で巨体を隠したボロノフも舌打ちした。

「だろうな。租界からでも見えるくらい、どでかい敵だもんな……」

　水上租界『那な由ゆ多た』から程近い海域に、赤熱する巨人がいた。

　その下半身は海中にあり、上半身しか見えない。だが、その上半身だけでも高さ一〇〇メートル以上はありそうなのだ。

　どろどろと流動する溶岩で形作られた『ラヴァ・ジャイアント』。

　アインにはわかる。己の戦場に到着した《着装者三号》は、この巨人の顔と向き合う形でホバリングしていた。




「これです、なつき先輩！　謎の三国志風ウエポンＸ！」

「ほんとだっ。ユウくんのと同じホイールがくっついてんねー！」

　一階エントランスのすぐ外、セントラルタワーの玄関口。

　運ばれてきた品物を一目見るなり、波は多た野のなつきは柄の部分を指さした。

　……すこし前、アリヤは『宝物庫』の警備システムをナノマシンで掌握した。防犯装置を切り、ケースを開けて、謎の青せい龍りゆう偃えん月げつ刀を運びだそうとした。

　だが、その武器は異様に重かった。

　一ミリも持ち上がらない。そこで介護用の人型ドロイドを呼んで、ここまで運んでもらったのである。

　そして今──人型ドロイドの手から、なつきは青龍偃月刀を受け取って、

「おろっ!?」

　と、愕がく然ぜんとした。取り落としそうになったからだ。

　ナノマシン移植によって、なつきの身体能力はいちじるしく強化された。筋力──アウターのみならずインナーマッスルまで大きく向上している。

　成人男性のひとりくらい、片手で七、八メートル先までぶん投げられる。

　なのに、この長柄武器は両手で捧ささげ持もつので精いっぱい──。

「これ何キロあんの!?　一〇〇キロ……うんにゃ、その三倍くらいありそう──」

「マジですか!?」

「すごそうな武器だけど、ちっとなつきさんの手には余るかもにゃー」

　滅めつ多たにないことに、なつきが白旗を揚げた。

　ゆるくカーブした偃月刀。刀身の部分はぶあつく、彼女の日本刀と同じほど長い。そこに薙刀なぎなたのごとく柄を付けて、石突き代わりのホイールがある。

　また、よく見れば『柄』の部分、木製ではなく金属製だった──。

「アリヤちゃんは、こいつがユウくんのと同じだって思うんだ？」

「そばにいると、頭のなかが〝ぞわぞわ〟するんですよね……。この車輪のなかにたくさんの人がいて、何か祈ってるように感じちゃって」

「祈りの輪──。でもアリヤちゃん」

　なつきはずばりと言った。

「このサイズの《プレイホイール》って、一二体のアスラフレームしか持ってないはずのレアアイテムじゃないのん？」

「で、ですよね。ということは、こんな形でもたぶん……」

　アリヤが言いよどんだときだった。

　ずんっ！　大きな足音を立てて、翼を広げた魔獣が降り立った。

　セントラルタワーの正面玄関前に、ホワイトドラゴンがやってきたのである。その右目には細長い穴が穿うがたれ、赤く濁っていた。

　無事な左目でじろりと、地上のなつきを見おろしている。ひどく不機嫌そうに。

「あちゃー……なつきさんがさっき片目つぶしたやつだ！」

「も、もしかして仕返しするつもりとか!?」

「わざわざ地面に降りてくるんだから、そうだろうにぇー！　アリヤちゃんはタワーのなかに逃げて！　なつきさんがこいつを引きつける！」

「む、無理ですよ！　刀じゃ分が悪いって、さっき認めてたじゃないですか!?」

　なつきは両手で抱えていた〝謎の武器〟を放り投げた。

　背中の単分子ブレードを抜いて、青眼に構える。

　その切っ先を向ける相手は全長一五メートル、翼長はさらに大きな最強の幻獣。おそろしく獰どう猛もうな面構えで、身長一五〇センチ台の女サムライをにらんでいる。

　……アリヤはとっさにしゃがみ、手をのばした。

　地面に落ちた青せい龍りゆう偃えん月げつ刀、その柄の《プレイホイール》へ。

　これが三号フレームの動力源と同じ品なら、どんな形状であれ、アスラシリーズの一機であるはず──！

「動いて！　何号フレームか知りませんけど、覚醒してください！」

　冬の舞まい鶴づるで連日、アリヤたちは繰りかえした。

　三号フレームの覚醒実験を。あの頃を思い出しながら、右手のナノマシンから覚醒信号を送りこむ。

　絶体絶命のピンチでの悪あがき。駄目でもともと、だったのに。

「え……うそ？」

　きゅうん。きゅうん。きゅうん。車輪がゆっくり回り出す。

　その回転音をアリヤは呆ぼう然ぜんと聞き、なつきは耳にするなり『ぱあっ』と明るい表情で日本刀型ブレードを投げ捨て、右手を地面に向けた。














「おねがい！　なつきさんをすこしでいいから手伝ってよ！」

　ほぼ同時に、ドラゴンの前肢が振りおろされた。

　鋭い竜の爪で人間少女を切り裂き、手の巨大さで押しつぶすつもりの一撃。しかし、手首から先がむなしく宙を舞う──。

　ぐあああああああああああああああああっ!?

　手首から先をみごと断ち切られて、ホワイトドラゴンが絶叫した。

「みんなには言ってなかったけど……なつきさん、実は薙刀なぎなたとか棒術も上う手まい人なの。君のこともばっちりあつかえると思うよー」

　あざやかに青せい龍りゆう偃えん月げつ刀を振るい、一刀両断の斬撃を繰り出したなつき。

　にたーっと笑い、新たな〝相棒〟に呼びかけた。




　すさまじい重量だった青龍偃月刀が──木刀のように軽い。

　反重力リフターが機能したおかげだ。重力の低い月面にでも来たように軽々と、偃月刀型のアスラフレームをなつきは振りまわしていた。

　ひゅんひゅんひゅんひゅん！

　風切る音も軽やかに、噛かみつきにきたドラゴンの鼻面を四度も斬り刻んだ。

「ふうん。君はこういう使い方もできるのか！」

　新たな武具の特性をなんとなく直感して、なつきは念じた。

　反重力リフター、始動──。

　すると、青龍偃月刀を持つ彼女の体は空へと浮きあがり、人間よりも遥はるかに大きなドラゴンの顔を真正面からのぞき込めた。

　血まみれの鼻面と、ひるんだようにも見える竜の表情。いける。

「切り捨て御免！」

　両手で突き込み、ドラゴンの眉間に偃月刀を突き立てる。

　さらに近接兵装・電磁接触をセレクト。

　右手のナノマシンインターフェイスから発した指示どおり、謎のアスラフレームは高圧電流をホワイトドラゴンの巨体に流しこむ──。

　どど…………うっ！

　電流による心臓麻ま痺ひを起こし、絶命したドラゴンが大地に倒れる。

「まず一匹目！　二匹目もいってみようかにゃあっ！」

　言葉はひょうきんながら、その声音は勇ましく、力強い。

　地面に降りたなつき、すぐさま青龍偃月刀を投げた。飛ひ翔しよう自在のアスラフレームは重力を無視して直進し、飛んできたドラゴンの胸へ突き刺さり──

「もう一回ビリビリ、やっちゃって！」

　なつきのボイスコマンドに応えて、強烈無比な電撃を発生させた。

　空から〝二匹目〟が落ちてくる。『ずうううんっ！』という轟ごう音おんを聞きながら、なつきはもどってきた偃えん月げつ刀の柄をつかみ取る。

「えらいえらい。お姉さんのところに飛んで帰ってきたねえ！」

『これは驚いた──』

　クローンエルフのアインと情報連結コムリンクがつながった。

『なつき。《ヴリトラ》を……アスラフレーム六号機を覚醒させたのか!?』

「あ。この子、六号フレームなんだ。たしかロシアに配備されたっつーやつか。うん、かっこいい名前だよヴリトラくん！」

　ひゅんひゅんひゅんひゅんひゅん！

　六号フレーム《ヴリトラ》。偃月刀型のアスラを演武のように両手で振りまわし、なつきは機嫌よく呼びかけた。

　一連の大立ち回りを見ていたアリヤも、《ヴリトラ》に右手を向ける。

「ロシアの極東戦線で大破したあと、修復のために水上租界へ運びこまれたようです。でも三号機と同じ状況──ふさわしい着装者がいなくて、起動不能になっていた……と、六号の意識体から読み取れました」

　ナノマシンによるアスラフレームとの同調。

　事情をようやく呑のみこめて、アリヤは深く嘆息した。

「強化スーツ型とはコンセプトを一変させて、防御より攻撃を重視した『完全攻撃タイプ』のアスラフレーム──みたいですよ」

「へえー。でも、なつきさんには逆にぴったんこだねえ！」

『だからこそ選ばれたんだろう。そしてなつきよ。あなたとヴリトラに、是非やってもらいたいことがある！』

　タワー周辺では、まだドラゴンと大型ドロイドの攻防が継続中。

　さらに見えない風の精霊『エア・エレメンタル』が敵味方問わずに猛威を振るい、水上租界『那な由ゆ多た』はどこもかしこも強風地帯となっている。

「ようし──せっかくの初陣だし、派手にやっちゃおうかあ！」

　アインの指示を聞き、なつきはにかっと笑みを浮かべた。





　　　　　　　　　２






　火山の噴火時に、火口よりあふれ出る溶岩流──。

　徒歩でも避難できるらしいので、決して速いものではない。時速にして四キロもないとユウは聞いたことがある。

　だから今、《着装者三号》を狙う溶岩流の速さは異常だと言えた。

　上半身だけで高さ一一八メートルもあるラヴァ・ジャイアント、その巨体のあちこちから溶岩が噴水のごとく──尋常ならざる速さで噴き出てくる。

　標的はもちろん、空を自在に飛ぶ〝黒と黄金の戦士〟！

「く──っ！」

　三号フレームのセンサーが絶えず警告を発している。

　ユウは空中をせわしなく動きまわり、溶岩をかわしつづけていた。

　溶岩流が噴き出すスピードは時速七〇〇キロ前後。それだけだったら、三号フレームは余裕で回避できる。

　問題は、巨体のどこから噴出するかが読めないことだった。

　顔面はもちろん首、のど、肩、腕、胴体と、あらゆる部位がぼこぼこ盛りあがり、絶えず溶岩流を噴出させて、空中のユウを撃ち落とそうとするのだ。

　しかも、必死に逃げまわっていたら──

「えっ、パンチ!?」

　ラヴァ・ジャイアントが溶岩でできた巨腕を豪快に振ってきた。

　みごとなロングフックの動き。無論、アスラフレームの機動性なら余裕で避よけられるはずだった。

　しかし、ユウは溶岩流の連続噴射に気を取られ、虚を突かれる形になり──

　直撃を喰くらった。

「あ……あああああああっ！」

　熱い。灼しやく熱ねつ地獄などという言葉ではぬるいほどに熱い！

　三号フレーム《ルドラ》は、拳の形状をした溶岩流に呑のみこまれた。

　センサーによると、ナノ装甲を苛さいなむ灼熱はなんと一〇六九度！

　それでもＡＤＡＭＡＳアダマス装甲は健在。融解もせずに持もち堪こたえ、内部のユウは苦く悶もんする程度で済んでいる。

　しかし、さすがに長時間は耐えられない──。

「三号、行こう！」

　全身のスラスターから、空気流ジエツトストリームを放出させる。

　三号フレーム《ルドラ》は爆発的加速で急上昇し、溶岩の内側より脱出した。オーロラの揺れる空のもとに帰ってきた。

　眼下には和わ歌か山やま湾の海と、ユウを仰ぎ見るラヴァ・ジャイアント。

　そのうえ巨人の顔がぼこぼこ沸騰して、溶岩流を三つも同時に放ってきた。

「なら、これでどうだ！」

　ユウが選んだ対応策は、ふたたびの超加速。

　ただし、回避のためではない。高速で駆けあがってくる溶岩流めがけて、正面から突っ込んでいく。

　反重力リフターならではの、なめらかすぎる加速。

　ほんの数秒で音速の壁を越えた。マッハ二、三、四、五──さらに加速し、直進しながら空気流と『キィィィィィィィィンッ！』という轟ごう音おんをまき散らす。

　それは衝撃波ソニックブームをともなう爆音だった。

　ユウ＝三号フレーム《ルドラ》が〝突撃する衝撃波〟そのものとなった瞬間だった。

　黒と黄金の装甲は──巨人の撃ってきた溶岩流のひとつと激突。衝撃波によって、煮えたぎる溶岩をあっさりふきとばしてしまう！

　しかも、ユウの直進は止まらない。

「次は君に頼む、聖骸布！」

　天あま翔かける衝撃波と化しながら、ユウは首の聖骸布を引きちぎる。

　手のなかで霊剣状態モード・エクスカリバー──金色に輝く長剣となった。そのままラヴァ・ジャイアントの巨体＝溶岩のかたまりに突入していく。

　どろどろ流動しながら、人の形状を保っている溶岩流。

　肉と骨ならざる巨人の体を衝撃波でふきとばしながら、ユウは溶岩巨人の体内を縦横無尽に飛びまわった。

　ラヴァ・ジャイアントの巨体がどんどん穴だらけになっていく。

「こいつの急所──溶岩を人型につなぎとめている要の部分はどこだ!?　さっきから追いかけてるのに……どんどん逃げていく！」

　三号《ルドラ》の人工意識体が表示してくれたウインドウの数々。

　ラヴァ・ジャイアントを複数アングルから空撮した映像もいくつかある。その背中の一点に今、青い光点と『Mystical CORE』の表示が出ている。

　このポイントをつぶせば、溶岩巨人の魔法を破れるという注釈付きで。

　しかし、溶岩を蹴散らしながら背中へ移動すれば、すでにコアは腰に移動済み。そちらへ行けば脇腹へ。次は右肩へ──。

　せっかく聖骸剣を抜いたのに、その刃やいばを突き立てられない！

『うふふふ！　醜い名前の勇士よ、無様な戦いぶりね！』

「この声、向こうの大魔術師か。たしか名前はスカールシャンス！」

　衝撃空気流ソニツクストリームを用いた突撃もそろそろ持続時間の限界──。

　ユウは溶岩流の内部から飛び出し、大気中にもどった。

　ホバリングしながら、周囲をきょろきょろ見まわす。オーロラうごめく魔天に、妖しき魔女の嘲笑が響きわたっていた。

『おまえを出迎えるため、手間暇かけて呼び出したスカールシャンスの直臣よ？　たやすく打ち破れるなどと、虫のいいことは考えないで！』

「部下にまかせないで、君自身が来ればいいだろう!?　この間みたいに！」

　もはやユウは臆せずに、大魔術師へ言い返した。

　堂々と。そんなしり込みをしては《着装者三号》らしくないと。

『愚かね……。一度やったことを繰りかえすような真ま似ね、獅し子し座ざの門主に許されるはずないでしょう！　わたくしは常にわたくし自身をときめかせ、愉たのしませるために戦い、殺さつ戮りくを繰りかえすの！』

「……アーティスト気取りか。なんてやつだ」

　ユウはつぶやいた。

　これがサッカーなら、ファンタジスタと呼ばれる超一流になるかもしれない。

　白黒のボールと超絶テクニック、何より自由な発想で魔法のようなプレイを連発して、スタジアムをファンタジーの舞台に変えてしまう。

　──今日の試合が雨上がりなら、僕の左足で虹を描いてみせるよ。

　有名なファンタジスタの言葉。しかし、ここは地球文明と異世界の決戦場なのだ。

「どうにかして、あいつをこの間と同じフィールドに引きずり込まないと……。頼むよ三号──ルドラ。《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》を準備して」

　なんとなく無機質な番号より、真の名前で呼びたくなった。

　ユウと空そらのアスラフレームは双方とも、前より適合度を高めている。ユウはルドラをより理解して、ルドラはユウによりそって──。

　しかし《必滅法典》は切り札だけあって、起動にやや時間がかかる。

　さっき穴だらけにしたラヴァ・ジャイアントの巨体、早くも復元していた。ふきとばした溶岩が本体にもどり、穴をふさいだようだ。

　ユウを狙って、溶岩流の高速噴出もふたたび再開させてきた。

　またしても回避、回避、回避のアクロバット機動を繰りかえしていたら。

『三号先輩！　ここからは連携していきましょう！』

『ああ。なつきとアリヤがすごい宝を掘り出してくれた！　もうあなたひとりを矢面には立たせない！』

　後輩とアインからの情報連結コムリンクだった。




「六匹目、取ったどおっ！」

　おどけた声でなつきが勝利宣言する。

　偃えん月げつ刀の形をした六号フレーム《ヴリトラ》をにぎっていれば、反重力リフターの作用で思いどおりに空を飛べる。

　とはいえ武術の技を振るう以上、足場は欲しい。

　なつきはセントラルタワーのそばに飛来してきたドラゴンの真上まで飛んで、頸くびの裏に降り立つなり、偃えん月げつ刀の斬撃をたたきこんだのだ。

　隙だらけとなったドラゴンの頸けい椎ついへ──。一太刀で事足りた。

　なつきを乗せたまま、ホワイトドラゴンの巨体は墜落し、大地に激突する。その際の衝撃をものともせず、女サムライは軽やかに大地へ跳ぶ。

　彼女の《ヴリトラ》、石突き代わりのホイールが歌っていた。




　Gateガーテー! Gateガーテー! Paragateパーラガテー!

　Gateガーテー! Gateガーテー! Paragateパーラガテー!

　Parasamgateパーラサンガテー・Bodhisvahaボーデイスヴアーハー!　Gateガーテー! Gateガーテー! Paragateパーラガテー!




　高速回転する《プレイホイール》の駆動音は、神々しい祈りの歌そのもの。

　男声・女声の入り混じった、力強い合唱だった。

　偃月の刃とまっすぐな柄をつなぐあたりには、黄色い布が結びつけてある。

　それは細長い旗のようにはためいて、《着装者三号》が身につけるマフラー状の装備とどこか似ていた。

　さっきアインと通信した直後にナノ粒子が湧き出て、布と化したのである。

「エルフの国の女王さまに認められた証あかし──《聖骸布》。ユウくんのとおそろで、チームメイトって感じだにぇえ！」

　出現したホワイトドラゴンは全部で八匹。

　あと二匹は大型ドロイド──戦闘機と巨大ロボの腕によって、倒されている。

　空中で六匹目を屠ほふったあと、みごと着地を決めたなつきは安心して、偃月刀タイプのアスラを『ぶうん！』と投げた。

　槍やり投なげの要領で、びゅうびゅう風の強い空へ。

　エレメンタルたちが荒れくるい、いまだ租界全体が強風域のまま。その空を飛んでいく相棒へ、なつきは叫ぶ。

「ほいじゃ、転入生の聖骸布くんにもがんばってもらおうかーっ！」

　一ヶ月近く前、一いち之の瀬せユウが見せた使用法。

　あれと同じことを六号フレーム《ヴリトラ》は命じられていた。

　水上租界は直径二五キロもの円形、その上空を駆けまわり、輝く砂金にも似た粉末を大量散布していったのである。

　それは粉末状にした《聖骸布》であった。

　アンデッド系クリーチャーの天敵とも言えるアイテム。エア・エレメンタルのように実体を持たない霊的存在、魔法生物にも近い威力を発揮する。

　聖なる砂金に浄きよめられ、租界を吹き荒れていた魔風がひととおり収まった。

　手元に飛んできた偃えん月げつ刀《ヴリトラ》、その柄をなつきはつかみとった。相棒にまったく疲弊した様子はない。ならば──

「ヴリトラくん、君の拡張ドロイドってやつも見せておくれぇっ！」

　偃月刀の柄を両手で持ち、天に向けて差しあげた。

　武具を模したアスラフレーム六号機、刀身のみならず柄と石突きの《プレイホイール》までもが可変ナノ粒子を勢いよく放出していく。

　……構築されたドロイドは、白竜たちの二倍ほども巨大だった。

　ただし、形はまさしく『雪の結晶』。

　青白くて、なかば透きとおっている。《ＭＵＶスノウクリスタル》。これが九体も構築されて、空中に浮いている。

「さあ、みんな！　ユウくんを助けに行ってきて！」

　ラヴァ・ジャイアントの巨体は、水上租界『那な由ゆ多た』からでもよく見える。

　流動する溶岩から生まれた大巨人に向けて、なつきはドロイドたちをけしかけた。




　ぼこぼこと絶えず射出される溶岩流──。

　上半身だけで長さ一〇〇メートルを超す溶岩巨人も、パンチや平手打ち、ときに全身でのしかかるような体当たりという攻撃を繰り出してくる。

　ユウは必死に飛びまわり、それらをひたすら避よけていた。

「まずいな。《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》を準備しながらだと、出力が落ちる──！」

　腰のホイールがぎゅんぎゅん高速で回っている。

　生み出される電力と魔力は空中機動とはちがうところで消費中。このあたりに『エア・エレメンタル』はいないのに、風がどんどん強まっていく。

　しかし、ひきかえに三号《ルドラ》の動きも徐々に重くなっていて──

　法典を使う前に撃墜されては、元も子もないのに！

『安心しろ。火を運ぶものにとっては、最も厄介な敵を連れてきたぞ！』

「──アイン！　えっ、これもドロイドなの!?」

　戦場の空に駆けつけた援軍は、巨大な『雪の結晶』であった。

　九体もいる。機種名《ＭＵＶスノウクリスタル》。完全攻撃型の六号フレーム《ヴリトラ》に仕える拡張ドロイド、らしい。

　そして、ユウは驚嘆した。

　雪の結晶から撃ち出された不定形の弾丸を受けて──溶岩流の体を持つラヴァ・ジャイアントがひどく嫌がりだしたのである！

　もうユウを狙おうともせず、《ＭＵＶスノウクリスタル》に渾こん身しんのパンチ。

　しかし、その拳が逆に連射の標的となった。

　じゅうっ！　じゅうっ！　じゅうっ！　じゅうっ！

　立てつづけに水が蒸発するような音。『雪の結晶』部隊の放つ弾丸が溶岩に当たるたび、三号のセンサーがその音を捉えていた。

「あのドロイド……まさか水鉄砲を撃ってるのか!?」

『三号先輩、惜しいですっ。特殊液体ヘリウムの冷却弾ですよ！』

『科学実験とかで使われるやつの超強化版な！』

　アリヤと伊い集じゆう院いんからの着信。

　納得したユウが見守るなか、九体の《ＭＵＶスノウクリスタル》は冷却弾を代わる代わるラヴァ・ジャイアントへたたき込んでいく。

　──おかげで一息つけた。切り札の起動もついに完了した。

『System Now Booting, Doomsday-Book〝VIDYA-MANTRA RUDRA2〟』

　ウインドウのひとつが英文を表示している。ユウは叫んだ。

「アイン！　《必滅法典ドウームズデイ・ブツク》第二の書、いつでもいける！」

『よし。福音ゴスペルコードを転送する。風の獣魔、あなたなら必ず使いこなせる！』

　着信のすぐあと、ユウはアインの美しい詠唱を聞いた。




　──三さん界がいの罪つみ人びとは犯せし罪を知らず、四し生せいの愚者は愚なることを識しらず

　──生まれ生まれ生まれて生の始めに暗く、死に死に死んで死の終わりに冥くらし




　ユウの眼前に《風獣》が顕現した。

　その肉体はほのかに白く色づいた気体である。四本足で、豹ひように似た姿形。嵐の王《ルドラ》に仕える最強の騎士だった。

「嵐の王ルドラの名前にかけて……吹き荒れろ！　薙なぎ倒たおせ！」

　ユウは指示した。

　第二の必滅法典、その題は『詩し偈げ・暴ぼう風ふう膺よう懲ちよう』だという。

　そして《風獣》は──うずまく竜巻と化した。

　和わ歌か山やま湾の海上に、本来現れるはずのない大竜巻。全てを烈風の渦に巻きこんで、空の彼方かなたへと運ぶもの。

　行き交う船もない『大撤退』後の洋上であった。

　今は異世界の魔城が、砂漠の蜃しん気き楼ろうさながらに海に浮いている。

　蓮れん華げの台座に載った水晶宮が暴風の神威に呑のみこまれた。さんざんユウを悩ませてきた〝溶岩巨人〟ラヴァ・ジャイアントも。

　……敵の転移拠点《ポータル》は大魔術師に守られている。

　今回も結界の術が施された。光の魔法円マジツクサークルが無数に現れて、神秘の城を死角なくとりかこむ。強度ＳＳの防御円陣はうずまく烈風に揺るがされ、ふきとびそうになりながらも、かろうじて持もち堪こたえていた。

　だが、ラヴァ・ジャイアントの方は──

　その巨体を構成する溶岩があちこち暴風に引きちぎられ、空高くに舞いあがり、何処いずこともしれない彼方かなたへ飛んでいった。

　見る間に体のパーツの大部分を失って、赤き巨人はもう原形をとどめていない。

　しかし──

　ユウは小さな勝利によろこびもせず、急加速していた。

　マッハ四、五、六──超音速で飛ぶ鋼と化して、衝撃空気流ソニツクストリームをまき散らしながら、《ポータル》内部へ突入していく！

　侵入を阻むはずの防御魔法円は、聖骸剣で切り破った。

　城内で最も高い塔。屋上の物見台に、獅し子しに座す魔女がいることは承知していた。空撮ドロイドが報告してくれたのだ。

「金剛をまとう者！　許しもなくスカールシャンスの前に罷まかり出でるとは無礼な！」

「悪いけど、君の美学とかマイルールに付き合う気はない──」

　音速の衝撃波となって、ユウは大魔術師にぶつかっていった。

　すさまじい勢いでの激突。しかし、個人防御の魔法なのだろう。獅子に座す美少女は力場のようなもので守られていた。

　だが、ユウはその力場ごと、使い魔の獅子と魔女を〝外〟へ押し出した。

　城と結界の外へ。ありうべからざるオーロラが広がる空の下へ。絶対的に有利なホームグラウンドから、彼女を突き出す形で──。
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　そして、ユウは以前と同じ展開に持ちこんでみせた。

　攻撃魔術をいくつかけられても、対魔術外殻アンチマジツクシエルで耐え、勝機を待つ。

　今も《身体腐敗ペリツシユ》《火葬砲インシネレイト》《希死の呪詛カース・オブ・スーサイド》《精神汚染マインド・ブラスト》をしのいでいた。

「腐ふ爛らんせよ。灰はい滅めつせよ。滅びの音を聞け。嗚あ呼あ──苦しき哉かな、痛ましき哉！」

「くぅぅぅぅぅう……っ！」

　水没した旧大おお阪さかのベイエリア跡地まで飛んできた。

　かつて栄華と喧けん噪そうをきわめた大都市のビル群が海から突き出ている。

　とある高僧ビルの屋上で、《着装者三号》と獅し子し座ざのスカールシャンスは接近戦のさなかであった。

　下半身を獅し子しと同化させ、スカールシャンスは戦せん斧ぷを振るっている。

　その物騒な刃やいばに対抗し、はじき返すため、右腕に長い爪付きの拡張アーム《ＭＵＶクロウガントレット》を連結した。

　半身を獅子に変化させた美少女の一撃一撃、ひたすら重く、鋭い。

　爪と頑丈な籠こ手てをユウは武器の代わりに振りまわし、戦斧にぶつけて、どうにか防いでいる。だが防戦一方だった。

　例によって強度Ａの攻撃魔術を瞬時に、しかも複数かけてくる。

「紅ぐ蓮れんの矢よ、飛べ。汝なんじの時は止まれり。金剛の一撃に震しん撼かんせよ！」

「頼むルドラ！　君の対魔術外殻アンチマジツクシエルが頼りなんだ……！」

　三号フレームが猛火につつまれ、麻ま痺ひの呪じゆ詛そに撃たれ、衝撃波を浴びる。

　そのたび《ルドラ》は懸命に魔法を無効化してくれるものの──

　さすが選ばれし大魔術師の秘術。すぐには消し去れない。

　焔ほのおの熱さにユウは苦しみ、心臓が止まりかけたことに恐怖した。真正面から自動車が突っ込んできたような衝撃にも打ちのめされた。

　しかし、こうして時間を稼ぎ、敵の注意を引いていれば──

『ユウくん、準備できたよん！』

「了解──なつきさん。すぐにはじめて！」

『あいよぉっ！　ええと、この暗号を読みあげればいいのかにゃ……コマンド発令、〝ORDER IN THE NAME OF GODSかみのみなにおいてめいじる〟！』

「!?　おまえ、サルの分際で何か企たくらんでいるわね……!?」

「……気づくのがすこし遅かったね」

　ユウたちの交信に気づき、スカールシャンスが顔色を変えた。

　次の瞬間には、ふたりの戦場であった屋上──五六階建て、高さ二五六メートルの高層ビル屋上が爆発し、粉々にふきとんだ。

　屋上のみならず、その下の階を五つほど消し去る爆発だった。

　爆薬をしかけての解体などではない。海中から空へと飛び出してきた〝即席の爆発物〟がぶつかることで、破壊はひきおこされた。

　……もちろん、この程度で倒せる敵ではない。

　ユウが空へ逃れたように、スカールシャンスも半獅子と化した下半身の四肢で空気を蹴って、当たり前のように飛ひ翔しようしていた。

　眼下の海──旧大おお阪さかの市街地が沈む海を、彼女は見おろした。

「今のは竜？　大蛇おろち!?　水のナーガをおまえたちサルが呼び起こしたというの!?」

「いいや。たしかに形は似てなくもないけどね」

　空中で対たい峙じするユウとスカールシャンス。

　そこに第二波、三波が海から飛び出してきた。細長い〝それ〟の長さは二〇～四〇メートルほどであった。

　海中に没していた都市生活の象徴──鉄道の車両だった。

　ＪＲ環状線、ゆめ咲線といった在来線。かつては毎日走りまわっていた車両を一、二両ずつ射出したのである。

　波は多た野のなつきと六号フレーム《ヴリトラ》の可変ナノ粒子が。

　拡張ドロイド《ＭＵＶピーカーブー・ボマー》は定まった形状を有さない。粒子状態のまま対象物に付着し、着装者の念じたとおりに動く飛ひ翔しよう爆撃体と化す。

　飛び出してきた『鉄道爆弾』、ひとつやふたつではなかった。

　海に放たれたナノ粒子は鉄道会社の車庫でも見つけたのか、五、六〇発ほどの弾幕となって、空中のスカールシャンスを襲う！

「く──尊者よ、哀あい悲ひを垂れ給たまえ!!」

　加護を願う呪文。

　嗜し虐ぎやく癖を持つ半はん獅じ子しの魔女が必死のディフェンスをはじめた。

　加護の光を魔術で生み出し、さらに空を駆けまわることで直撃を避ける。近くで車両が爆発しても、スカールシャンスを守る光が火と衝撃を防ぐ。

　まさしく火と爆発、飛翔体の織りなす極限の空中サーカス。

　しかし──

　本来は『人間』を乗せることが鉄道の仕事。

　海水でずぶ濡ぬれとなった車両内部に身をひそめ、いっしょにスカールシャンスめがけて飛んできた《着装者六号》が満を持して、ついに現れた。

「てやああああああああああっ！」

　可愛かわいらしい声ながら、裂れつ帛ぱくの気合いがこもっていた。

　スカールシャンスとすれちがいざま、反重力リフターで飛ぶなつきは《ヴリトラ》の偃えん月げつ刀でみごと断ち切った。

　戦せん斧ぷを持つ大魔術師の腕、その肘から先を──！

「な……スカールシャンスの高貴な腕に、なんという真ま似ねを!?」

「いまだよ、ユウ──三号くんっ！」

「わかった！」

　衝撃空気流ソニツクストリームを放ちながら、ユウは加速した。

　体当たりと同時に、《ＭＵＶクロウガントレット》を装備した右手でつかみかかる。半獅子の魔女を守る力場ごと、アスラの握力と爪で押しつぶそうとする。

「く……無粋な名前どおり──」

　耐えるスカールシャンス、くやしげに言った。

「戦い方にも雅みやびさが欠けているわね、金剛をまとう者！」

「──古いよ。たったひとりの英雄が華麗な個人プレイで戦いの行方を決めるなんて、時代遅れだよ。残念だけど、こっちは戦術と連動の時代なんだ」

　マラドーナやジーコら、ファンタジスタの全盛期も今は昔。

　戦術至上の現代サッカーを熟知する者として、地球文明を代表する者として、ユウは異世界の英雄に告げた。

「刻一刻と変わる状況の中で、どれだけ早く相手の戦術をつぶして、離れた仲間と連動できるかが勝利の鍵──。僕たちは勝つべくして勝った」

　音速突撃してきたユウに負けじと、スカールシャンスも魔力と金剛力を全開にして、空中の一点で踏みとどまっている。

　敵の防御力場をつかむガントレットの掌てのひらに、ユウはコマンドを送った。

　近距離兵装・電磁熱放射──。対象物を加熱する電磁波の放出。目の前の敵を灼しやく熱ねつの波動で灼やき、葬り去る。

　この武器に《プレイホイール》の生み出す大電力と魔力を注つぎこめば。

　最先端のテクノロジーと魔導の雷はひとつに融合し、敵の魔力障壁にも浸透する極大電磁波となる──！

「おのれ……スカールシャンスの誉ほまれを穢けがすか、地上の英雄よ！」

　最期まで、魔女は《着装者三号》と口にすることを避けた。

　それでも限界は来る。半はん獅じ子し半人となった少女は光の粒子となって気化し、故郷ならざる地球の空で塵ちりと消えた──。

　アスラの右手が放つ熱波動に灼かれて、昇華していったのである。
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　水上租界『那な由ゆ多た』と異世界の転移拠点《ポータル》。

　両者の接近遭遇と激闘から、二週間が過ぎた。

「アイン！」

「さすがだユウ、よくわたしを見ていた！」

　ユニフォーム姿のユウが値千金のスルーパスを出した瞬間。

　同じ格好のクローンエルフの少女は、オフ・ザ・ボールの駆け引きで敵ＤＦを置き去りにして、ゴール前に飛び出した。

　みごとな快足でボールのもとへ走り込み、左足を一いつ閃せんさせる。

　トラップなしのシュートにキーパーは反応できず。この試合、エルフの美び姫きは早くも二点を決めていた。

　大活躍の超新星を祝福しようと、チームメイトが駆けよってくる。

　しかし、アインはいち早く一いち之の瀬せユウに飛びついて、力一杯ハグして、頬ほおを相手の頬にすり寄せているところだった。

「ちょ……アイン、距離が近い！　近すぎるよ！」

「得点した選手は抱きついて抱擁することが、この競技の決まりなんだろう!?　ほかの者はあとまわしでいい。わたしはユウとだけよろこびを分かち合う！」

「サッカーは集団競技！　ひとりだけ依え怙こ贔ひい屓きはよくない！」

「わたしがいいと言えばいいんだ！　それにユウ、なつきにも同じことをされたそうじゃないか？」

「こんなに激しくはなかったよ！」

　芝生の上で、少年少女が和気あいあいとはしゃいでいる。

　戦闘後のあとかたづけも一段落し、租界市民の娯楽である草サッカーも再開した。

　ユース経験者の少年は各方面からスカウトされたが、彼は〝友達〟といっしょにプレイさせてくれるチームを選んだ……。

「て言うかアインさま、サッカー歴一ヶ月でふつうに点取るのかよ……」

　観戦していた伊い集じゆう院いん高たか丸まる、ぼそりと言った。

　隣では志し波ば十じゆう郎ろう太たが焼酎水割りの紙コップを持って、のんびりしている。休日を満喫中という雰囲気だった。

「経験がないからか、足技はたいしたことないんだけど。ゴール前の嗅覚とか点を取るセンスが尋常じゃないよ。ぼくらにはとても真ま似ねできない」

「一いち之の瀬せにチーム紹介したの、志し波ばさんッスよね？　結構サッカー観みるんスか？」

「観るよー。昔はＪリーグも海外サッカーも好きだった。……それにしても一之瀬くんは視野が広いな。判断もめちゃくちゃ早いし的確だ。三号フレームを使うのと同じノリでサッカーやってるのがすごいと言うか、おかしいと言うか──」

　再開したゲームを眺めながら、志波が苦笑いした。

　一方で、スポーツ観戦にはそぐわない仏頂面の人物もいる。

「姫のお戯れにも困ったものだ。早く飽きて欲しいところだが……」

「でないと毎週、『たまにはおまえも外へ出てこい！』って、アインさんに要求されちゃいますもんねー。今日みたいに」

「む」

　姪めいのアリヤにからかわれて、亡命エルフのナダル理事は話題を変えた。

「それよりもだ。やはり六号フレームの起動に成功した要因は──アリヤ、おまえのナノ覚醒にありそうだ」

「そ、そうなんですか、やっぱり……」

「まだ検証中なのではっきりとは言えないが。新たな能力に覚醒途上なのかもしれん。あと調査すべきは、三号フレームの覚醒要因だな」

　ナダル理事はぼそぼそと言った。

「先代《着装者三号》の遺灰を内部に入れることで、舞まい鶴づるでは擬似覚醒したという。しかし、こうなってみると──むしろ『きっかけ』はおまえだった可能性もある」

「アリヤがきっかけ？」

「うむ。もしおまえに機能停止したアスラフレームを蘇そ生せいさせる能力があるのなら、あのアスラもどうにかできるやもしれん……」

　ぶつぶつとつぶやきながら、ひとりで物思いにふける伯父。

　もう話しかけても無駄だと割り切って、アリヤは肩をすくめた。すると今度は、隣にいた波は多た野のなつきに声をかけられた。

「ま、とにかくさ。アリヤちゃんのおかげで助かったよー」

　いつもどおり、牡ぼ丹たん柄の振袖をコート代わりに羽織ったなつき。

　ただし、今日は日本刀型の単分子ブレードを持っていない。彼女の新しい相棒は、呼べば飛んできてくれる。常に携行する必要がないのだ。

　なつきはのんびり試合を眺めて、ふにゃっと微笑ほほえんだ。

「戦いで死んだ人も多いけど、助かった命もあったしにぇー」

「あ。アインさん、また点を取っちゃいました」

　試合を決定づける三点目のゴール。

　あざやかなボレーシュートで決めたアイン。

　またもアシストした一いち之の瀬せユウと強引な抱擁でスキンシップしたあと、チームメイトのひとりひとりとハイタッチを交わしていた。

　そして、最後にアインが歩みよった相手は──

「あなたもいい働きをしている。その調子で守りを頼むぞ！」

「……ああ」

「ほら、手を出せ。あなたともよろこびを分かち合う！」

　味方ゴールキーパーの青年は、むすっとした表情で躊ちゆう躇ちよしてから。

　思いなおして、アインとハイタッチした。この試合、みごとなセービングでいまだ無失点の守護神である。元国防軍大尉の佐さ久く間まだった。

　ふたりの交流を外から眺めて、なつきはうなずいた。

「あのお兄さんとお仲間さん、結局クーデターのことはうやむやになって、市民軍の専任武官になるんだってにぇー」

「伯父も、あの人たちも、いろいろ思うところがあったみたいです」

　アリヤはちらりとナダル伯父を見た。まだ考え事をしている。

「たぶん伯父の方は『圧倒的に人手不足の今、有為の人材が従順になったのだから、使わない手はない！』でしょうけど」

「あはっ。《着装者三号》さまさまだよねん」

「代替わりしたとわかっても、軍の人たちにはまだまだ最高のヒーローなんですね。あの大尉さん──ユウ先輩だけじゃなくて、アインさんも同じチームに入ることを、意外なくらいにあっさり認めたそうです」

　ユウたちのチーム、実は国防軍関係者ばかりであった。

　そもそも紹介した志し波ば自身が元・国防陸軍の情報部に所属。その関係で知り合った仲間なのだという。

　なつきがしみじみと言った。

「今みたいに法律も警察もない状況で武器持ってると、人間変わるからさ。この租界でもそうならなくてよかったよー」

「？　どういう意味ですか？」

「なつきさんのまわりがそうだったんよ。クリーチャーから身を守るために銃や刀を用意したのに、その武器でいつのまにか同じ人間と争って、言うことを聞かせようとするの。ほんと、海外のゾンビドラマと同じ展開だったねー」

「ああ……」

「いやー。世界がこうなって初めて気づいたよぉ。武器で防衛する人、治安を取り締まる人、罪を裁く人、政治やる人──たくさんの人で分業してたの、すごく意味があったんだにゃーって。これを武力持ってる人が全部やると……あっというまに『世紀末覇王』が誕生しそうな流れになるんだなあ！」

　あっはっはと笑いながらも、なつきの目はきちんと真剣で、

「でもユウくんは──誰より強い武器を使えるのに、そうならなかった。うん、あの子といっしょなら、いろんなことを上う手まくできそうな気がする！」

　それは《着装者六号》としての言葉だった。

　尚なお、話題の当人は中盤の底でパスを散らしながら、守備に奔走中。

　そうしていると、サッカーの上手い中学生にしか見えない。だが、彼こそが黒と黄金のアスラフレームをまとう『中の人』なのだ。

「そういえば、ほかの着装者って、今どうしてるんでしょうね？」

　アリヤがつぶやいた。





　　　　　　　　　２






　大魔術師、旋風のクアルダルド──。

　水上租界『那な由ゆ多た』攻撃を同どう朋ほうに譲った彼は、自分の《ポータル》を四し国こく東部へと進出させていた。

　空に浮かぶ蜃しん気き楼ろうとして、洋上に旋風城を布陣させた。

　現地民の言う『徳とく島しま県徳島市』を一望できるポジション。敵地をつぶさに眺めてみて、クアルダルドは気づいた。

「あれは──城塞ではないか！」

　国防軍・徳島駐屯地は海からも近い立地である。

　地球に襲来して、もう長い。己の魔城と似ても似つかない施設だが、軍団が集うための場所であることはすぐにわかった。

　だから、クアルダルドは気まぐれに出陣した。

　わずかなクリーチャーの群れをひきつれ、指揮官の彼が直々に。

　……心が逸はやっていた。黒と黄金の戦士に対して。あの勇士と対決し、雌雄を決すべきは己であるぞと。実際、すでにスカールシャンスが敗れている。いよいよ戦場で再会を果たし、朋ほう友ゆうの仇あだ討うちをすべきだと。

　そのときにそなえて、体と心をあたためておきたかった。

「おっと。こうも歯ごたえがないとは期待はずれな……。この城塞の部隊、あまり戦い慣れてはいなかったようだな」

　徳島駐屯地が燃えている。一面、焔ほのおの海であった。

　クアルダルドは拍子抜けして、愚痴をこぼしてしまった。仕方ないと、己を慰めていたときに──見えた。

　北東の方角より、白い流星のごとき光が飛んでくると。

「……おお」

　白き光がクアルダルドの前に降り立つなり、その輝きは消きえ失うせた。

　代わりに、背の低い少年がいた。黒と黄金の甲かつ冑ちゆうをまとう少年よりも小柄で、さらに痩せていて、髪の毛が真っ白であった。

　長袖のＴシャツにジーンズ、地上世界の装束を着ている。

　その上に羽織ったボロ布は薄汚れており、少年はどこか病んだ瞳であった。

　しかし、全てどうでもいいこと。クアルダルドが思わず二度見したものは、少年の首に巻かれた〝赤いマフラー〟だった。

「……地ち上じよう人びとの少年よ。問おう、なぜ聖骸布を所持している？」

「つまんないこと聞くなよ。俺が──《着装者七号》だからだ」

「ほう！　では、なぜクアルダルドの前に立つ!?」

「聞かなきゃわかんないのかよ。おまえたち魔術師どもを皆殺しにするためだ」

　少年は、この日本国で暮らす多くの民より、彫りの深い顔立ちだった。

　だが、口から出る言語は流りゆう暢ちような日本語。しかも、自在に空を飛ひ翔しようできる。その声は少年らしい甲高さだが、目つきと同じく闇を感じる。

　面白い！　思わぬ出会いが〝選ばれしダルヴァの門主〟を歓喜させていた。














あとがき







　みなさま、おひさしぶりです。

　二ヶ月連続刊行の二冊目、無事に発売となりました！

　……と言えるかは、あとがきの執筆時点ではまだ判明しておりません。ここは『できた』という前提で書き進めたいと思います（苦笑）。

　一巻を発売直後に購入されたみなさま、こんなにも早く再会できたこと、とてもうれしく思います。

　そういえば、小説家稼業をはじめて一〇年以上になりますが、こうもタイトな連続刊行は初体験かもしれません。

　イラストのしらびさんにも、たいへんなご苦労をしていただきました。

　この場を借りて、御礼申し上げます。




　さて。

　本シリーズがアメコミやら日本の特撮やマンガやら、ヒーローを題材とする諸作品の強い影響下にあることは言うまでもありません。

　ヒーローという単語、本来は『英雄』や『勇者』の意味。

　近年、そこに『仮面のスーパーヒーロー』まで加わったわけです。

　しかも昨今では、映画アヴェンジャーズの大ヒットもあって、もはや子供・マニアを越えた広範囲の人々に共有されるイメージとなっています。それこそ国境や文化の壁をも越えてしまうほどに。

　こうしたヒーローの在り方、その称号にふさわしい精神を描く──。

　この点において、やはりアメコミは〝深い〟です。

　まずとにかく、連載期間が日本のマンガよりもケタはずれに長いですからね。

　四半世紀以上も同じヒーローが主人公でありつづけることもザラ。

　バットマンもスーパーマンもコミックに初登場してから八〇年以上が経たち、何度もリニューアルを繰りかえしながら、いまだ現役です。アイアンマンのコミックはベトナム戦争のさなかに誕生しました。

　歴史が長いうえに才能あるライター、アーティストが筆を振るうのですから、当然ヒーローたちのキャラクターや信念もドラマチックに掘り下げられていきます。

　良い例がＭＣＵ映画の代表、キャプテン・アメリカです。




　キャプテン・アメリカことスティーブ・ロジャース。

　彼は『ナチスドイツと戦う米軍の超人兵士、アメリカの正義のシンボル』として、第二次世界大戦中に連載スタートしたコミックの主人公です。

　しかし、劇中でも現実世界でも戦争は終わります。

　そしてベトナム戦争、冷戦のはじまり。

　米軍の英雄といえども、無邪気・無批判に『アメリカの正義』を信奉できない時代が到来したのです。

　六〇年代以降、彼は国家でも軍でもなく、建国以来の『アメリカの理想』である〝個人の自由と尊厳〟を守り、勝ち取るために命を懸けるヒーローへと変化していきます。

　ここで言う〝個人〟は、もはやアメリカ国民のみにとどまりません。

　キャプテン・アメリカと名乗りながらも、国境・人種・民族・思想のちがいを越えて、救いの手を差しのべる存在となっていくのです。

　この変化、映画の三部作でもみごとに描かれていますね。僕も大好きです。

（……ちなみに本シリーズの一巻サブタイトル、実はキャプテン・アメリカへのオマージュでして。ご興味のある方は『プロジェクト・リバース』『オペレーション・リバース』で検索してみてください）




　本作の主人公ユウも同種の悩みに直面します。

　ヒーローをヒーローたらしめる精神とは何なのか──。

　今回、一応の答えを出した形になりますが、たぶん彼はこれからも多くの場面でこの問いかけを自分自身に向けつづけていくのだと思います。〝みんなのヒーロー〟として、むずかしい選択、ぎりぎりの選択を迫られるたびに。

　そして、ユウ以外の着装者たちはこの問題にそもそも向き合うのか──。

　次の三巻ではその辺を裏テーマとしつつ、舞台をより広いフィールドに移して、現代地球vs異世界の戦いを描くつもりでおります。

　よろしければ、また三巻でもお目にかかれれば幸いです。
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